
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
時
代
最
末
期
ラ
ガ
シ
ユ

に
お
け
る
農
耕
年
視
点
の
確
立

シュメール都市国家時代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立（山本）

山

本

茂

【
要
約
】
　
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
ラ
ガ
シ
ュ
の
支
配
者
妃
を
頭
に
戴
く
組
織
争
日
一
の
耕
地
経
営
に
つ
い
て
は
、
土
地
制
度
面
に
関
し
て
か
つ
て
℃
・
》
・

ダ
イ
メ
ル
に
よ
っ
て
、
社
会
組
織
と
関
連
さ
せ
つ
つ
直
営
地
・
割
当
地
・
託
営
地
の
三
範
噛
論
が
提
示
さ
れ
て
社
会
・
経
済
的
研
究
の
基
礎
が
お
か
れ
た
。

し
か
し
こ
の
研
究
も
今
日
の
目
か
ら
見
れ
ば
極
め
て
不
徹
底
で
あ
り
、
ま
た
ア
ッ
シ
リ
ア
学
・
シ
ェ
メ
ー
ル
学
全
般
の
急
速
な
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

の
問
題
に
関
し
て
は
、
着
実
な
実
証
に
基
づ
い
た
新
研
究
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。
本
稿
は
、
三
範
疇
別
に
土
地
経
営
関
係
記
録
を
整
理
し
た
前
稿
の

結
果
に
も
と
づ
き
、
土
地
経
営
に
関
す
る
綜
観
的
視
点
と
し
て
の
農
事
暦
博
農
耕
年
視
点
の
確
立
を
目
指
し
、
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
耕
作
年
の
始
期
と

終
期
、
一
耕
作
年
に
お
け
る
四
検
地
時
期
、
隔
年
休
耕
シ
ス
テ
ム
の
貫
徹
の
解
明
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
上
の
基
本
的
事
実
の
体
系
的

究
明
が
シ
ュ
メ
ー
ル
灌
概
農
耕
都
市
国
家
社
会
研
究
の
前
進
の
一
契
機
と
な
る
こ
と
が
筆
者
の
希
望
で
あ
る
。
　
史
林
　
六
二
巻
二
号
　
一
九
七
九
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

筆
者
は
愚
稿
に
お
い
て
総
計
一
九
九
に
達
す
る
、

シ
ュ
メ
ー
ル
都
留
【
園
家
ラ
ガ
シ
ュ
の
恥
ヨ
｛
i
島
し
d
ρ
－
び
9
）
‘
・
組
織
の
土
地
経
　
営
H
関
係
記
録
の
い

ち
お
う
の
表
化
を
達
成
し
た
。
そ
れ
は
綜
観
的
視
点
と
し
て
の
農
耕
年
視
点
確
立
の
た
め
に
不
可
欠
な
第
一
の
基
礎
的
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
い
よ
い
よ
農
耕
年
視
点
の
確
立
の
作
業
に
は
い
り
た
い
。
従
っ
て
本
稿
の
た
め
の
基
本
的
同
時

代
史
料
は
ほ
ぼ
前
稿
第
1
表
に
お
い
て
整
理
し
た
も
の
に
尽
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
ま
た
我
々
の
時
代
は
、
こ
の
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ン
期
の
同
時
代
史
料
に
よ
る
農
耕
年
視
点
貫
徹
と
い
う
主
題
に
関
し
て
も
、
多
く
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

助
的
史
料
・
文
献
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
我
々
は
こ
う
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
そ
れ
は

以
下
の
論
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
分
的
に
は
か
な
り
の
結
実
を
も
た
ら
し
た
。

　
け
れ
ど
も
こ
の
視
点
は
も
と
も
と
恥
巳
1
“
じ
d
㌣
σ
£
組
織
の
土
地
文
書
の
綜
観
的
把
握
の
た
め
の
視
点
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
研
究
の
中

か
ら
選
び
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
上
述
の
補
助
的
史
料
・
文
献
、
特
に
前
二
千
年
紀
前
半
に
成
立
し
た
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る

農
事
暦
に
関
す
る
雷
及
や
そ
れ
に
関
す
る
研
究
に
留
意
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
で
あ
っ
た
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ソ
期
の
農
事
暦
的
研

④究
を
も
、
こ
の
時
期
の
土
地
経
営
文
書
を
綜
観
す
る
視
点
と
し
て
の
、
関
係
文
書
自
体
の
分
析
に
基
づ
く
農
耕
年
視
点
の
確
立
と
い
う
課
題
に

即
す
る
限
り
に
お
い
て
、
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
第
三
章
に
お
い
て
取
上
げ
た
問
題
は
、
単
な
る
農
都
暦
の
観
点
か
ら
は
解
開
し
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
本
稿
で
取
扱
っ
た
よ
う
な
、
ま
さ
に
農
業
生
産
の
現
場
に
か
か
わ
る
未
解
明
の
基
本
的
事
実
の
体
系
的
究
明
が
、
シ
ュ

メ
ー
ル
灌
概
農
耕
都
市
国
家
社
会
研
究
の
前
進
の
一
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
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①
　
山
本
茂
「
都
市
国
家
時
代
末
期
ラ
ガ
シ
ユ
に
お
け
る
土
地
経
費
に
関
す
る
綜
観

　
的
・
基
礎
的
…
研
究
－
土
地
経
営
関
係
記
録
一
覧
表
の
作
成
一
」
（
『
オ
リ
エ

　
ソ
ト
』
二
〇
巻
～
号
、
一
九
七
七
）
。

②
　
そ
の
後
四
箇
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
脱
落
（
男
↓
O
刈
鱒
（
一
ド
ー
H
く
）
…
男
α
■
c
。
刈
（
ピ
ー

　
H
H
Y
目
ω
｝
も
。
㊤
（
い
．
1
＜
H
）
お
よ
び
男
8
0
①
㎝
（
】
い
翼
、
（
吋
）
一
同
同
H
）
）
を
発
見
、
合

　
計
タ
ブ
レ
ッ
ト
数
は
実
際
は
二
〇
一
二
に
達
す
る
。
内
訳
は
収
納
関
係
詑
録
一
、
黎

　
耕
・
壷
鐙
お
よ
び
ま
ぐ
わ
す
き
の
た
め
な
ど
の
支
繊
記
録
三
。

③
古
代
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
炉
け
窪
騎
9
護
0
5
U
す
6
D
o
憎
一
〇
鐸
舞
評
汁
猷
鐸

　
（
蜜
ω
い
回
（
お
ω
刈
）
菊
9
出
惜
Y
8
鐸
〇
一
H
〈
お
よ
び
〉
．
o
っ
巴
9
回
o
ρ
〉
σ
q
瓢
。
巳
け
霞
ρ

　
諺
＄
o
喝
。
営
農
8
ρ
（
霞
〇
一
ω
一
嵩
冒
圃
噛
一
㊤
①
Q
O
）
．
さ
。
O
卜
。
l
b
。
一
N
所
収
の
い
わ
ゆ
る
O
o
o
蹟
幽
舞

　
o
Q
鐸
旨
霞
8
騨
（
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
Q
α
．
渚
H
〈
養
母
①
お
縛
ぎ
ω
＝
已
。
同
智
霧

　
（
〇
三
〇
p
磯
。
藁
㊤
①
ω
）
に
も
ω
ヨ
昌
。
昌
p
霧
男
異
5
2
．
ω
と
旨
騨
毒
。
と
し
て
翻
訳
と

解
説
が
あ
る
）
が
最
も
主
要
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ウ
ル
第
皿
王
朝
時

代
に
関
し
て
、
農
耕
代
史
料
を
駆
使
し
た
土
地
経
営
文
書
研
究
と
し
て
は

鵠
．
ω
四
嘆
⑦
p
擁
。
勺
。
σ
q
轟
や
ぼ
①
α
震
膨
目
。
＜
冒
N
d
ヨ
ロ
影
響
。
プ
幽
。
⇔
d
降
蝿
昌
α
①
謬

山
賃
N
o
川
島
o
H
回
自
・
∪
団
嵩
鱒
箕
一
〇
＜
9
回
φ
罫
肩
。
置
H
”
囚
ρ
コ
似
冨
儲
昌
α
切
。
毒
似
ω
。
。
⑳
7

暮
σ
q
ω
p
三
ρ
σ
q
o
β
（
切
ρ
導
ぴ
興
σ
q
－
一
り
＄
）
が
あ
り
、
農
事
暦
研
究
と
し
て
は
し
ヴ
．
U
禦

昌
留
σ
㊦
お
Φ
ゴ
日
p
冴
霧
器
潔
窪
一
家
o
D
山
雪
①
ユ
切
。
甲
〉
巴
ハ
践
冨
号
。
昌
（
㎏
瓢
汗
し
D
＜
同
同
同
聰

睡
q
。
も
㊤
刈
（
H
㊤
ミ
）
）
が
黒
雲
的
で
あ
る
。
五
味
享
『
「
寒
月
の
あ
る
平
年
」
…
ド
ゥ

レ
ー
ヘ
ム
暦
の
改
定
』
（
『
オ
ジ
エ
ン
ト
臨
二
〇
巻
二
号
、
一
九
七
八
）
に
は
ウ
ル

第
墨
王
朝
蒔
代
の
諸
都
市
の
潜
月
に
関
す
る
最
新
の
知
見
が
見
ら
れ
る
。
な
お
今

曝
の
イ
ラ
ク
に
お
け
る
農
耕
年
に
つ
い
て
は
例
え
ば
菊
．
7
担
レ
島
勲
§
。
，
讐
U
舞
ロ
O

し
d
⑦
竃
昌
α
じ
ご
匿
α
q
7
鳥
ρ
伽
”
〉
護
一
。
。
8
脱
《
o
h
o
Q
o
け
試
⑦
罎
。
昌
叶
ω
9
戸
跨
o
U
ケ
、
巴
ρ

鷲
麟
ヨ
ω
（
〇
三
〇
お
P
お
密
）
「
8
帥
σ
一
①
O
O
β
℃
■
♂
を
見
よ
。



④
　
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ン
期
ラ
ガ
シ
ユ
の
農
事
暦
的
研
究
の
基
礎
と
し
て
の
月
月
・
月

順
の
研
究
と
し
て
は
遠
く
は
U
④
ぎ
δ
一
層
U
δ
鑑
。
コ
鋒
・
・
奉
ヨ
①
口
N
母
N
①
諄
¢
≡
犀
－

㊤
α
q
ぎ
器
．
○
『
ω
℃
●
一
（
一
㊤
b
。
O
）
娼
℃
．
ゆ
Q
。
舞
が
あ
り
、
近
く
は
く
．
國
。
器
昌
σ
q
錠
富
P

い
o
o
9
回
8
℃
げ
誓
ヨ
①
ユ
。
旨
α
0
8
霧
。
二
日
ρ
臨
9
戸
山
ρ
彦
粗
く
一
〇
①
0
9
μ
o
ヨ
β
器

卑
器
躍
σ
q
δ
塁
。
（
℃
霧
岩
蟹
㊨
Φ
O
y
℃
や
藤
O
？
誌
α
が
重
要
な
貢
献
を
な
し
て
い
る
。

第
【
章
　
い
あ
ゆ
る
直
営
地
σ
身
か
㌘
嵐
叩
窪
出
麟
に
お
け
る
耕
作
年
の
始
期
と
終
期
の
確
定

シュメール都市畷家時代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立（山本）

　
工
　
黎
耕
・
播
種
の
た
め
の
麦
類
支
出
記
録
に
よ
る
始
期
の
確
認

　
実
を
言
え
ば
、
前
稿
第
1
表
の
原
型
と
な
っ
た
、
一
項
ご
と
の
記
事
内
容
の
は
る
か
に
豊
富
な
、
錯
綜
し
た
大
表
作
成
の
兇
通
し
が
ほ
ぼ
つ

き
か
け
た
頃
に
な
っ
て
も
、
表
作
成
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
綜
観
的
視
点
と
し
て
の
農
耕
年
確
立
の
手
掛
り
は
容
易
に
つ
か
め
な
か
っ
た
。
土

地
経
営
の
三
範
躊
の
な
か
で
種
類
も
数
も
圧
倒
的
に
豊
富
な
駄
0
9
ゐ
防
守
経
営
関
係
文
書
を
、
検
地
お
よ
び
耕
地
面
積
記
載
記
録
と
、
耕
作
の

た
め
の
糖
類
支
出
記
録
と
の
工
種
類
に
分
か
っ
て
も
、
な
お
表
の
記
事
は
雑
然
と
し
て
何
の
節
目
も
見
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
模
索
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

々
の
な
か
で
漸
く
想
起
さ
れ
た
の
が
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
彩
る
時
期
に
お
い
て
も
、
ま
た
今
日
の
イ
ラ
ク
農
業
に
お
い
て
も
、
主
穀
で
あ

る
大
菱
を
中
心
と
す
る
菱
類
の
耕
作
期
間
が
暦
年
上
二
年
に
お
よ
ぶ
こ
と
、
お
よ
び
さ
ら
に
、
黎
耕
・
播
種
の
た
め
の
役
畜
の
飼
料
麦
と
種
麦

の
支
出
記
録
に
月
名
が
誌
さ
れ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。

　
○
①
o
茜
8
p
ω
輻
白
興
8
ρ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
南
部
の
里
馬
農
耕
に
お
い
て
新
耕
作
年
開
始
の
準
備
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
る
の
は
、
灌
概
溝
を
開
通
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
耕
地
に
水
を
供
給
し
、
土
壌
に
十
分
水
を
含
ま
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
準
備
段

階
の
こ
と
は
、
語
学
上
ま
た
農
業
技
術
上
自
明
の
語
彙
を
介
し
て
は
土
地
文
雷
に
現
わ
れ
な
い
の
で
、
耕
作
年
模
索
の
こ
の
段
階
で
は
始
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

確
実
な
指
標
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
新
し
い
耕
作
年
が
始
動
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
明
確
な
指
標
と
し
て
、
徒
名
を
伴

う
支
出
記
録
や
、
少
数
な
が
ら
有
用
な
情
報
に
富
む
検
地
記
録
な
ど
を
有
す
る
、
筆
耕
・
播
種
な
る
農
作
業
を
取
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
実
際
、
前
突
第
1
・
第
2
表
の
。
o
鼻
σ
q
O
．
欄
の
示
す
よ
う
に
、
　
一
九
九
の
土
地
経
営
関
係
記
録
の
う
ち
六
二
の
多
数
に
の
ぼ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
、
黎
を
ひ
く
牛
や
ろ
ば
の
た
め
の
飼
料
菱
お
よ
び
種
菱
の
支
出
を
記
録
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ら
支
出
記
録
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
麦
が
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第1表　耕地への飼料愛・種麦支出記録の月名別。項目劉整理表

タブレ

ット数

1

4

6

o

5

7

23

月　名

支出項臼

itu－gE－udu－ur4

itu－udu－ge－ge－a　（一il－la）

（dNing．／dNage－ka）

itu－gu4－du　bi－mfi－a

（一dNingVdNange－ka）

itu－mul－ga’　d－sag－e－ta一

§ub－a（註1）

itu－ezem－aLie－si4－ka

itu－sig－ba

タブレット数

第一一欄

ge　gu4（一du）／anS’e

lcrt　gisal　si－ga

第二欄
ge　gu．i　（一du）！

anきek丘

1
F6．　S5　（L＊一VI）

F6・　49　（La“nvll）

FO．84（L．＊＊一工II）

F6．　85（第～欄出）

Nik．王　75
　　　（L．＊＊一III）

DP　523（U．　e．＊一1）

Nik．王　90
　　　（u．綜一王II）

　ge　lcur6－ra　lti一．

　dun－a…　ba－ta－

　ru謄a－lle凹kam

DP　527（U．　e．＊9t　）1）

5 2（＋1）

第三欄
ge／zizfgig－ntimun
ge　gu4（一du）／ange
lcti

D？　537（U．一II）

F6．　4（U．　e．　orl．一1）

DP　535　（U．一II）

F6．87（工J■一1工）

RTC　68（L．III）

？DP　538（U．一II）

第　四　欄

ge／zizfgig－numun

S［1］H　1．5e　（Ll－VI）

DP　532（U．e．＊（？）1）

F6．　7（Lpa（？）一II）

F6．　42　（U．　・e．＊nt　）1）

TSA　39（L．＊＊＿V工）

DP　546（U．＊一工V）．

DP　530（U．e．”（？）1）

Nilc．　1，　9e

　　　　（第一欄出）

DP531（U．e．“（？）1）

F6．　149（U．一rlll）

DP　534（U．III）

毎月支給の‘首e－ba’（註2）

および‘9e－gar’文書

3－gar　：　STH　1，32（U．1．一1）

4－gar　：　TSA　34（U．一III）

5－ba　：　ST｝1　1，15（U．　e．1）

　　　　　（第2種9e－ba）

5－gar：　DP156（U．（e．）一1）

6－ba：　Nik．　12　（UrlV）

　　　　　（第2種9e－ba）

7－ba：DP　228　（U．　e．一1）

　　　　　（参奮2種　蓉e－ba）

8－ba：　RTC　53　（L．一V）

　　　　　　（第4種話e－ba）

8－gar　：　STI｛　1，34（U．一IV）

7－gar：　DP　155（U．　e．一1）

8－ba：　Nilc．　X．　9（U．　e．一1）

　　　　　（第2種蓉e－ba）

8－ba　：　STH　1，20（U．　e．一1）

　　　　　（第3種9e－ba）

月

li贋

♪
．

第4

第5

第6

第7

9（＋1）

策8

1 7 1
（註1）第2種9e－baの一例によって第6の月に羅かれるこの月名だけは，麹耕・播種期間の中心に位置すると考えられるのに，黎耕・播種
　　　　記録には一度も現われない。

（註2）§e－ba支給の概略とその四種類については拙稿「シュメール都宙国家ラガシュにおける神殿の社会組織について」（『史林』41巻6号）

　　　　参照。

（。D

阮
ﾚ
）

畔



シュメール都市国家時代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立（山本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

支
出
さ
れ
る
耕
地
名
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
六
五
箇
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
う
ち
三
分
の
一
を
越
え
る
二
三
箇
に
支
出
さ
れ
た
月
名
が
誌
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
月
謝
記
載
は
、
土
地
経
営
関
係
文
書
で
は
こ
の
種
の
支
出
記
録
に
の
み
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
、
検
地
記
録
に
も
収
穫
郡
収
納

記
録
に
も
見
ら
れ
な
い
。
明
確
な
始
期
に
属
す
る
こ
の
支
出
行
為
に
柏
丘
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
毎
月
支
給
の
序
数
を
記
し
た
大
麦
支
給

記
録
澄
む
p
、
お
よ
び
「
大
菱
・
エ
ソ
マ
ー
麦
の
交
付
（
お
よ
び
）
月
例
の
支
出
記
録
」
．
似
Φ
－
σ
q
山
臥
N
－
0
9
霧
ω
恥
α
蝦
σ
q
劇
点
け
亭
島
9
、
（
以
下
略
し
て

密
曲
筆
と
呼
ぶ
）
に
お
け
る
月
名
記
載
と
野
羊
っ
て
、
農
耕
年
の
始
期
の
確
定
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
三
の
支
出
記

録
に
つ
い
て
月
名
別
・
支
出
項
目
別
に
整
理
し
た
の
が
第
王
表
で
あ
る
。

　
初
期
王
朝
期
ラ
ガ
シ
ュ
の
忌
月
に
関
し
て
は
、
古
く
は
℃
．
》
◎
O
鉱
日
色
の
言
及
が
あ
り
、
近
く
は
く
●
園
。
ω
9
姦
9
詳
。
鵠
の
か
な
り
精
緻
な

　
　
　
　
⑦

研
究
が
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
一
応
月
名
を
澄
む
帥
文
書
お
よ
び
澄
－
σ
q
霞
文
書
の
序
数
に
よ
っ
て
十
ニ
ケ
月
に
整
理
し
な
が
ら
も
、
同
一

序
数
月
に
異
名
が
多
く
、
ま
た
同
じ
虚
名
に
付
せ
ら
れ
る
序
数
が
一
定
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
困
惑
の
念
を
表
明
し
て
い
る
。
後
者
は
前
者
を

基
礎
と
し
つ
つ
各
種
の
考
証
を
加
え
て
、
二
つ
の
月
に
異
名
を
併
記
し
な
が
ら
も
、
夫
々
の
月
名
に
、
そ
れ
が
当
時
基
本
的
に
置
か
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
序
数
を
決
定
し
た
。
こ
れ
と
意
表
に
お
け
る
月
名
お
よ
び
序
数
と
を
比
較
す
る
と
、
毎
月
支
給
の
澄
む
伊
及
び
澄
－
σ
q
胃
文
書

に
現
わ
れ
る
貴
名
に
関
し
て
は
、
異
な
る
の
は
山
亭
＆
午
餐
諏
①
－
㊤
を
本
表
で
は
第
四
の
月
と
す
る
の
に
対
し
て
切
。
ω
①
⇔
σ
q
霞
目
ロ
は
こ
れ
を
第

三
の
月
に
置
き
、
代
り
に
第
四
の
月
に
騨
午
σ
q
二
身
導
－
曾
。
・
歩
「
穀
物
倉
庫
に
粘
土
を
塗
る
（
？
）
月
」
を
置
い
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
し
女
史
も
疑
い
を
発
し
て
い
る
よ
う
に
二
二
と
曾
諏
α
…
…
を
第
四
の
月
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
か
も
他
方
、
こ

れ
ら
黎
耕
・
播
種
の
た
め
の
麦
類
支
出
記
録
に
は
、
こ
の
月
名
に
代
わ
っ
て
第
四
の
月
に
置
か
れ
る
べ
き
違
名
が
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、

実
際
、
以
下
の
第
五
・
七
・
八
に
置
い
た
恩
名
に
つ
い
て
は
、
園
。
ω
①
昌
σ
q
ρ
洋
窪
の
論
証
に
動
か
し
難
い
も
の
が
あ
っ
て
、
　
こ
の
順
序
に
間
違

い
な
く
、
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
月
名
が
第
九
の
月
以
下
に
ず
れ
る
可
能
性
は
全
く
な
い
と
断
言
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
整
理
の
結
果
、
二
三
の
支
出
記
録
に
付
記
さ
れ
た
通
名
は
、
諄
㌣
σ
Q
砂
壁
9
－
霞
ゆ
の
通
名
の
あ
る
一
箇
を
除
い
て
、
す
べ
て
第
四
・
五
・
七
・
八

の
四
箇
月
に
集
中
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
第
－
表
参
照
）
。
　
こ
れ
は
後
世
の
「
文
学
」
お
よ
び
「
学
校
」
テ
キ
ス
ト
か
ら
切
・
U
き
α
の
げ
2
σ
Q
25 （169）

、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
再
構
成
し
た
農
事
暦
（
そ
こ
で
は
第
六
・
七
・
八
・
九
月
が
播
種
月
）
よ
り
も
、
約
一
ケ
月
半
ず
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
そ
の
ず

れ
を
そ
の
ま
ま
目
p
巳
。
。
ぴ
實
σ
q
鶏
の
グ
レ
ゴ
リ
ゥ
ス
暦
へ
の
換
算
に
適
用
す
れ
ば
、
今
日
の
六
月
か
ら
九
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
月
忌
の
記
載
の
な
い
そ
の
他
の
支
出
記
録
も
こ
の
四
な
い
し
五
箇
月
の
間
に
行
な
わ
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
我
々
は

本
第
－
表
に
よ
っ
て
、
初
期
王
朝
期
の
土
地
経
営
記
録
か
ら
直
接
に
、
黎
耕
・
播
種
期
を
第
四
か
ら
第
八
の
月
と
確
定
し
得
た
の
で
あ
り
、
そ

の
始
期
と
し
て
第
四
の
月
を
確
認
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
第
四
の
月
と
し
た
騨
亭
＆
亭
彫
溝
口
㊤
…
：
・
に
黎
耕
の
た
め
の
飼
料
麦
の
支
出
記
録
が
多
く
、
第
七
、
八
の
月
で
あ
る
騨
亭
Φ
N
①
田
」
ご
曾

ω
ギ
冨
」
銭
－
訟
σ
Q
む
9
に
種
麦
の
支
出
が
多
い
こ
と
か
ら
、
黎
耕
は
ほ
と
ん
ど
第
四
、
第
五
の
月
に
行
な
わ
れ
、
播
種
は
こ
の
両
月
に
も
行
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

れ
る
が
、
後
半
の
第
七
・
第
八
爾
月
の
方
が
多
い
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

6　（170）

　
豆
　
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
農
耕
年
の
基
本
フ
レ
ー
ム
の
発
見

　
前
節
の
論
証
に
よ
っ
て
、
耕
作
年
の
始
期
に
属
す
る
黎
・
耕
・
播
種
の
時
期
が
第
四
の
月
か
ら
第
八
の
月
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定

さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
種
の
飼
料
麦
・
種
麦
の
支
出
記
録
群
を
も
っ
て
始
期
と
す
る
一
耕
作
年
の
終
期
を
具
体
的
史
料
、
具
体
的
耕
地
に
即

し
て
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
一
般
的
に
は
否
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
飼
料
菱
・
種
菱
の
支
出
記
録
に
は
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
支
出
先
の
耕
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
て
、
或
る
年
の
四
月
目
八
月
に
或
る
耕
地
で
耕
作
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
ほ
ぼ
立
証
す
る
ゆ
え

に
、
各
耕
作
年
を
耕
地
名
ご
と
に
た
ど
る
た
め
の
起
点
と
し
て
は
十
分
利
用
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
支
出
記
録
に
は
黎
耕
・
播
種
面
積
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
収
穫
量
の
他
に
収
穫
面
積
を
付
記
す
る
こ
と
の
多
い
終
期
指
標
記
録
と
の
間
に
決
定
的
な
結
び
つ
き
を
提
示
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
ご
く
例
外
的
な
が
ら
、
二
つ
の
蝕
σ
q
ゐ
苧
轟
耕
地
に
対
す
る
黎
耕
・
播
種
に
要
し
た
穀
物
量
を
、
一
々
項
呂
を
挙
げ
て
詳
細
に
記
録

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
面
繋
・
播
種
の
行
な
わ
れ
た
面
積
も
記
録
し
た
男
α
’
H
。
。
恥
（
野
業
り
）
…
く
H
）
の
ご
と
き
乱
塾
・
播
種
そ
の
も
の
の
記
録



シュメール都市國家時代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立（1上体）

（
σ
曵
貯
巴
（
こ
。
。
㌍
呂
寄
稿
苧
σ
Q
母
）
が
あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
支
出
記
録
ほ
ど
多
数
で
は
な
い
が
、
黎
耕
も
し
く
は
播
種
が
行
な
わ
れ
た
耕
地
（
σ
q
魅
⇒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

σq

]
｝
も
・
置
2
σ
q
ぎ
呂
ヨ
些
昌
σ
q
㌶
貞
帥
）
の
耕
地
名
と
面
積
を
記
録
し
た
検
地
記
録
が
前
稿
の
表
に
お
い
て
十
三
個
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に
は
月
名

が
欠
け
て
い
る
が
、
支
出
記
録
に
よ
っ
て
黎
耕
・
播
種
が
第
四
の
月
～
第
八
の
月
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
我
々
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期

に
つ
い
て
よ
り
直
接
的
に
証
言
し
、
よ
り
具
体
的
な
状
況
や
数
宇
を
挙
げ
て
、
終
期
指
標
記
録
と
の
結
合
の
発
見
が
期
待
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
一
四
個
手
中
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
一
四
個
の
、
面
積
を
伴
う
黎
耕
・
播
種
お
よ
び
そ
の
検
地
記
録
に
対
し
、
明
確
に
そ
の
耕
地
の
そ
の
農
耕
年
の
終
期
と
し
て
結
合
さ

せ
う
る
可
能
性
を
も
っ
た
、
耕
地
名
・
耕
地
面
積
・
麦
の
種
類
な
ど
を
明
記
し
た
σ
q
躰
㌣
口
黄
占
コ
出
聾
の
収
穫
物
納
入
－
収
納
記
録
が
七
タ
ブ
レ

ッ
ト
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
黎
耕
・
播
種
お
よ
び
収
穫
・
収
納
双
方
の
詳
細
な
記
録
に
は
、
数
偲
の
耕
地
名
を
含
む
規
模
の
大
き
い
も
の
が
多

い
。
そ
の
ほ
か
に
面
積
を
伴
な
わ
な
い
収
穫
一
収
納
記
録
が
三
八
も
存
在
し
、
い
っ
た
ん
始
期
と
終
期
す
な
わ
ち
黎
耕
・
播
種
記
録
と
収
穫
物

納
入
記
録
と
の
明
確
な
結
舎
を
数
個
発
見
で
き
れ
ば
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
が
適
用
で
き
る
ケ
ー
ス
は
一
挙
に
増
大
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
工
〇
三
の

土
地
経
営
関
係
記
録
か
ら
農
耕
年
を
析
出
す
る
基
本
的
な
枠
組
と
し
て
設
定
し
う
る
こ
と
に
な
る
。

　
実
際
叙
上
の
ご
と
き
み
の
り
豊
か
な
フ
レ
ー
ム
発
見
の
可
能
性
は
、
耕
作
年
の
始
期
を
確
定
し
え
た
段
階
で
す
で
に
或
る
程
度
期
待
で
き
た

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
枠
組
の
発
見
の
た
め
に
も
、
ま
た
そ
の
後
の
考
察
の
前
進
の
た
め
に
も
、
ど
の
種
類
の
土
地
関
係
文
書
で
あ
れ
、
そ
の

耕
地
に
関
し
て
二
以
上
の
記
録
が
言
及
し
て
い
る
耕
地
名
ご
と
に
記
事
一
覧
表
の
作
成
が
不
可
欠
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
四
六
の
耕
地
細
別
記
事
一
覧
表
の
中
か
ら
、
同
一
農
耕
年
に
お
け
る
論
難
・
播
種
↓
収
穫
・
収
納
の
結
合
が
と
り
あ

え
ず
二
例
摘
煽
さ
れ
る
。
こ
の
二
例
は
い
ず
れ
も
耕
作
年
の
始
期
に
結
合
す
る
、
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
終
期
の
発
見
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
耕
作

年
視
点
貫
徹
の
た
め
の
基
本
的
な
フ
レ
ー
ム
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詳
細
に
検
証
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
二
例
と
は
U
㍍
σ
Q
巴
ρ
鼠
ρ

治
世
皿
年
の
門
々
の
黎
耕
ず
み
耕
地
（
σ
q
雪
σ
Q
δ
巴
。
。
一
－
σ
q
餌
）
の
検
地
記
録
と
、
翌
年
の
同
治
世
y
年
の
九
耕
地
（
う
ち
七
つ
は
百
ギ
ー
。
霧
｛
涛
ρ

二
つ
は
σ
q
鋤
亭
白
白
（
匿
園
ρ
欝
）
）
に
関
す
る
σ
q
い
ロ
ー
該
σ
q
あ
欝
占
餌
の
収
穫
腫
収
納
記
録
口
6
0
葺
（
各
耕
地
ご
と
に
σ
q
餌
貴
び
鱈
騨
午
乱
脈
①
…
甲
紳
鼻
出
ヨ
q7 （171）



第狂表gan－nig－en－naにおける農耕年の韮本フレーム発兇の二事例

治
世
年

ル
ガ
ル
ア
ン
ダ

皿
年

ル
ガ
ル
ア
ン
ダ

w
年

農作業名等

紀　掻　き

黎 耕

播 種

麦の成育

収穫直前の

検地

収護＝収納

各種の支繊

月 名

itu－udu＿善6＿忌e＿

a－dNin－gir－su

　（第4の月）

itu－ezem－dLig－

si4－lca

　（第7の月）

（A）　gan－ix－dtig－ku4

タブレット

RTC　65＊（？）

DP　598＊

RTC　68

DP　574

RTC　71

RTC　66

摘 要

紀（91鞘r）で掻くための大

麦支出（116／24gur－sag－

gal）記録。

sag－apinら5人の分担によ
る黎耕直後のgan－nig－en－

na＿kur6－ensi－ka　の検地

詑録。

5耕地への種麦と牛の飼料
麦の支出記録。g四一蓉ul－Ur－

r6－gar－raとペア。

麦が十分成育した9耕地の
gan－nig－en－na検地記録。

本耕地はkur6－ensi。

上掲検地記録とまったく同

じ9耕地のgan－nfg－en－na

の収穫＝収納記録。収穫量

：大麦943gur－sag－gal．

本耕地はkurfi－ensま．

8耕地のgall－11ig－ell－11aか

らの計362gur－sag－gal余
りの大麦のエンマー麦の支

綴記録。木耕地で収穫され

た32gur－sag－gal弱の「黎

耕牛の大麦」の支出が記録
されている。

両 積

6　binr　3／4　iku

大麦のみ
　6bねr

大麦のみ
　6b血r

（B）　ga’n－U－gig－ga

タブレット

RTC　74＊〈？）

同　左

同　左

同　左

同　左

摘 要

sag－apinら4人の分担に

よる黎耕直後の検地記録。

口中

gan－en一三9－lu皿一maとペ

ア。

同左
lcur6－ensi．

同左
収穫量〔615〕蓉e　gur－sag－

gal等，　言i・10821／2　gur－

sag－gal．　kurrensi．

同左
「新大麦のピー一iル」のた

めの白エソマー麦の支嵩

その他2項自の支出。支
1上1量eま計561／2gur－sag－

gaL

面 積

7　b“r　3／4　iku

大麦・エソマ

ー麦その他

7　btir

7b加

（N

m
目
）

co
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⑬

を
伴
い
、
全
体
と
し
て
国
詰
σ
q
σ
Q
巴
窪
む
ぎ
費
α
q
旅
び
①
ら
即
で
し
め
く
く
る
）
の
記
事
と
が
対
応
し
、
さ
ら
に
こ
の
収
納
記
録
と
ま
っ
た
く
見
事
に
照

応
し
、
し
た
が
っ
て
収
穫
直
前
の
、
収
穫
量
決
定
の
た
め
の
、
麦
が
充
分
に
成
育
し
た
状
態
（
α
q
欝
似
①
旨
昏
幽
）
で
の
讐
σ
q
－
①
亭
昌
㊤
耕
地
の
検

地
記
録
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
同
じ
治
世
W
年
の
記
録
∪
℃
q
課
を
有
す
る
、
σ
Q
餅
略
解
農
◎
q
豪
5
耕
地
と
σ
Q
い
甲
乎
σ
Q
お
鹸
螢
耕
地
の
場

合
で
あ
る
（
第
H
蓑
参
照
）
。

　
　
　
　
⑭

　
U
勺
紹
Q
。
蓄
に
よ
れ
ば
、
7
き
σ
q
涛
～
耕
地
の
α
Q
餌
亭
鉱
σ
q
ゐ
㌣
コ
p
は
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
の
治
世
頂
年
に
、
①
げ
弩
ω
＼
潜
鐸
g
の
面
積
が
黎
で
耕

や
さ
れ
、
そ
れ
が
検
地
さ
れ
、
記
録
さ
れ
た
。
同
じ
治
世
巫
年
に
は
こ
の
耕
地
の
播
種
に
関
す
る
記
事
の
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
一
つ
現
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

（
蜀
門
O
①
Q
。
）
。
そ
れ
は
、
こ
の
耕
地
と
も
う
一
つ
別
の
耕
地
へ
の
種
麦
と
役
牛
の
飼
料
麦
の
支
出
記
事
で
あ
っ
て
、
こ
の
記
事
も
ま
た
こ
の
年
に

こ
の
耕
地
に
お
い
て
大
麦
が
裁
培
さ
れ
た
こ
と
を
立
証
す
る
。
し
か
も
こ
の
支
出
記
録
に
は
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
第
七
の
月
に
あ

た
る
月
名
区
署
Φ
N
①
露
寒
ギ
ω
計
が
明
記
せ
ら
れ
て
お
り
、
農
耕
年
の
開
始
期
の
最
後
の
作
業
が
行
な
わ
れ
た
時
期
を
第
七
の
月
若
し
く
は
第
八

の
月
と
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
こ
の
年
の
σ
q
い
早
㌣
自
σ
q
涛
炉
に
関
す
る
記
録
は
な
い
。

　
翌
年
の
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
y
年
に
は
九
耕
地
の
σ
q
山
亭
嵐
σ
q
あ
賢
酒
帥
に
関
す
る
、
麦
が
成
育
し
た
状
態
（
ω
Φ
日
ロ
ー
即
）
に
お
け
る
詳
細
・
大
規

模
な
検
地
記
録
∪
勺
α
課
と
、
そ
れ
と
耕
地
名
・
耕
地
数
、
各
耕
地
に
お
い
て
裁
判
さ
れ
た
麦
の
種
類
、
お
よ
び
耕
地
面
積
、
さ
ら
に
は

江
上
『
①
霧
抄
σ
q
曾
ふ
－
臥
1
σ
p
言
－
争
暑
目
切
霞
轟
ヨ
概
数
9
な
ど
の
注
記
に
い
た
る
ま
で
一
致
・
照
応
す
る
、
詳
細
な
収
穫
－
収
納
記
録
菊
日
○
譲

が
あ
る
。
後
者
に
は
耕
地
ご
と
の
面
積
の
ほ
か
に
、
各
耕
地
の
H
蒔
鐸
当
り
の
平
均
収
穫
量
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
内
容
が
こ
こ
ま
で

完
全
に
一
致
す
る
以
上
、
両
老
は
同
じ
耕
作
年
に
属
す
る
記
録
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、
し
た
が
っ
て
∪
℃
α
課
は
、
菱
が
十
分
成
育
し
た
、
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

穫
を
待
つ
ば
か
り
の
状
態
で
収
穫
量
を
予
想
も
し
く
は
判
定
す
る
た
め
の
検
地
記
録
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
第
二
の
月
の
川

名
は
騨
甲
澄
－
σ
Q
籠
μ
。
涛
詩
－
曾
「
麦
の
刈
入
れ
月
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
い
窪
締
げ
費
σ
Q
賃
が
後
世
の
諸
テ
キ
ス
ト
か
ら
再
溝
成
し
た
農
事
暦
と

の
金
般
的
な
ず
れ
を
計
算
に
入
れ
る
と
、
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
ー
ウ
ル
カ
ギ
ナ
時
代
に
は
第
二
～
第
三
の
月
に
収
穫
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

⑰
る
。

9 （173）



　
問
題
は
本
耕
地
の
黎
耕
後
の
個
別
的
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
検
地
記
録
で
あ
る
治
世
皿
年
の
U
℃
㎝
Φ
。
。
で
は
①
げ
曽
。
。
濠
弊
鰯
と
な
っ
て
い
る

の
に
、
翌
W
年
の
大
規
模
な
検
地
記
録
お
よ
び
収
穫
記
録
で
は
端
数
が
切
捨
て
ら
れ
て
、
①
一
）
宥
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
端
数

切
捨
て
が
H
騨
露
以
下
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
誤
差
が
囲
O
O
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
差
異
は
容
易
に
説
明
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
事
実
H
鱒
瓢
以
下
の
数
字
が
記
載
さ
れ
た
耕
地
片
は
、
∪
℃
α
置
に
は
一
項
も
存
し
な
い
。
な
お
劉
日
O
①
①
の
八
耕
地
の
獣
σ
q
－

窪
占
9
で
収
穫
さ
れ
た
麦
突
の
支
出
記
録
は
、
「
新
大
麦
の
ビ
ー
ル
し
編
支
出
や
「
牽
引
き
牛
の
食
う
大
麦
し
と
し
て
ω
b
。
σ
q
癖
－
ω
胆
σ
q
麟
踏
弱
を

＄
σ
Q
山
℃
貯
職
た
ち
が
持
ち
出
し
た
と
い
う
記
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
麦
が
、
次
農
耕
年
の
黎
耕
な
ど
の
た
め
に
支
出

さ
れ
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
治
世
W
年
に
は
こ
の
耕
地
に
関
す
る
黎
耕
・
播
種
等
新
農
耕
年
が
は
じ
ま
っ

た
こ
と
を
証
す
る
記
録
は
一
切
欠
け
て
い
る
。

　
以
上
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
五
箇
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
犀
霞
。
・
あ
⇔
獣
で
あ
る
σ
q
叫
㌣
㌣
α
口
σ
q
涛
5
の
σ
q
餅
㌣
蝕
α
q
ゐ
温
柔
騨
に
お
い
て
黎
耕

・
播
種
、
黎
耕
直
後
と
収
穫
薩
前
の
二
度
の
検
地
、
収
穫
・
収
納
の
諸
作
業
が
行
な
わ
れ
た
過
程
を
ほ
ぼ
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
収
納

過
程
に
は
新
年
度
へ
の
準
備
作
業
を
ふ
く
む
、
新
収
静
劇
の
支
出
が
平
行
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
か
に
し
え
た
と
考
え
る
。
も
う
一

つ
の
耕
地
σ
q
似
亭
㌣
α
Q
お
麟
勲
に
つ
い
て
は
、
五
記
録
中
墨
記
録
ま
で
が
嗣
じ
記
録
で
あ
り
、
他
の
一
記
録
も
σ
q
餅
苧
7
象
σ
Q
肉
ρ
と
ま
っ
た
く
同

性
質
の
記
録
で
あ
る
の
で
、
第
－
表
⑧
欄
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
記
事
が
σ
q
餌
苧
解
＆
σ
q
憂
譜
の
場
合
と
同
じ
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

よ
う
。

　
か
く
し
て
以
上
二
耕
地
に
つ
い
て
、
六
～
五
ず
つ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
黎
耕
・
播
種
に
始
ま
っ
て
収
穫
口
収
納
に
終
わ
る
一
農
耕
年
が
暦
年

上
二
年
に
わ
た
る
こ
と
が
ほ
ぼ
百
パ
…
セ
ン
ト
の
確
実
性
を
も
っ
て
立
証
さ
れ
た
。
な
お
こ
れ
ら
諸
記
事
の
う
ち
、
種
麦
と
飼
料
菱
の
支
出
記

録
園
8
0
0
。
。
に
は
、
こ
の
種
の
大
多
数
の
記
録
と
同
じ
よ
う
に
、
σ
q
鉢
㌣
甑
σ
Q
あ
亭
奉
へ
の
支
出
で
あ
る
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
二

耕
地
ず
つ
の
支
鵠
記
録
で
あ
る
た
め
に
一
見
明
確
さ
を
欠
く
。
し
か
し
ペ
ア
に
な
っ
た
二
耕
地
は
何
れ
も
U
℃
零
野
蜀
8
0
β
に
現
わ
れ
る

耕
地
、
換
言
す
れ
ば
こ
の
耕
作
年
に
お
け
る
駄
σ
q
あ
㌣
塁
の
裁
培
面
積
が
判
明
す
る
耕
地
で
あ
り
、
二
耕
地
を
合
計
し
た
面
積
に
対
す
る
種
麦

王0 （174）
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お
よ
び
播
種
時
の
役
畜
の
飼
料
菱
の
支
出
と
し
て
、
至
極
妥
当
な
数
掌
と
な
る
。
か
く
し
て
幻
8
0
①
o
。
に
お
い
て
ペ
ア
で
支
出
が
記
録
さ
れ
た

四
耕
地
に
つ
い
て
は
σ
q
魅
亭
鉱
σ
Q
－
窪
占
9
へ
の
支
出
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
り
、
面
積
の
不
明
な
も
う
一
耕
地
へ
の
支
出
も
、
岡
じ
く
＝
ギ

①
昌
占
蜀
へ
の
支
出
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
結
局
、
本
節
で
二
耕
地
に
つ
い
て
検
出
さ
れ
た
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
フ
レ
ー
ム
は
、
確
定
さ
れ
た
始
期
と
い
勲
昌
α
ω
び
霧
σ
Q
窺
に
よ
る
農
耕

年
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
σ
q
餅
亭
駄
σ
q
あ
亭
轟
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
で
あ
る
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
董
　
基
本
フ
レ
ー
ム
の
応
用
枠
の
発
見

　
前
節
に
お
け
る
二
つ
の
事
例
の
検
証
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
の
は
、
第
四
～
第
八
の
月
に
お
け
る
黎
耕
お
よ
び
播
種
を
始
期
の
指
標
と
し
、

翌
年
の
第
二
～
第
四
の
月
に
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
収
穫
一
収
納
を
終
期
の
指
標
と
す
る
、
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
農
耕
年
の
基
本
フ
レ

ー
ム
で
あ
っ
た
。
い
ま
の
と
こ
ろ
確
定
し
え
た
の
は
僅
か
に
二
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
事
柄
を
熱
考
し
、
記
事
の
霜
雪
な
耕
地
別
デ
ー
タ
を
活

用
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
此
の
フ
レ
ー
ム
は
相
当
多
数
の
ケ
ー
ス
に
適
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
先
ず
、
確
定
さ
れ
た
終
期
指
標
と

し
て
の
収
穫
一
収
納
記
録
菊
日
○
譲
に
お
い
て
収
穫
釧
納
入
が
記
録
さ
れ
た
九
耕
地
の
う
ち
上
掲
の
σ
q
餅
亭
守
α
ウ
σ
q
漸
炉
と
α
q
飾
亭
㌣
σ
q
お
－
σ
q
9
を
除

い
た
七
耕
地
中
、
四
耕
地
ま
で
が
前
年
の
黎
耕
・
播
種
の
た
め
の
支
出
記
録
を
伴
っ
て
お
り
、
前
掲
二
耕
地
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
ぬ
ほ
ど

の
立
証
力
を
も
っ
て
、
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
農
耕
年
の
存
在
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
σ
q
門
出
ω
舘
－
娯
義
甲
譲
－
瓢
ψ
－
P

σq

ﾝ
室
。
日
高
σ
q
占
悶
ヨ
ー
ヨ
斜
σ
q
診
－
警
W
貯
高
ひ
－
σ
q
鴛
屯
9
の
三
耕
地
は
上
掲
工
耕
地
と
同
一
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
口
吻
O
①
o
。
）
に
お
い
て
、
第
七
の
月
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

蹄
亭
Φ
N
①
露
」
U
ギ
ω
圃
ら
評
ρ
に
「
種
麦
と
（
播
種
蒔
の
）
牛
の
飼
料
麦
」
、
澄
二
郎
ヨ
昌
ロ
澄
σ
q
～
ム
⇔
吋
偽
、
を
支
出
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
二
耕
地
と

ま
っ
た
く
同
じ
耕
作
リ
ズ
ム
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
残
る
一
耕
地
た
る
σ
q
魅
泰
運
亭
轟
も
、
第
五
の
月
た
る
詳
解
σ
Q
燭
ら
臼
－
σ
や
ヨ
偽
山
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
黎
を
ひ
く
牛
の
飼
料
麦
」
の
支
出
記
録
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
基
本
フ
レ
ー
ム
を
検
出
し
え
た
二
耕
地
と
同
じ
耕
作
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
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．第皿袋（A）gan－d加一議記事一覧表（Lugalanda　V～Urukagina工II）（註）

治
世
年

ル

ガ

ノレ

主要農事等

収 納

ア

　

1＿
ン　　1

ダ

v

収納完了

ノレ

ガ

ノレ

ア

ン

ダ

ウ
ル
カ
ギ
ナ
（
エ
ン
シ
）

梨耕・播種

成 育

1

1検

（成熟）

地

検
（塩地）

地

響望 要 面 積

合副1一：大麦　223　1／4　g．s．　g．，きe　nig＿en＿na

gan－dixn－tib－lca－lcam，　En－ig－gal　nu－banda

6－lci－lam－lca－lca　1－si．

合計：大麦2281／4g．　s．　g．，白目ソマー麦

136　1／2，　tgs一．・．．’r一　2．　gan－bi　3　bUr　14　iku，　iku－

1一忌6首e・gig・ziz　10　gur－2－U工，57　sil－ta　i－tuk－

ama，　nig－en－na　gan　dtindib－lca，　En－ig－gal

nu－banda　gig　b6－ra，　lu－didli－e－ne　e－ne－bal．

6bhr　gan一蓉e　gn4－e　gisal　i－si，この黎引き牛

の飼料麦18（9．s．9．）；（この’6　bitrのうち）

1b亡rはkurdu，その牛の飼料麦3（9．　s．

9，）；この（6馳rの）種蓑9，播種時の飼

料麦9；玉葱畠の飼料麦1／2（g．　s．　g．）；合計

39　1／2　ge　（g．　s．　g．），　nig－en－na　gan－dinn一

“b－lca－lcam，　gisa1　si－ga　numun　gar－ra．．．

2工項，　合計　5b£1r　ll　iku首e　m丘一a　nig＿en＿

na§e十gurlo道e十gurエ。　gan－d血n一丘b－ka　En－

ig－gal　nu－banda　mu－din．

．．．；　6　btir　gan－ge，　1　b）r　lal　1／2　ilcu　dagL

LAI〈　449－1－1F十BA，　9　（ilcu）　sag－dti　gan－ge，

gan－d加一⑳；＿gan一丘一rum　dBa－ba．6，　gan－

ambar－ra－gal－la，　U．　e．　L．　！｛i－lce4　mu－gid．

．．．　；　5　b“r　gan－ki－mun　gan－dinn－tt　（h）．　．．．

gan－U－rum　dBa－ba6，　U．　1．　L．　i；i－1〈e4　mu－gid．

3　bUr　14　il〈u

6b血r

5　bitr　11　iku

6binr　g6n－ge

17　1／2　（iku）

　　gan－dag．．．

9　（ilcu）　sag

－din，　gan－Se

5　bixr　gan－

　　　　1【i－muエ1

タブレット・
ナンバー

　　　　　＊
DP　552

Nilc．　1　39

F6．　184＊＊

VAT　4460＊＊

Nik幽　王　　31

DP　573
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シュメール都市国家暗代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立（山本）

ウ

ノレ

カ

　　1｛i－A

配分予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．．．；kUr6－ki－A（およびおそらくAPIN・LA

も含めて）2ないし3項　（計1binr），　nig－

en－na　7　b嚢r，合計・8bhr　g含n－dUn－db（！）；

＿ki－A　ambar　a　d6－a　gan一丘一rum　dBa－bab，

En－ig－gal　nu－banda　mu－ne－sum－mu．　U．　L

L．k五．

ギ

ナ
（
ル
ガ
ル
）

1

二二・播種

gan－SIR－ra，．うち9e　dU－dit－a　2項計3　bUr

1　1／2iku，話e　nu－d負一a　2項計　3　bhr　131／2

iku，　ki－sum－ma　61／2　iku，合計7b込r　3

7f8　iku　gi　n－dtin－tib－ka．．．gisal　i－si　numun

i－gar，　．．．，　En－ig－gal　nu－banda　mu－gid，　U．

1．　L．ici　一1〈a．

15　ge　g．　s．　g．　ge　gu4　lcti　gan－dixn－al）一ka，

ge－ti－rum　dBa－ba6a

言十22　§e　g．s，　g，蓉e－numun　きe　gu4－du　k貢

gan－dtin－U！．1－lca－ge．．．．

岡

　　　6　ziz－barn－barn　ge－ri－ga　g．　s．　g．　ziz－numun

種　　gan－dOn一貢h－ka一蓉6．．．egir－itu－sig－ba－ta　e－

　　　na－ta－gar，　．．．ziz－U－rum　dBa－bafi．．．．

（三籟疇とも）

8　btir

7　bbr
　　　3　7／8　iku

VAT　4625

？　Nilc．　1　35

DP　522

DP　542sk・　su・

F6．　149

1

（註）　　本日F地｝こは他に　　Lugalanda－1工　に，　蓉e　an碁e　k丘　gisal　si－ga　（F6．49），話e　an§e　k丘

　　　　（DP　544），§e　numun　ge　a聴e　k丘（F6．53），　gig－numun（F6．7）の圏つの支出記録が

　　　　ある。確定はできないがこの年にも5　bUr以上のnig－en－naに対して黎耕・播種が行

　　　　なわれたことは間違いない。
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第狙表　（B）gan聴a6－ga－tur．の剣難一覧表　（Lugalanda　y王～Uruk硲gina　lugal　I）（註）

治
世
年

主要農事等

ル
ガ
ル
ア
ン
ダ

W

1

磐望差響支出

（収納時）

播 種

ウ
ル
馳
駆
ナ
（
・
e
）
1

検

（成熟）

地

収穫＝収納

ウ

ノレ

カ

ギ

ア
（
ル
ガ
ル
）

l
i

配分予定
’

ki　l

s
A　l

検　地

1

梨耕・播種

（成　育）

摘 要

．．．；　30　ge　（g．　s．　g．）　．．．．　ge　ange　kti　gisal

si－ga一話色　gan一話aa－ga－tur一き6　ba一｛；賃ln；．．．．

12　1／2　ge－numun　g．　s．　g．．．．s．一a－ke．4　gan－

gaa－ga－tur－geba－t6m．　itu－ga－udu－ur4－ka．．．．

．．．　；　39　bitr　16　ga’　n－ge，　8　gan－mun，　gE’m－ga6－

ga”tur　（末尾部は第羽目㈲参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノkur6－ki－A（およびおそらくAPIN・LAも含

めて）全：59（～）項，nig－en－na　10　bUr，合

計42bhr　10　iku；＿ki－A　ambar　a　d6．a

（以下のcolophonは第皿表㈱参照）

積

39b池r　16
（iku）gan－ge，

8　gan－mun

42b血r
　　　　10　ilcu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ80項以」二のlcuyoとAPIN・LA，　sag－an－na

（＝＝北）とa－ki－ta（＝南）の項のnig－en－na

含言十　10b血r　l　ilcu，曲言十44　bUr　157／8　ilcu，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kur6－ki－Anig－en－naAPIN・LAt6き一t6忌．ae．

gar　gan一話a6－ga－tur　ganレaBa－ba6，　En－ig－gal

nu－banda　mu－gid，　U．　L　L．1‘i．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

タブレット・
．ナンバー

F6．　16

STH　1，50綜

Nilc．　1　31

VAT　4625

44奄Win7i“／s　ik．1　sTi－i　i　4e

＿；601／4・9e－n・m・・9・g・べdu－kU　gan－i

蓉aσ一ga－tur－kam；＿．蓉e－numun忌e　guヂdu

1〈ti　ni．cr－en－na　dBa－ba6－1〈a，　En－ig－gal　nu－

bEnda　llig一く話id＞一bi　e－ag．

：　1”／／’172’g一’E’Efig．’E’il一’li・’’’”g’5・’fi’1’g一／／EI，JII．ll，．1；1．illllll’1一，．．　・　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
．．．bXe－numun　ge　ange　lcU　nig－en－na　gan－d　I

Ba－bas，　En－ig－gal　nu－banda　nig－gid－bi　I

e－ag．

DP　540＊（？）

DP　S29±t（？）

（誰）他にLugalanda一工にNik．198＊，　F6．8蹴Nik．181＊，　Nik，エ82＊，　Nik．エ，100＊，

　　　　DP　558＊，　F6．185＊の七つの大麦収納記．録，　Lugalanda－Hの種変等の支出記録F6．　87，

　　　　Lugalanda－mのnig－en－naの収穫大麦の収納記録Nik．173の計九箇の記録があ
　　　　り，gan一きae－ga－turに関する記録は計二陣個に達する。
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シュメール都市i週家時代最末期ラガシュにおける濃耕年視点の確立（山塞）

い
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
論
証
の
こ
の
段
階
に
お
い
て
早
く
も
上
述
の
結
果
に
基
い
て
事
柄
を
一
般
化
し
て
、
前
年
の
帰
耕
・
播
種
の
た
め
の
支
出
記
録
が
あ
っ
て
、

そ
の
数
量
や
盛
名
な
ど
の
記
載
事
項
が
収
穫
罰
収
納
記
録
と
整
合
的
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
想
定
農
耕
年
と
矛
盾
す
る
耕
作
記
録
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
組
合
せ
は
す
べ
て
前
年
に
は
じ
ま
っ
て
暦
年
上
二
年
に
お
よ
ぶ
耕
作
年
の
存
在
し
た
証
拠
と
し
て
役
立
つ
と
い
う
見
通
し
が
立
つ
。
し
か

し
我
々
は
こ
こ
で
先
を
急
ぐ
こ
と
な
く
、
こ
の
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
農
耕
年
フ
レ
ー
ム
を
よ
り
堅
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
も
う
一
度
明

確
な
始
期
指
標
と
し
て
、
筆
耕
・
播
種
記
録
に
面
積
記
載
を
伴
う
唯
一
の
記
録
た
る
鳴
α
蕩
。
。
鼻
に
立
ち
も
ど
っ
て
新
し
い
農
耕
年
指
標
の
発
見

に
進
も
う
と
思
う
。
な
お
こ
こ
で
は
閏
α
・
H
。
。
膳
に
記
載
さ
れ
た
二
耕
地
の
う
ち
、
よ
り
記
事
の
多
い
σ
Q
躰
甲
α
9
－
夢
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

そ
こ
で
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
属
す
る
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
M
年
の
前
年
の
、
同
治
世
V
年
か
ら
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
冒
σ
Q
巴
治
世
皿
年
に
い
た
る
六

年
間
の
全
記
事
を
要
約
し
て
表
化
し
て
み
た
（
第
皿
表
〔
A
〕
）
。

　
考
察
は
当
然
こ
の
暴
虐
・
播
種
記
録
か
ら
は
じ
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
悶
α
■
H
Q
。
駆
に
よ
れ
ば
、
σ
Q
餅
㌣
α
ρ
甲
曾
で
は
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
W
年

に
①
σ
冒
の
面
積
に
黎
耕
・
播
種
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
H
σ
貯
に
対
し
て
の
み
、
　
一
度
黎
・
耕
が
行
な
わ
れ
た
あ
と
に
も
う

一
度
す
じ
か
い
に
黎
耕
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
黎
耕
・
播
種
に
要
し
た
大
麦
量
も
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
主
題

が
黎
耕
・
播
種
で
あ
る
こ
と
は
、
結
尾
部
の
要
約
σ
q
い
u
σ
Q
冨
巴
。
・
憎
σ
Q
目
撃
B
毒
σ
Q
錠
屯
㊤
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
る
と
最
初
の
耕

地
面
積
の
項
に
、
O
げ
宮
σ
q
診
諏
①
と
あ
る
の
が
多
少
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
は
記
録
が
行
な
わ
れ
た
時
点
で
既
に
大
麦
が
成
育
し
て
い
る

（
1
1
σ
q
診
澄
ヨ
ロ
山
）
と
い
う
意
味
か
、
或
い
は
単
に
当
該
耕
作
年
に
お
い
て
大
麦
が
裁
培
さ
れ
る
耕
地
と
し
て
の
「
大
菱
耕
地
扁
の
指
示
か
の

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
こ
の
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
W
年
の
黎
耕
・
播
種
記
録
を
、
翌
年
で
あ
る
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
エ
ソ
シ
治
世
一
年
の
特
異
な
大
検
地
記
録
蜜
ぎ

　
⑫目

も
。
目
に
お
け
る
記
事
と
対
比
さ
せ
て
み
よ
う
。
σ
q
餌
β
と
ウ
㌣
山
＃
は
こ
こ
で
は
、
（
3
①
げ
啓
σ
q
鋒
デ
似
Φ
「
菱
（
耕
地
）
“
⑦
び
脅
」
》
（
σ
）
H
刈
く
b
。
（
芝
葺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
番

σq

闕
b
住
9
D
σ
q
U
》
区
瞳
O
＋
C
十
切
諺
「
雑
草
の
の
生
い
茂
っ
た
（
耕
作
可
能
な
）
荒
蕪
地
の
∵
嵩
H
＼
春
。
涛
ρ
」
堕
（
o
）
Φ
弊
口
。
。
9
σ
q
ム
ゥ
G
q
餅
⇔
淑
㊦
「
一
二
角
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地
の
麦
耕
地
”
O
陣
爲
」
の
三
項
に
分
け
て
検
地
・
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
（
㊤
）
の
「
①
一
）
臼
の
麦
耕
地
」
の
面
積
六
ブ
ル
が
閤
α
噸
H
◎
。
麟
の
伝
え
る
、
前
年
の
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
W
年
の
本

耕
地
の
σ
Q
い
蛍
葛
σ
q
－
Φ
㌣
郎
p
の
黎
耕
・
播
種
面
積
と
見
事
に
一
致
す
る
点
で
あ
る
。
本
耕
地
は
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
V
年
に
終
了
し
た
農
耕
年
で

は
。
。
び
宵
謀
降
劇
の
巳
σ
q
－
Φ
亭
墨
耕
地
に
大
麦
・
白
エ
ン
マ
…
麦
・
小
麦
が
裁
培
さ
れ
て
い
た
（
U
℃
㎝
認
”
蜜
〆
H
●
ω
Φ
）
。
そ
し
て
翌
年
の

治
世
W
年
に
始
ま
る
農
耕
年
に
は
六
ブ
ル
の
巳
⑳
6
亭
冨
に
大
麦
が
裁
培
さ
れ
た
。
な
お
男
g
H
。
。
劇
に
よ
る
と
「
玉
葱
畠
の
牛
の
飼
料
麦
」

（駆

B
σ
q
£
雪
曇
あ
蛋
津
涛
餌
）
H
＼
b
。
グ
ル
サ
ッ
ガ
ル
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
玉
葱
畠
の
面
積
の
記
載
は
な
い
が
、
菱
類
の
播
種
時
の
飼
料
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

じ
く
一
ブ
ル
に
つ
き
一
・
五
グ
ル
サ
ッ
ガ
ル
で
あ
る
と
す
る
と
そ
の
面
積
は
ぐ
昏
。
げ
窪
“
㊤
涛
鋸
と
な
る
。
さ
ら
に
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
ヨ
σ
q
9
治

世
－
年
に
開
始
さ
れ
た
農
耕
年
に
は
、
本
耕
地
の
名
の
も
と
に
刈
び
窪
の
営
σ
q
あ
φ
占
ρ
と
目
げ
貯
の
ざ
ポ
（
お
よ
び
多
分
》
国
劉
・
目
》
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
耕
作
さ
れ
る
（
く
諺
8
蕊
b
。
㎝
）
。
す
な
わ
ち
影
戯
H
ω
H
の
記
述
は
翌
年
の
耕
作
と
は
面
積
上
も
絶
対
に
結
び
つ
か
な
い
。
か
く
し
て
そ
れ
は

前
年
の
閏
α
．
H
o
。
膳
と
し
か
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
我
々
は
男
α
．
H
Q
。
麟
と
ゑ
節
●
H
Q
。
同
と
の
接
合
を
論
証
し
え
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
収
穫
－
収
納
記
録
は
な
く
と
も
、
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
W
年
に
黎
耕
・
播
種
が
行
な
わ
れ
た
σ
q
曾
ム
9
点
げ
が
、
翌
年
の
ウ
ル
カ
ギ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
エ
ン
シ
治
世
－
年
に
収
穫
直
前
の
成
熟
状
態
か
収
穫
直
後
に
検
地
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
年
に
は
他
に
記
事
は
な
い
。

　
そ
も
そ
も
前
節
に
お
い
て
取
上
げ
た
二
耕
地
に
関
す
る
記
事
の
中
に
、
収
穫
直
前
の
、
収
穫
と
同
年
に
属
す
る
九
耕
地
の
巳
σ
喚
あ
昌
出
ρ
の
大

検
地
記
録
U
℃
零
恥
（
表
H
参
照
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
見
事
に
収
穫
罰
収
納
記
録
勺
8
0
認
と
一
致
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り

冥
ぎ
H
ω
H
の
検
地
の
農
耕
年
上
の
位
置
は
U
℃
α
課
と
同
じ
く
黎
耕
・
播
種
の
翌
年
の
、
終
期
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
U
℃
α
鐸

が
収
穫
直
前
の
状
態
に
あ
る
直
営
地
鉱
σ
q
あ
甲
羅
㊤
の
み
に
関
す
る
検
地
記
録
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
翼
翼
H
。
。
H
に
は
い
わ
ゆ
る
三
範
麟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

呼
称
は
ま
っ
た
く
現
わ
れ
ず
、
し
か
も
σ
q
貯
恢
Φ
だ
け
で
な
く
甲
σ
q
9
。
斜
α
9
σ
q
白
》
囚
怠
り
＋
d
－
b
d
鋭
鰯
飯
ゆ
「
塩
地
」
．
ω
巴
N
σ
o
鳥
Φ
P
。
。
悪
騒
。
。

Ω
①
㌶
ロ
α
①
．
（
ω
H
覧
　
Q
Q
り
心
曽
　
山
、
）
H
）
）
な
ど
、
雑
草
休
閑
地
の
ご
と
き
慣
習
的
休
閑
地
や
「
塩
地
」
の
ご
と
く
土
壌
の
特
に
悪
化
し
た
耕
作
不
適
地
な

ど
ま
で
が
検
地
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
密
通
同
G
。
H
の
検
地
は
三
宿
鋳
経
営
に
よ
っ
て
実
際
に
そ
の
耕
作
年
に
お
い
て
麦
類
の
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裁
培
が
行
な
わ
れ
た
耕
地
全
部
を
含
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
意
義
・
方
法
に
よ
っ
て
休
耕
状
態
に
置
か
れ
た
土
地
を
含
ん
だ
全
面

積
に
関
す
る
検
地
記
録
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
第
盈
表
㈹
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
α
Q
四
病
α
ρ
〒
魯
耕
地
は
蜜
ぎ
H
曽
で
し
ば
ら
く
消
息
を
絶
っ
た
あ
と
、
翌
年
の
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ピ
σ
q
巴
治
世
一
年
の
日
付
の
あ
る
、
密
F
H
ω
H
と
同
種
の
、
さ
ら
に
規
模
の
大
き
い
検
地
記
録
U
暦
昭
ω
に
姿
を
現
わ
す
。
こ
の
U
勺
㎝
認

も
ま
た
、
計
二
十
一
箇
の
耕
地
に
つ
い
て
、
大
綱
と
し
て
は
（
p
）
澄
（
げ
）
鳥
9
σ
q
－
σ
妹
げ
㊤
お
（
o
）
（
犀
ε
ヨ
g
昌
の
三
種
に
分
類
し
て
記
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
σ
q
診
涛
甲
σ
q
巴
な
る
耕
地
に
関
し
て
は
σ
q
餅
亭
曾
。
・
誌
α
q
あ
ゆ
占
ρ
と
σ
Q
晋
あ
H
菊
点
㊤
の
別
が
附
記
さ
れ
て
い
て
、
ご
く
部
分
的
で
は

あ
る
が
、
三
身
瞬
経
営
と
の
脈
絡
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
の
U
℃
軌
刈
。
。
と
室
障
．
國
。
。
一
と
は
以
上
の
共
通
の
特
色
の
他
に
、
検
地
者
が
支
配

者
自
身
で
あ
る
と
い
う
印
象
的
な
特
徴
を
も
共
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
を
具
え
た
特
殊
な
且
つ
興
趣
の
つ
き
な
い
記
録
は
こ
の
両
記
録

以
外
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
し
な
い
。

　
σ
q
餅
甲
α
ρ
昌
占
＃
こ
そ
は
こ
の
た
ぐ
い
稀
な
両
記
録
の
何
れ
に
も
現
わ
れ
る
唯
一
の
耕
地
で
あ
る
。
司
α
．
H
Q
。
鼻
と
い
う
稀
有
の
黎
耕
・
播
種
記
録

記
載
の
二
耕
地
の
一
で
あ
っ
た
本
耕
地
は
こ
こ
に
至
っ
て
稀
有
の
記
事
に
恵
ま
れ
た
耕
地
と
し
て
の
全
貌
の
半
ば
を
あ
ら
わ
す
。
す
な
わ
ち
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

年
に
㊦
び
貯
σ
q
魅
昌
振
ρ
目
び
難
曲
巴
回
＼
卜
。
σ
q
餌
旧
時
σ
q
－
い
諺
国
心
お
＋
q
＋
切
｝
り
騨
自
。
。
ρ
σ
Q
－
像
ρ
σ
Q
似
甲
似
①
と
記
録
さ
れ
た
本
耕
地
は
、
翌
年
の
同

種
の
検
地
記
録
で
は
α
び
冒
σ
Q
診
由
論
旨
仁
コ
σ
Q
餅
㌣
象
夢
占
〔
σ
〕
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
来
詳
説
し
た
と
こ
ろ
に
拠
っ
て
、
も
は
や
羅
『

H
ω
目
と
U
勺
㎝
刈
ω
の
両
検
地
記
録
が
一
年
の
間
隔
を
置
い
た
、
農
耕
年
上
同
じ
位
置
に
あ
る
検
地
記
録
と
考
え
て
間
違
い
な
い
以
上
、
両
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
α
q
曾
－
農
亭
魯
に
関
し
、
連
続
す
る
二
農
耕
年
に
亘
っ
て
農
耕
年
上
同
じ
時
点
に
お
け
る
、
同
一
耕
地
全
般
に
わ
た
る
利
用
状
況

も
し
く
は
耕
地
様
態
を
記
録
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
僅
か
一
年
前
に
は
全
面
積
が
『
σ
晋
。
。
H
＼
N
貯
q
で
あ
り
、
そ
の
主
要
部

分
た
る
①
び
旨
が
「
菱
畑
」
、
㊤
欝
煽
が
「
三
角
耕
地
の
麦
畑
」
と
記
録
さ
れ
た
耕
地
が
U
勺
㎝
蕊
で
は
、
面
積
も
α
σ
宵
と
減
少
し
、
し

か
も
地
味
が
悪
化
し
た
「
王
地
」
と
し
て
検
地
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
塩
地
」
は
σ
Φ
一
日
⑦
一
も
云
う
よ
う
に
「
塩
分
の
あ
る
、
し
た

が
っ
て
不
毛
の
土
地
暮
坤
琴
算
σ
錠
切
。
α
窪
」
（
9
ω
℃
9
℃
・
曽
）
で
あ
る
。
望
劉
H
も
。
掃
か
ら
∪
℃
竃
G
。
へ
の
変
化
は
、
前
年
に
は
主
要
17 （181）



部
分
に
お
い
て
麦
類
が
収
穫
直
前
の
成
熟
状
態
に
お
い
て
か
収
穫
中
か
収
穫
直
後
に
検
地
さ
れ
た
本
耕
地
が
、
一
年
後
に
は
「
塩
地
」
犀
や
難
解

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
こ
の
岡
じ
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
言
σ
Q
巴
治
世
－
年
に
は
本
耕
地
に
お
い
て
も
新
耕
作
年
が
牽
耕
・
播
種

に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
る
パ
U
℃
認
ρ
り
℃
㎝
お
）
、
し
か
し
（
臨
－
）
諺
q
謬
は
σ
Q
餅
亭
費
σ
q
と
は
異
っ
て
、
土
壌
が
明
確
な
損
傷
を
蒙
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
年
、
塩
化
に
よ
る
土
壌
の
悪
化
が
か
な
り
進
行
し
た
土
地
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ウ
ル
混
毛
ナ
の
窪
像
治
世
－

年
か
ら
同
言
σ
q
巴
治
世
－
年
に
か
け
て
の
農
耕
年
に
、
本
耕
地
が
休
閑
地
と
な
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
実
際
、
本
耕
地
に
お
い
て
、
こ
の

耕
作
年
に
耕
作
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
は
、
こ
の
情
報
の
多
い
時
期
に
あ
っ
て
皆
無
で
あ
る
。
他
方
σ
q
西
諸
α
言
－
爵
は
上
述
の
よ
う
に
、
一
年
お

き
の
各
耕
作
年
ご
と
に
面
積
が
か
な
り
変
化
す
る
耕
地
で
あ
る
か
ら
、
ぱ
一
ド
H
。
。
H
↓
U
勺
零
G
。
に
お
け
る
面
積
の
減
少
は
特
に
問
題
と
す
る
に

あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
ま
こ
と
に
外
項
な
手
続
き
を
α
q
似
㌣
象
亭
魯
の
諸
記
事
に
関
し
て
繰
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ず
第
一
に
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
W
年
の

黎
耕
・
播
種
記
録
蜀
α
．
日
○
。
ら
と
翌
年
の
特
異
な
大
検
地
記
録
ゑ
捧
．
H
Q
。
日
が
一
農
耕
年
の
始
期
と
終
期
を
画
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
ウ

ル
カ
ギ
ナ
の
欝
σ
Q
巴
治
世
－
年
の
下
種
の
最
大
の
検
地
記
録
U
℃
無
。
。
は
、
農
耕
年
上
霧
ぎ
目
偏
と
同
じ
位
置
に
属
し
、
従
っ
て
そ
の
記

事
は
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
魯
鉱
治
世
－
年
か
ら
ピ
σ
q
巴
治
世
王
年
に
か
け
て
の
農
耕
年
の
終
期
に
属
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
第
二
の
論
点
に
付
随
し

て
第
三
に
、
本
耕
地
は
こ
の
農
耕
年
に
休
耕
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
暁
ら
か
に
な
っ
た
。

　
G
q
餅
亭
浄
阜
呂
に
関
す
る
諸
記
事
に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
三
点
に
関
す
る
論
証
の
手
続
き
に
誤
り
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
結
論
特
に
そ
の
出

発
点
に
な
っ
た
第
一
の
結
果
は
、
一
耕
地
の
み
に
関
す
る
論
証
に
よ
っ
て
直
ち
に
能
事
終
わ
れ
り
と
す
る
に
は
余
り
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
広

範
で
あ
る
の
で
、
可
能
な
限
り
億
耕
地
に
つ
い
て
も
同
じ
結
論
に
達
す
る
か
ど
う
か
検
証
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
累
一
ぎ
H
。
。
圃
が
黎

耕
・
播
種
の
翌
年
の
、
収
穫
期
に
属
す
る
時
期
の
検
地
記
録
で
あ
る
と
す
る
判
断
は
、
論
証
の
此
の
段
階
で
、
σ
Q
雪
ム
冒
－
魯
を
除
い
て
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

タ
ゾ
レ
ッ
ト
に
記
録
さ
れ
た
五
耕
地
中
α
q
柳
島
蜜
『
σ
q
甲
宮
が
σ
q
餅
実
話
蛋
r
β
霧
ム
”
σ
Q
魅
㌣
鳥
p
σ
q
亡
r
2
σ
q
餅
㌣
o
涛
劉
σ
騨
嵌
ρ
の
四
耕
地
に
つ
い
て
、
前

年
若
し
く
は
翌
年
、
さ
ら
に
そ
の
前
後
の
記
録
に
よ
っ
て
矛
盾
な
く
引
鶏
さ
れ
、
す
く
な
く
と
も
反
証
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
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れ
ら
の
う
ち
最
も
多
数
の
記
事
を
持
つ
σ
q
診
諏
£
－
σ
q
9
み
弩
を
代
表
と
し
て
検
討
す
る
に
留
め
る
（
第
三
表
㈲
参
照
）
。

　
こ
の
σ
q
い
雛
諏
ρ
『
σ
q
ゆ
占
農
は
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
W
年
に
「
黎
・
ひ
き
牛
の
飼
料
麦
」
三
十
グ
ル
サ
ッ
ガ
ル
の
支
出
記
録
男
α
「
δ
と
種
麦
誌

H
＼
b
。
グ
ル
サ
ッ
ガ
ル
の
支
出
記
録
ω
日
国
H
㎝
O
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
耕
作
年
の
駄
σ
q
ゐ
旨
占
勲
の
面
積
が
ほ
ぼ
H
O
び
宵
で
あ
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
・
翠
は
じ
鵜
に
三
管
お
い
て
検
溢
れ
た
G
・
Φ
痔
の
・
σ
・
い
鼠
Φ
の
中
に
は
・
前
年
に
難
●
播
種
さ
れ
・
今

や
収
穫
期
に
あ
っ
た
H
O
σ
曾
前
後
の
巳
σ
q
あ
⇔
出
ρ
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
耕
地
も
ま
た
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
窪
鰍
治
世
－
年
か

ら
ぎ
α
q
緯
治
世
－
年
に
か
け
て
の
農
耕
年
に
は
ま
っ
た
く
農
作
業
記
事
が
欠
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
σ
q
診
嵌
9
・
『
σ
Q
9
。
み
霞
に
お
い
て
も
、
前
年

の
黎
耕
・
播
種
に
関
す
る
記
録
と
裳
搾
■
H
G
。
H
と
の
対
応
は
無
理
な
く
受
容
し
う
る
。
そ
の
こ
と
は
一
年
お
い
た
次
の
農
耕
年
た
る
ウ
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ギ
ナ
の
冨
σ
q
鉱
治
世
一
年
か
ら
同
∬
年
に
か
け
て
の
農
耕
年
に
属
す
る
、
σ
Q
餅
甲
江
－
諺
状
態
で
の
詳
細
な
検
地
記
録
ω
日
暮
押
お
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
立
証
さ
れ
る
。
　
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
農
耕
年
の
こ
の
蒔
点
で
の
耕
地
面
積
は
瞳
び
弩
観
刈
＼
Q
。
涛
弼
、
そ
の
う
ち
巳
σ
q
－
①
㌣
旨
p
は
困
O

げ
貯
一
路
β
で
あ
っ
て
、
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
W
～
ウ
ル
カ
ギ
ナ
曾
鰍
H
の
農
耕
年
の
場
合
と
ほ
ぼ
相
似
た
規
模
の
大
耕
地
で
あ
る
こ
と
が
三
範
躊

経
営
文
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
基
本
的
に
は
σ
Q
似
亭
き
亭
俸
＃
耕
地
に
関
す
る
記
事
を
通
若
て
確
定
さ
れ
た
区
一
『
H
。
。
同
の
、
終
期
に
属
す
る
検
地
と
い

う
農
耕
年
上
の
位
置
づ
け
は
σ
q
餌
甲
澄
‘
・
－
σ
q
p
夏
霞
を
箪
頭
と
し
て
他
の
三
耕
地
に
つ
い
て
も
無
理
な
く
受
容
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
至

っ
て
累
坤
劉
回
ω
H
の
農
耕
年
上
の
位
置
は
堅
固
な
根
拠
を
与
え
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
て
前
節
に
お
い
て
主
と
し
て
二
耕
地
を
通
じ
て
立
証
さ
れ
た
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
耕
作
年
の
基
本
フ
レ
ー
ム
は
、
独
立
し
て
終
期

指
標
と
し
て
用
い
う
る
記
録
を
二
重
に
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
終
期
指
標
を
提
供
し
た
主
要
収
納
、
検
地
記
録
に
記
載
さ
れ
た

相
当
数
の
耕
地
に
つ
い
て
二
年
に
わ
た
る
耕
作
年
フ
レ
…
ム
を
確
認
し
え
た
我
々
は
、
漸
く
こ
の
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
耕
作
年
を
少
く
と
も

蝕
σ
Q
あ
郎
出
ρ
に
つ
い
て
は
都
市
国
家
時
代
最
末
期
ラ
ガ
シ
ュ
に
お
け
る
農
耕
年
と
し
て
措
定
し
う
る
見
通
し
を
持
ち
は
じ
め
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
臥
σ
q
あ
昌
占
ρ
の
舌
耕
・
播
種
、
収
穫
－
収
納
お
よ
び
そ
れ
に
附
随
し
た
検
地
に
関
す
る
考
察
を
こ
こ
で
い
っ
た
ん
打
切
り
、
章
を
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改
め
て
農
耕
年
上
の
別
の
二
つ
の
重
要
時
期
に
つ
い
て
の
考
察
に
入
り
、
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ソ
期
に
お
け
る
、
経
済
・
行
政
文
書
を
通
じ
て
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

耕
年
視
点
の
確
立
の
次
の
段
階
に
進
み
た
い
。

①
前
出
い
醤
勢
σ
霞
α
q
o
お
H
環
轡
ω
＜
囲
嵩
一
戸
文
お
よ
び
二
折
ヨ
0
5
0
℃
．
o
罫
も
」
8

参
照
。

②
O
捗
＞
9
目
ρ
8
．
。
坤
r
勺
霧
什
押
Ω
田
営
。
円
ド

③
O
h
P
G
q
巴
。
き
p
o
や
。
霊
帽
噂
や
ト
。
8
捗
㊤
巳
H
（
♂
日
Φ
同
L
σ
算
唖
や
H
8
噂

④
　
新
耕
作
年
の
最
初
の
準
備
と
し
て
の
、
耕
地
に
十
分
水
を
含
ま
せ
た
状
態
1
1

　
σ
q
箇
早
巨
－
》
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
第
一
節
で
詳
細
に
論
ず
る
。

⑤
　
実
際
は
鴨
α
．
Q
。
刈
（
い
．
一
側
囲
）
り
8
0
ワ
》
c
ゆ
ゆ
（
い
．
一
く
H
）
お
よ
び
ま
ぐ
わ
す
き
の
た

　
め
の
支
出
記
録
閃
6
0
①
α
（
い
．
栄
り
）
一
H
嵩
）
の
三
箇
を
加
え
て
六
五
。

⑥
前
稿
二
表
で
は
臼
o
D
》
G
。
㊤
が
脱
落
し
て
い
た
た
め
に
二
二
箇
に
な
る
。

⑦
　
　
「
は
じ
め
に
」
註
④
参
照
。

⑧
口
8
魯
α
Q
鷲
＄
嵩
」
三
畠
二
℃
．
三
川
ρ

⑨
　
淳
挙
銭
と
⇔
¢
占
郎
「
月
下
（
～
）
で
羊
の
毛
を
勢
る
醤
」
が
第
何
番
副
に
置
か

　
れ
る
べ
き
か
は
不
鴫
。
た
だ
し
向
自
。
・
お
－
げ
ρ
「
羊
毛
支
給
の
月
」
が
第
八
の
月
で

　
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
第
七
も
し
く
は
第
穴
の
月
の

　
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
つ
の
月
に
二
つ

　
以
上
の
月
名
の
面
謝
さ
れ
る
例
は
多
い
。

⑩
U
碧
曾
げ
費
σ
q
。
『
こ
ズ
国
ω
＜
H
霞
論
文
、
特
に
二
八
曜
一
五
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
。

　
た
だ
し
後
代
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
は
獣
目
．
製
駆
巴
多
昌
鈍
。
円
。
、
駆
5
の
区
別
が
な
さ
れ
、

　
第
六
・
七
の
月
の
播
種
が
早
蒔
き
、
第
八
・
第
九
の
月
が
遅
蒔
き
と
さ
れ
て
い
る
。

⑪
後
半
の
第
七
・
第
八
の
月
で
あ
る
淳
鐸
－
①
器
旨
』
ご
『
ω
ギ
評
㊧
と
潔
ロ
ー
露
σ
q
θ
欝

　
の
う
ち
、
出
前
の
た
め
の
飼
料
麦
の
支
出
が
、
津
率
。
・
一
σ
q
－
ぴ
9
に
一
度
だ
け
行
な
わ

　
れ
て
い
る
が
、
こ
の
支
出
記
録
ズ
涛
・
回
O
O
は
第
－
表
内
に
付
記
し
た
事
柄
だ
け

　
か
ら
で
も
、
特
殊
な
支
出
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
第
七
・
第
八
の
月
は

　
基
本
的
に
は
播
種
月
で
あ
っ
た
。

⑫
　
菊
月
O
潔
（
い
．
煮
～
）
1
嬢
同
y
U
℃
仙
Φ
。
。
（
炉
染
I
H
嵩
）
”
客
欝
．
H
も
。
淑
（
い
幅
一
H
＜
y

　
O
勺
①
O
H
（
U
．
柔
り
）
1
く
同
）
、
∪
℃
8
窃
（
q
．
ρ
品
、
（
噌
）
…
H
）
、
ω
8
出
回
Q
。
㊤
（
O
」
辱

　
i
H
）
魑
冥
陣
．
H
O
。
α
（
d
．
｝
凸
一
＝
）
「
図
6
0
認
（
φ
」
．
一
H
y
U
℃
窃
8
（
d
．
…
H
H
）
噛

　
り
目
窪
0
（
9
－
H
H
）
噸
∪
℃
8
刈
（
q
梱
一
目
）
層
U
同
旨
㊤
（
¢
論
一
H
く
）
噛
司
9
お

　
（
⇔
■
吋
i
響
く
）
の
十
三
。
う
ち
σ
Q
営
－
嵐
σ
q
あ
⇒
占
9
と
闘
記
さ
れ
た
検
地
詑
録
は
七
。

⑬
集
合
記
録
で
あ
る
孟
月
O
譲
に
は
収
納
完
了
に
関
し
て
は
σ
q
尿
ぴ
鋤
欝
の
プ

　
レ
…
ズ
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
集
合
認
録
に
収
め
ら
れ
た
σ
Q
か
嵩
諏
訪
占
7

　
H
争
σ
q
ρ
〒
鎚
の
個
別
記
録
が
現
存
し
て
お
り
（
國
8
0
鳶
（
ダ
ー
H
く
）
Y
こ
れ
に
は

　
国
費
α
Q
α
q
ρ
・
一
壼
む
三
号
σ
q
旅
げ
①
－
霞
の
あ
と
へ
q
切
身
q
σ
q
経
費
Φ
占
奪
ぴ
巴
な
る

　
文
が
入
っ
て
い
て
、
納
入
行
為
と
そ
の
責
任
者
を
明
示
し
て
い
る
。

⑭
本
稿
に
お
い
て
も
前
稿
第
1
褒
の
凡
例
に
従
う
。
た
だ
し
こ
の
場
合
の
よ
う
に

　
づ
勺
＄
。
。
瞥
と
す
る
場
合
と
、
σ
℃
G
随
Φ
。
。
（
い
．
蓉
I
H
頃
）
　
な
ど
と
表
記
す
る
場
合
と

　
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
関
係
で
あ
り
得
る
。
第
－
表
以
下
の
表
に
お
い
て
も
嗣
様
。

　
他
の
符
号
お
よ
び
略
号
に
関
し
て
も
身
様
こ
の
凡
例
に
従
う
。

⑮
そ
れ
が
σ
q
ぎ
－
賢
7
貯
貞
争
σ
q
鴛
晦
㊤
「
英
雄
が
ま
ぐ
わ
で
掻
い
た
耕
地
」
（
註
⑬
既

　
艦
）
。
な
お
図
月
O
①
Q
。
で
は
三
支
出
項
闘
の
う
ち
、
始
め
の
二
項
が
二
耕
地
ず
つ

　
の
支
出
を
記
録
し
て
お
り
、
α
q
帥
【
で
含
プ
冒
内
？
σ
q
鎚
肖
帥
と
σ
q
帥
コ
占
ム
ロ
σ
q
爵
ε
と

　
は
第
一
項
に
現
わ
れ
る
。

⑯
　
∪
℃
三
蓋
閃
O
・
H
Q
。
o
。
の
よ
う
な
㏄
か
嵩
駆
Φ
き
掌
㊤
（
三
σ
q
－
窪
∴
同
恥
）
の
検
地
記
録

　
を
我
々
は
収
穫
の
後
の
時
期
に
貴
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
、
黎
耕
・

　
播
種
と
同
じ
麿
年
に
属
す
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
現
に
衰
の
成
育
中
の
相

　
当
数
の
G
q
君
密
ヨ
争
ρ
の
検
地
記
録
を
発
見
し
た
（
第
二
章
第
一
節
、
と
く
に

　
第
麗
衷
の
「
第
三
検
地
蒔
期
扁
「
欄
参
照
）
我
々
と
し
て
は
強
く
主
張
し
て
お
き
た

　
い
。
た
だ
し
望
鐸
■
H
お
（
轡
l
H
＜
）
の
よ
う
な
明
確
な
動
詞
を
欠
く
記
録
を
、
検
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地
黒
の
も
の
と
見
る
か
収
納
時
の
も
の
と
見
る
か
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
あ
る
。

　
筆
者
自
身
も
前
稿
第
－
表
に
お
い
て
は
こ
れ
を
納
入
記
録
と
み
て
．
伽
Φ
一
ぞ
⑦
蔓

　
の
欄
に
置
い
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
記
録
を
や
は
り
文
字
通
り
「
麦
が
成
育
し
た

　
耕
地
」
の
検
地
記
録
で
、
そ
の
時
点
で
収
穫
が
予
定
ざ
れ
た
記
録
と
最
終
的
に
判

　
祈
し
た
。

⑰
本
稿
で
い
う
月
の
序
数
は
い
う
ま
で
も
な
く
ピ
＝
σ
q
包
き
α
ρ
一
d
≡
冨
σ
Q
ヨ
p
時

　
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
の
鰍
争
げ
斜
驚
－
σ
q
霞
記
録
を
主
と
す
る
史
料
に
検
出
さ
れ
た
序
数

　
の
う
ち
も
っ
と
も
普
通
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
例
え
ば
φ
属

　
第
阻
王
覇
欝
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
の
月
順
と
も
、
相
取
の
ず
れ
を
生
じ
て
い
る
場
合
が

　
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
本
稿
で
第
二
の
月
と
し
た
謬
早
鮮
？
α
Q
母
さ
豪
8
（
－
α
ε

　
が
十
「
月
、
本
稿
で
第
圏
の
月
と
し
た
月
名
と
対
応
す
る
諏
鐸
振
㊦
乾
占
賢
が
十
二

　
月
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
第
一
の
月
の
月
名
の
一
つ
一
ε
端
紅
引
戸
σ
Q
ぎ
∴
昌
骸
－
ぎ
と

　
対
応
す
る
搾
苧
α
q
雪
白
骸
は
d
H
幾
囲
時
代
に
あ
っ
て
も
う
ガ
シ
晶
で
は
一
月

　
で
あ
っ
た
。
な
お
榔
守
σ
q
霞
μ
『
騨
8
な
る
外
記
は
d
民
同
胃
時
代
に
あ
っ
て
ラ
ガ
シ

　
ュ
の
他
、
着
都
ウ
ル
、
ウ
ン
マ
、
ニ
ッ
プ
ー
ル
な
ど
の
都
市
の
月
名
と
し
て
も
現

　
れ
る
が
、
そ
の
序
数
は
十
一
月
か
ら
一
月
ま
で
様
々
で
あ
っ
た
。
い
2
。
巳
ω
ぴ
①
嶺
①
お

　
白
翼
図
ω
＜
H
H
押
や
b
。
Φ
b
。
律
お
よ
び
五
味
享
前
掲
論
文
参
照
。
な
お
脱
穀
な
ど
の

　
諸
作
業
を
経
て
最
終
的
に
穀
物
倉
に
収
納
さ
れ
る
の
に
約
ニ
ケ
月
を
要
し
た
と
す

　
る
い
餌
浅
。
。
ぴ
醇
α
q
興
の
農
事
暦
（
ぽ
隔
畠
こ
℃
℃
．
鵠
薩
ご
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要

　
が
あ
ろ
う
。

⑱
　
実
際
前
稿
の
表
に
お
い
て
忌
σ
q
ゐ
苧
コ
p
へ
の
支
出
記
録
と
し
て
、
o
纂
σ
q
o
．
欄

　
に
鐙
か
れ
た
六
二
（
↓
六
五
）
の
麦
類
支
繊
記
録
の
う
ち
、
そ
れ
が
忌
σ
q
占
鵠
占
ρ
へ

　
の
支
鵬
で
あ
る
こ
と
が
明
詑
さ
れ
た
記
録
は
僅
か
に
六
箇
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し

　
σ
q
い
亭
㌣
α
口
α
q
肉
ど
や
σ
貸
餅
口
占
－
σ
q
お
凶
㊤
の
場
合
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
艮
σ
q
占
亭
諺

　
へ
の
支
出
で
あ
る
こ
と
を
推
定
で
き
る
場
合
も
根
当
数
あ
り
、
こ
れ
ら
の
支
出
が

　
艮
α
q
6
ロ
ー
暴
へ
の
支
出
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

　
手
続
き
と
推
定
を
ふ
ま
え
て
築
者
は
、
黎
耕
・
播
種
が
直
接
忌
σ
Q
ゐ
路
傍
騨
で
収
穫

　
さ
れ
た
薄
塗
を
消
費
し
、
器
α
降
函
℃
冒
を
り
ー
ダ
ー
と
す
る
幾
つ
か
の
チ
ー
ム
を

　
主
と
す
る
多
数
の
人
々
を
使
役
し
て
行
な
わ
れ
る
の
は
、
万
象
と
し
て
風
α
q
あ
㌣

　
㎞
属
の
み
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
慧
σ
q
－
魯
－
養
の
み
に
つ
い
て

　
の
検
地
記
録
が
σ
p
助
渇
σ
q
冴
巴
ω
㍗
σ
q
ρ
図
岩
ヨ
暮
σ
q
貧
－
タ
に
関
し
て
存
在
す
る
理
由

　
が
な
い
（
第
W
表
「
第
二
検
地
」
欄
…
を
見
よ
）
。

⑲
σ
q
習
占
ω
母
（
繭
華
甲
糠
ム
ロ
出
）
の
場
合
、
口
目
O
諺
で
の
検
地
薇
積
は
δ
げ
冒

　
Φ
㌶
タ
国
8
0
①
Q
。
で
の
笥
－
鑓
§
り
§
驚
σ
q
篇
ら
O
彪
一
【
偽
の
碁
戦
雄
は
、
大
麦
譲

　
σ
q
舞
－
詔
σ
q
ゐ
巴
で
あ
っ
て
、
団
α
噺
一
。
。
蒔
か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
播
種
聴
の
種

　
麦
、
飼
料
麦
の
合
計
が
H
げ
望
当
り
ω
σ
q
■
ω
．
購
と
し
た
と
ぎ
の
必
要
量
さ
。
刈

　
ω
＼
蒔
鯨
。
。
．
σ
Q
．
（
非
大
麦
の
種
麦
蒔
ぐ
込
。
σ
口
「
分
㎝
Q
。
＼
海
σ
q
。
幹
σ
q
・
は
不
要
）
に

　
ほ
ぼ
見
A
開
う
。

（
⑳
　
三
一
ぎ
H
誤
■
そ
の
支
同
量
は
。
。
σ
q
・
も
・
■
σ
q
・
で
、
こ
の
耕
地
の
∪
触
目
謹
に
お

　
け
る
全
耕
地
面
積
直
げ
窪
に
は
相
応
し
な
い
が
、
そ
の
部
分
耕
地
た
る
戸
げ
曽

　
の
N
冒
－
げ
母
『
げ
霧
旨
「
白
エ
ソ
マ
ー
麦
」
耕
作
に
対
す
る
黎
耕
聴
の
飼
料
と
解
す

　
る
こ
と
が
整
合
的
で
あ
る
。

⑳
　
一
般
的
に
云
っ
て
σ
q
曽
詠
㊦
は
O
o
屋
さ
導
①
匡
と
す
る
し
尋
窪
興
の
解
駅
（
国
哲

　
》
ω
博
い
も
や
ほ
o
Q
h
．
）
が
正
し
い
と
筆
者
も
考
え
る
。
た
だ
し
O
o
暮
O
碁
に
よ
っ

　
て
は
α
q
帥
昌
淑
Φ
が
σ
q
曾
密
巨
口
凶
の
省
略
形
で
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
も
忘

　
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⑫
　
こ
の
検
地
記
録
に
つ
い
て
は
U
勺
塔
ω
と
と
も
に
以
後
た
び
た
び
触
れ
る
こ
と

　
に
な
る
。
全
般
的
概
要
に
つ
い
て
は
第
W
表
参
照
。

⑳
ω
い
Q
。
Φ
蒔
隻
）
．
日
）
に
よ
れ
ば
、
冥
幹
．
H
ω
把
＜
ω
の
σ
Q
帥
午
α
p
σ
q
は
「
耕
作
可
北
膨

　
な
荒
蕪
地
（
出
獄
一
伸
｛
〈
凶
Φ
同
σ
9
吋
Φ
Q
α
○
住
一
僻
コ
α
）
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
れ
が
、
岡
じ

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
O
o
ゼ
押
H
目
に
お
い
て
よ
り
詳
細
に
α
q
騨
㌣
0
9
白
む
¢
σ
口
固
（
一
1
い
〉
困
（

　
匁
Φ
）
十
争
げ
帥
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
詣
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
8
－
げ
ρ
は
そ
の

　
よ
う
な
σ
Q
曽
－
畠
σ
q
に
普
通
繁
茂
す
る
植
物
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
植
物
（
も

　
し
く
は
そ
の
笑
）
が
、
そ
れ
ら
が
好
蔵
さ
れ
た
容
器
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
」
た
の
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で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
文
宇
は
U
⑦
ぎ
①
一
が
こ
こ
で
㎝
九
益
二
年
に

　
急
い
た
よ
う
に
今
日
も
な
（
4
5
他
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
筆
者
は
以
下
の
本
文

　
の
考
察
の
結
果
に
よ
っ
て
、
σ
q
曾
－
α
ρ
σ
q
（
－
い
跨
緊
農
り
十
臨
機
ぴ
9
）
が
植
物
す
な

　
わ
ち
或
る
種
の
雑
草
の
繁
茂
し
た
耕
作
可
能
な
土
地
で
あ
り
、
休
閑
地
の
春
先
に

　
お
け
る
　
般
的
な
状
態
を
示
す
呼
称
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
σ
q
帥
㌣
号
σ
q
…
…
は

　
休
閑
地
の
季
節
的
な
状
態
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
ド
σ
δ
け
と

　
U
勺
欝
⊆
。
の
他
に
同
じ
様
な
雷
及
が
見
ら
れ
な
い
の
は
ま
こ
と
に
粟
野
で
あ
る
。

　
何
れ
に
せ
よ
こ
の
表
現
が
「
雑
草
休
…
閑
」
ノ
〈
8
往
－
貯
躍
。
〆
’
・
の
具
体
的
な
姿
を
表
現

　
し
て
い
る
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
で
毒
ろ
う
。

⑳
前
年
の
播
種
直
後
に
置
あ
鐸
8
と
し
て
記
録
さ
れ
た
耕
地
の
．
面
積
が
若
し
本
文

　
の
計
算
ど
お
り
O
欝
縄
と
す
る
と
、
翌
年
の
検
地
の
Φ
（
障
昏
）
。
・
9
q
q
戯
口
σ
q
曾
振
①

　
と
面
積
は
一
致
す
る
。
こ
の
両
者
が
画
一
耕
地
区
画
で
あ
る
と
い
う
決
め
手
は
な

　
い
が
、
も
し
同
一
区
画
で
あ
る
と
す
れ
ば
一
耕
作
年
内
に
野
菜
畠
と
お
そ
ま
き

　
（
臼
秋
蒔
き
）
麦
と
が
紐
合
せ
ら
れ
た
例
と
な
る
。

⑳
　
三
渉
に
関
す
る
諸
論
点
か
ら
の
考
察
か
ら
ひ
ぎ
出
さ
れ
た
解
釈
に
基
く
こ
の

　
料
断
に
つ
い
て
は
、
第
～
二
章
第
一
節
参
照
。

⑳
　
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
表
現
が
⑳
餅
三
密
「
大
麦
耕
地
と
の
み
あ
る
以
上
、
こ
の

　
検
地
は
収
穫
直
前
の
十
分
な
成
育
状
態
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
も
、
或
い
は
ま
た

　
収
穫
の
す
ん
で
し
ま
っ
た
す
ぐ
後
に
な
さ
れ
た
と
も
断
定
で
ぎ
な
い
。
し
か
し
後

　
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
前
年
か
ら
続
い
た
一
耕
作
年
内
に
属
す
る
農
耕
濡
動
の

　
記
録
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
本
文
の
論
証
に
よ
っ
て
疑
い
の
余
地
な
く
立
証
さ

　
れ
た
と
考
え
る
。

⑳
　
当
節
．
H
鐙
の
穴
耕
地
が
三
範
購
経
営
の
耕
地
と
別
種
の
耕
地
で
は
な
く
、
三

　
範
騰
経
営
の
耕
地
と
岡
じ
耕
地
で
あ
る
と
の
判
断
は
、
す
で
に
前
稿
の
本
文
（
一

　
四
五
ペ
ー
ジ
）
お
よ
び
前
壷
…
第
1
表
に
お
け
る
墨
隈
ブ
レ
ヅ
ト
の
位
置
に
示
さ
れ

　
て
い
る
が
、
本
稿
本
文
に
お
け
る
閏
α
．
お
恥
と
本
記
録
お
よ
び
そ
の
後
の
記
録
、

　
と
く
に
く
箒
目
心
①
b
。
伊
窯
欝
¶
H
G
。
α
な
ど
と
の
接
続
の
論
証
は
、
名
穿
．
一
ら
。
困
の

　
六
耕
地
が
三
範
晒
藁
蓑
に
よ
っ
て
多
様
な
記
録
が
行
な
わ
れ
た
耕
地
と
同
じ
耕
地

　
で
あ
る
こ
と
を
も
、
σ
q
跡
亭
身
㌣
魯
に
関
し
て
立
証
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
耕
地
は
こ
の
耕
作
年
に
は
夕
霞
⑦
お
よ
び
諺
勺
圏
緊
・
い
降
と
し
て
は
利
用
せ
ら
れ

　
て
い
な
い
が
、
α
Q
帥
昌
諏
帥
『
α
q
砂
－
窪
『
の
場
合
は
（
第
盗
表
（
B
）
参
照
）
、
ル
ガ
ル
ア

　
ン
ダ
治
世
M
年
の
黎
耕
の
た
め
の
役
畜
へ
の
飼
料
支
幽
記
録
簿
α
・
ド
①
に
お
け
る

　
三
〇
グ
ル
サ
ッ
ガ
ル
、
群
肝
支
出
記
録
ω
目
譲
困
α
O
に
お
け
る
十
ニ
グ
ル
サ
ッ

　
ガ
ル
半
、
合
計
幽
ニ
グ
ル
サ
ッ
ガ
ル
半
な
る
量
に
よ
っ
て
一
〇
ブ
ル
前
後
の
土
地

　
が
忌
σ
q
6
亭
髭
と
し
て
経
営
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
残
り
の
二
八

　
ブ
ル
余
が
私
的
小
経
営
た
る
他
の
二
籍
購
に
委
ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
ぼ

　
同
じ
よ
う
な
経
営
が
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
貯
σ
q
巴
治
世
1
年
に
は
じ
ま
る
耕
作
年
に
関

　
し
て
実
際
に
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
O
播
　
く
｝
］
り
心
①
飴
0
1
噛
　
o
り
6
嫡
　
H
　
癖
O
）
。

⑱
　
甲
σ
q
鴛
に
つ
い
て
は
第
二
章
註
④
参
照
。

⑲
　
U
℃
G
ほ
『
ω
で
は
二
一
耕
地
の
検
地
が
記
録
さ
れ
る
。
全
図
地
名
・
面
積
等
詳
細

　
に
つ
い
て
は
儲
卿
W
表
㈲
参
照
。

⑳
　
第
顎
表
㈲
、
皿
（
C
）
、
㈹
σ
窺
雪
漸
ρ
－
σ
q
巴
欄
参
照
。

⑪
　
累
欝
●
H
G
。
G
随
に
は
、
実
際
に
こ
れ
が
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
言
σ
Q
巴
治
世
－
年
の
も
の

　
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
。
｝
崔
。
昌
o
H
o
σ
q
8
愚
な
問
題
の
ほ
か
に
、
黎
耕
・
播
種
が

　
行
な
わ
れ
た
繋
げ
宥
G
。
刈
＼
G
。
涛
q
の
σ
q
餅
㌣
α
曽
昌
占
σ
の
鼠
的
6
重
要
の
九
割

　
以
上
が
三
図
み
ρ
で
あ
り
、
そ
の
半
分
以
上
の
ω
げ
貿
ド
ω
ド
固
態
賃
が
弥
。

　
欝
午
穿
－
㊤
「
麦
が
生
じ
な
か
っ
た
」
耕
地
で
あ
り
、
半
ば
弱
の
。
。
ぴ
貯
同
一
＼
㌶
閣
窪

　
が
鰍
。
艦
齢
O
口
出
「
麦
が
生
じ
た
」
耕
地
で
あ
る
と
す
る
前
半
部
の
記
述
が
、
右

　
の
試
訳
に
よ
っ
て
示
駿
し
た
よ
う
に
、
新
耕
俘
年
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
の
か
、

　
ま
こ
と
に
異
例
で
は
あ
る
が
旧
耕
作
年
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問

　
題
が
存
す
る
。
右
に
採
用
し
た
解
釈
を
採
る
場
合
、
語
源
は
な
お
不
明
で
あ
る
が

　
品
質
の
劣
る
土
壌
を
指
す
と
い
う
点
で
は
諸
家
の
解
釈
が
ゴ
致
し
て
い
る
ω
H
ゆ
－

　
ド
（
Ω
」
W
窪
0
5
鎗
ω
ノ
く
炉
ω
亀
＝
ρ
O
漁
）
な
る
詣
定
が
、
σ
q
い
亭
忌
σ
q
－
窪
占
騨

　
に
つ
い
て
濃
紫
年
の
始
期
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
極
め
て
稀
な
例
と
な
る
。
何
れ
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に
せ
よ
、
こ
の
解
釈
を
と
れ
ば
忌
σ
q
あ
昌
占
陣
の
新
耕
作
年
の
始
期
に
あ
っ
て
u
Q
H
謁
－

　
㌶
と
指
定
さ
れ
る
劣
悪
な
土
壌
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
の
半
ば
以
上
で
「
麦
が

　
生
じ
な
」
い
と
い
う
事
態
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

⑳
　
一
つ
だ
け
残
っ
た
σ
q
讐
で
げ
貢
げ
自
旨
旨
臼
－
α
q
ρ
罵
。
。
に
つ
い
て
は
、
第
W
表
第
三
欄
第

　
五
項
累
節
減
⇔
こ
。
お
よ
び
第
七
表
U
り
i
槻
菅
マ
‘
7
苧
菅
罵
ら
ぞ
σ
q
母
。
。
の
項
の
記
載
あ
夢

　
照
。
こ
の
二
記
事
は
第
W
表
の
A
タ
イ
プ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
い
る
。

㊥
　
属
障
．
H
◇
。
一
は
こ
の
よ
う
に
惣
耕
・
播
種
↓
収
穫
直
前
の
検
地
の
フ
レ
ー
ム
の

　
見
地
か
ら
す
る
と
暦
年
上
、
年
初
に
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ

　
い
て
は
、
こ
の
年
は
ウ
ル
カ
ギ
ナ
が
一
種
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
権
力
を
掌
握
し

　
た
年
で
あ
り
、
従
っ
て
権
力
掌
握
鷹
後
か
権
力
掌
握
と
同
聴
に
、
α
q
習
函
雪
げ
髪
－
峯

　
σ
q
巴
μ
ゆ
「
湿
地
に
あ
る
耕
地
」
と
い
う
特
殊
な
地
帯
の
耕
地
群
に
つ
い
て
の
み
に

　
せ
よ
、
こ
れ
を
σ
q
鋤
亭
魅
－
重
日
。
切
㌣
σ
ρ
。
と
し
て
検
地
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

　
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
恩
間
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
疑
問
に

　
対
し
て
は
以
下
の
ご
と
く
反
証
が
容
易
に
見
質
だ
さ
れ
う
る
。

　
　
そ
の
一
は
目
ω
｝
禽
（
q
．
①
］
）
で
、
、
δ
。
。
N
冒
（
皿
）
叩
。
。
’
α
q
二
恩
N
艮
σ
q
ゐ
亭

　
屋
α
Q
習
－
σ
q
署
－
α
q
同
7
導
昌
〔
口
－
同
目
目
P
〕
儒
切
㌣
σ
8
詣
p
昼
N
お
↓
づ
昌
σ
q
鉱
山
臨
ヨ
σ
q
岸

　
〔
響
〕
－
㊤
甑
－
α
q
ボ
国
a
σ
q
．
p
－
げ
内
旨
〒
犀
㌣
σ
q
ρ
伽
占
学
舜
…
学
〔
ω
一
〕
層
〔
q
ユ
品
．
〕
①
．
い
ξ

　
同
．
と
あ
る
。
こ
の
記
録
は
登
場
人
物
の
役
職
名
な
ど
ど
こ
か
ら
み
て
も
ウ
ル
カ

　
ギ
ナ
の
エ
ン
シ
治
世
－
年
の
記
録
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の

　
始
め
に
近
い
と
思
わ
れ
る
収
納
記
録
に
鷺
－
≡
旨
〕
o
切
㌣
げ
ど
の
記
載
が
見
え
る

第
二
章
　
四
検
地
時
期
の
析
出
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題

　
の
で
あ
る
。
第
二
も
同
毬
の
鉱
N
の
収
納
記
録
で
、
こ
れ
は
明
瞭
に
臥
N
出
高
ロ
ヨ

　
畠
し
d
㍗
げ
p
。
（
一
）
と
読
め
る
（
U
勺
α
①
悼
）
。
第
三
は
礁
？
げ
孚
σ
q
①
ヨ
0
昼
下
昌
の
末
尾

　
の
文
で
密
－
げ
欝
σ
q
2
ま
鳥
葺
三
三
切
欝
－
ぴ
3
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
大
麦
給
付
は
、

　
黎
耕
が
は
じ
ま
る
蒔
期
と
考
え
ら
れ
る
第
四
の
月
の
第
三
種
の
大
麦
給
付
な
の
で

　
あ
る
（
○
、
門
び
ω
昏
。
）
。

　
　
他
方
育
－
σ
2
警
読
舘
で
は
い
戸
お
鐵
艶
〔
ご
治
世
粗
年
の
も
の
と
し
て
は
、

　
津
儲
－
笥
－
σ
登
霞
図
。
－
胃
ρ
『
◎
¢
に
お
け
る
第
　
回
目
の
臓
？
σ
q
曾
の
み
で
あ
り
、
他
方

O
崔
冨
σ
q
ぎ
曽
の
窪
訟
治
世
－
年
の
も
の
で
は
第
二
回
目
（
舅
α
．
り
）
璽
第
三
回
目

　
（
U
勺
H
㎝
b
。
」
普
傷
審
亭
σ
q
写
ω
ロ
ー
H
ハ
ρ
－
旨
㊤
堅
σ
q
習
む
即
）
が
あ
り
、
何
れ
も
す
で
に

　
膨
？
σ
q
鍵
聾
甲
σ
q
胃
ω
㌣
号
α
q
“
一
言
－
創
騨
鳳
じ
d
㌣
σ
3
と
一
括
さ
れ
て
い
る
。
駆
甲
び
ρ

　
で
は
第
三
緑
川
？
ぴ
帥
の
四
置
目
が
最
も
は
や
く
、
似
。
む
ρ
α
q
o
日
Φ
山
賃
早
戸
島
回
㌣
σ
9
。

　
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ル
カ
ギ
ナ
は
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
W
年
に
あ
た
る
年
の
第
二

　
回
臼
の
“
？
α
q
霞
を
、
ラ
ガ
シ
ュ
の
エ
ン
シ
の
資
格
で
、
溶
－
白
雪
心
癖
σ
q
舞
。
じ
ご
甲

　
げ
8
と
し
て
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
検
地
が
や
や
お
く
れ
た
と
し
て
も
一
と
も

　
か
く
こ
れ
は
α
q
曾
帥
ヨ
げ
貧
貞
ρ
㎝
巴
－
軍
な
る
特
殊
な
耕
地
群
で
あ
っ
た
一
、

　
お
そ
く
と
も
そ
の
年
の
第
二
の
月
に
は
検
地
を
α
q
騨
〒
争
議
旨
臨
時
p
－
び
ρ
o
と
し
て

　
行
な
っ
た
こ
と
は
十
分
有
り
え
た
の
で
あ
る
。
と
暫
時
に
こ
の
こ
と
か
ら
も
彼
の

　
政
権
承
握
が
最
初
か
ら
十
分
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
準
備
の
上
で
行
な
わ
れ
た
こ

　
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

⑭
　
次
章
第
二
節
参
照
。

前
章
に
お
い
て
我
々
は
、
毎
年
の
耕
地
経
営
の
明
確
な
開
始
の
し
る
し
を
巳
σ
q
－
窪
∴
多
耕
地
に
お
け
る
黎
耕
（
讐
。
。
巴
冨
押
σ
q
言
σ
Q
δ
9
一
ω
学
頓
p
）

（187）

・
播
種
（
自
ヨ
自
h
φ
舞
噂
碧
日
毒
σ
q
p
H
肖
9
）
に
求
め
、
終
結
指
標
を
同
じ
く
駄
σ
q
あ
口
出
ρ
耕
地
に
お
い
て
収
穫
さ
れ
る
大
麦
驚
・
小
麦
σ
q
粛
・
　
2
3



エ
ン
マ
卜
書
臥
N
な
ど
の
収
穫
高
収
納
作
業
に
見
出
す
と
と
も
に
、
主
穀
で
あ
る
大
麦
の
耕
作
を
軸
と
す
る
こ
の
耕
作
年
が
、
麿
年
上
二
年
に

お
よ
ぶ
こ
と
を
多
く
の
事
例
に
つ
い
て
明
か
に
し
た
。
そ
し
て
始
期
に
関
し
て
は
、
舌
耕
・
播
種
後
に
行
な
わ
れ
た
検
地
記
録
が
、
終
期
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
は
播
種
の
翌
年
、
収
穫
の
直
前
に
行
な
わ
れ
た
σ
Q
診
似
①
臼
陰
山
a
σ
q
あ
昌
出
曽
お
よ
び
収
穫
前
後
頃
に
行
な
わ
れ
た
σ
Q
中
口
諏
①
の
検
地
記
録

が
、
そ
れ
ぞ
れ
始
期
・
終
期
の
指
標
と
し
て
、
飼
料
麦
・
種
麦
の
支
出
記
録
や
収
穫
穀
物
の
収
納
記
録
と
並
ん
で
利
用
さ
れ
う
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
検
地
時
期
は
直
営
地
の
黎
耕
・
播
種
の
完
了
時
、
お
よ
び
直
営
地
の
収
穫
に
そ
な
え
た
収
穫
直
前
も
し
く
は
収
穫

期
と
い
う
、
農
耕
年
上
ま
た
は
土
地
経
営
上
重
要
な
節
目
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
組
織
的
な
検
地
は
な
お
他
の
時
期
に

も
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
検
地
は
、
⑩
－
8
一
一
鳥
b
d
㌣
げ
£
組
織
に
お
け
る
組
織
的
・
集
団
的
大
土
地
経
営
と
私
的
・
個
人
的
中
・
小
規
模
営
農
の
接
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
か
な
め
を
な
す
も
の
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
支
配
老
の
代
理
人
で
あ
る
⇔
午
び
9
α
即
、
時
に
は
支
配
者
そ
の
人
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
経
済
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

行
政
上
の
重
要
行
為
の
一
つ
で
あ
り
、
土
地
経
営
上
お
よ
び
農
耕
年
上
の
重
要
な
節
目
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
・
目
的
も
一
様
で
は

な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
複
数
の
検
地
時
期
を
問
題
に
し
た
論
考
は
筆
者
の
知
る
限
り
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
検
地
時

期
を
幾
つ
か
に
分
か
っ
て
農
耕
年
上
の
位
置
を
定
め
よ
う
と
す
る
試
み
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
前
章
の
行
論
の
過
程
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
二
つ
の
検
地
時
期
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
問
題
の
多
い
二
つ
の
検
地
時
期
を
析
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
計
四
つ
の
検
地
時
期
の
存
在

を
論
証
し
、
農
耕
年
視
点
の
確
立
に
資
し
た
い
。

　
あ
ら
た
な
二
つ
の
検
地
時
期
析
出
に
際
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
聞
題
点
の
第
一
は
σ
q
晋
似
Φ
日
偽
幽
全
般
の
検
地
時
期
の
問
題
で
あ
り
、

第
二
は
σ
q
診
肉
｛
5
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
の
解
決
に
よ
っ
て
検
地
記
録
が
全
体
と
し
て
、
そ
の
本
来
の
農
耕
サ
イ
ク
ル

上
の
位
置
を
と
り
も
ど
す
で
あ
ろ
う
。

24　（188）

工

騎
壁
沿
暴
跡
－
潤
の
二
つ
の
検
地
時
期
の
析
出
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前
章
で
触
れ
た
σ
q
鉢
甲
誌
σ
q
あ
白
話
ρ
の
「
麦
が
成
育
し
た
耕
地
」
σ
q
貯
澄
日
墜
ρ
巳
α
q
－
①
昌
占
9
お
よ
び
（
σ
q
ρ
亭
）
似
⑦
「
菱
耕
地
」
に
つ
い
て
の

大
規
模
検
地
記
録
は
、
す
べ
て
播
種
の
翌
年
の
、
収
穫
直
前
若
し
く
は
収
穫
期
の
検
地
記
録
で
あ
っ
た
。

　
問
題
は
第
一
に
訟
σ
Q
ゐ
轟
轟
以
外
に
σ
Q
餅
亭
開
錘
9
σ
q
い
早
九
国
乞
・
い
ト
に
関
す
る
澄
日
郎
山
の
検
地
記
録
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二

に
、
前
章
で
直
接
・
間
接
に
問
題
に
し
た
σ
Q
節
甲
監
σ
q
ゐ
㌣
冨
に
つ
い
て
の
毎
食
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
確
認
さ
れ
た
管
簾
・
播
種
か
ら
収
穫
膳
収

納
に
い
た
る
一
農
耕
年
が
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
と
い
う
フ
レ
ー
ム
か
ら
考
え
て
、
論
理
上
澄
亡
国
山
王
な
い
し
σ
q
貯
淑
①
の
検
地
が
、
黎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

耕
・
播
種
の
行
な
わ
れ
た
暦
年
の
場
合
と
、
U
男
α
刈
餅
恩
田
．
目
。
。
ピ
U
団
凱
諺
の
よ
う
に
暦
年
上
黎
耕
・
播
種
の
翌
年
の
、
収
穫
期
の
場
合

と
の
、
二
つ
の
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
馬
第
－
表
に
お
い
て
．
訂
峯
阜
ω
癖
く
Φ
団
言
σ
Q
暮
ゆ
H
、
「
検
地
そ
の
他
」
欄
に
記
載
し

た
雅
ヨ
墜
㊤
耕
地
の
検
地
記
録
を
、
耕
地
ご
と
に
農
耕
年
フ
レ
ー
ム
に
あ
て
は
め
て
、
二
つ
の
可
能
な
時
期
の
う
ち
、
よ
り
お
霧
。
巨
魁
Φ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

時
期
に
置
い
て
み
た
結
果
が
検
地
時
期
を
四
つ
に
分
か
っ
た
第
W
表
の
第
三
欄
と
第
四
欄
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
本
表
第
二
欄
の
十
三
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
、
前
章
に
お
い
て
農
耕
年
の
明
確
な
開
始
を
告
げ
る
と
し
た
黎
耕
・
播
種
が
行
な
わ
れ
た
耕
地
の
検
地
記
録
で
あ
り
、
そ
の
主
要
動
詞
は

一
つ
を
除
い
て
ヨ
q
人
℃
團
Y
σ
q
δ
（
「
測
り
奉
っ
た
」
の
意
）
で
あ
る
。
σ
q
診
∴
監
α
p
ゐ
昌
山
蚤
の
文
字
が
現
わ
れ
る
の
は
十
三
記
録
中
払
記
録
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

全
部
直
営
地
σ
q
診
山
昌
σ
q
あ
甲
奏
即
ち
第
一
範
購
の
土
地
に
関
す
る
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
。
こ
の
黎
耕
・
播
種
の
検
地
に
つ
ぐ
時
期
の
検
地
と

し
て
は
、
麦
が
成
育
し
た
状
態
の
検
地
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
さ
て
、
第
三
検
．
地
時
期
、
即
ち
耕
作
が
は
じ
ま
っ
た
年
に
属
す
る
と
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
の
α
q
診
澄
ヨ
墜
9
に
関
す
る
検
地
記
録
は
、
唯
二
つ
を
除
い
て
、
σ
q
曾
由
¢
ポ
及
び
σ
q
餅
㌣
諺
℃
H
翼
・
い
罰
す
な
わ
ち
、
　
い
わ
ゆ
る
割
当
地

（
以
下
第
二
範
噸
と
呼
ぶ
）
と
小
作
地
（
以
下
第
三
範
疇
と
呼
ぶ
）
に
関
す
る
検
地
記
録
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
麦
が
成
育
状
態
に
あ
る
第
二
・
第

三
範
嬉
の
耕
地
の
検
地
は
、
原
則
と
し
て
耕
作
年
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
第
三
範
麟
の
耕
地
の
場
合
、
実
際

の
小
作
料
の
数
量
や
、
小
作
料
に
託
す
る
複
雑
な
計
算
が
付
せ
ら
れ
た
三
記
録
は
、
収
穫
年
の
検
地
記
録
す
な
わ
ち
第
四
検
地
時
期
に
属
す
る

も
の
と
判
断
し
た
。
実
際
図
6
0
胡
や
喝
α
．
罵
O
の
よ
う
な
蕪
雑
な
計
箕
や
小
作
料
の
仕
分
け
は
収
穫
期
で
な
い
と
行
な
い
得
な
い
か
ら
で

あ
る
。
な
お
一
般
的
に
第
二
・
第
三
の
範
躊
の
σ
q
診
鰍
。
白
郎
山
の
検
地
は
第
三
検
地
期
に
属
す
る
と
す
る
原
則
に
反
し
て
、
収
穫
年
に
属
す
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⑦

る
と
し
た
例
外
的
な
ざ
ポ
澄
導
争
帥
記
録
が
残
念
な
が
ら
一
つ
あ
る
（
O
団
α
O
o
Φ
）
こ
と
を
断
わ
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
第
三
検
地
時
期
に
属
す
る
一
六
の
σ
q
魅
コ
澄
彰
郎
山
の
検
地
記
録
の
う
ち
た
だ
二
つ
の
σ
q
鉢
㌣
ほ
σ
q
ゐ
㌣
同
影
に
関
す
る
検
地
記
録

く
》
8
臨
。
。
N
（
9
…
剛
H
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
性
質
の
収
穫
責
任
割
当
記
録
く
諺
6
濠
①
O
（
い
織
…
＜
H
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

＜
》
8
蒔
①
。
。
b
。
は
第
三
検
地
時
期
欄
の
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
要
約
を
記
し
た
よ
う
に
、
六
耕
地
計
。
。
鼻
げ
宥
σ
q
肝
要
似
①
B
偽
幽
ほ
σ
q
ゐ
口
出
p

寓
撃
誌
臓
①
＋
σ
q
癖
さ
（
H
σ
q
質
ぞ
）
1
雅
＋
σ
Q
母
ε
（
目
σ
q
霞
踵
）
、
す
な
わ
ち
「
（
結
集
せ
ら
れ
た
）
隊
が
収
穫
す
る
、
麦
の
成
長
し
た
巳
σ
q
あ
昌
出
鈴
耕
地
」

の
検
地
記
録
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
多
種
・
多
様
な
犀
涛
錘
『
α
9
σ
『
9
層
に
対
す
る
、
直
営
耕
地
の
収
穫
労
働
の
、
耕
地
芳
意
の
担
当
面

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

積
の
割
当
記
録
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が
決
し
て
収
穫
労
働
そ
の
も
の
の
記
録
で
は
な
い
こ
と
は
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
獣
不
測
澄

＋
σ
q
霧
ε
一
書
＋
σ
q
目
ぎ
が
文
法
上
過
去
形
で
は
あ
り
え
ず
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
シ
ェ
メ
ー
ル
語
文
法
テ
ク
ス
ト
に
い
う
冨
9
昌
な
る
臥
蚕
①
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
属
す
る
と
す
る
吉
川
守
氏
の
新
解
釈
も
、
文
法
上
か
ら
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
。
実
際
、
　
一
方
で
最
終
的
に
割
黒
地
・
小
作
地
の
配
分
が
定

め
ら
れ
、
他
方
で
直
営
耕
地
臥
σ
q
－
①
口
占
ρ
に
お
け
る
収
穫
労
働
の
分
担
面
積
が
予
定
配
分
さ
れ
る
の
が
、
と
も
に
播
種
の
し
ば
ら
く
後
の
、
播

種
と
同
じ
暦
年
内
の
時
期
で
あ
る
こ
と
は
、
け
だ
し
ま
こ
と
に
当
然
な
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
く
》
8
臨
Q
。
b
。
に
記

載
さ
れ
た
六
耕
地
の
う
ち
五
耕
地
の
耕
地
名
が
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
が
、
こ
の
五
耕
地
と
も
筆
者
の
作
成
し
た
耕
地
別
表
四
六
に
含
ま
れ
て
い

て
、
す
べ
て
第
三
検
地
時
期
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
各
耕
地
鋼
の
記
菓
が
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
耕
作
年
の
リ
ズ
ム
を
一
層
明
瞭
に
示
し

　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
じ
め
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
ピ
σ
q
巴
治
年
∬
年
は
σ
q
貯
曇
霞
『
巨
－
諺
「
掃
出
状
態
の
割
当
地
」
の
配
分
記
録
が
最
も
豊
富
な

年
で
あ
り
、
＜
跨
8
駆
①
。
。
b
。
の
ご
と
き
訟
σ
q
あ
午
轟
の
収
穫
労
働
の
配
分
の
大
規
模
な
予
定
記
録
が
こ
れ
ら
の
園
霞
。
配
分
と
同
じ
耕
作
年
に
属

す
る
こ
と
は
最
も
鷺
。
げ
ゆ
び
冨
な
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
同
じ
第
W
表
の
第
四
検
地
時
期
す
な
わ
ち
収
穫
年
に
属
す
る
と
し
た
検
地
記
録
に
考
察
を
移
そ
う
。
全
九
個
の
う
ち
四
個
は
収
穫
期
の

第
一
範
麟
、
若
し
く
は
三
縫
麟
全
部
を
含
み
か
つ
完
全
な
耕
作
状
態
に
な
か
っ
た
土
地
を
も
包
含
し
た
検
地
記
録
で
あ
っ
て
、
し
か
も
す
べ
て

五
耕
地
以
上
の
複
数
の
耕
地
を
含
む
検
地
記
録
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
前
章
に
お
い
て
収
穫
口
収
納
が
黎
・
耕
・
播
種
の
翌
年
に
な
る
と
い
う
重
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要
な
事
実
を
発
見
す
る
最
初
の
手
掛
り
と
な
っ
た
二
事
例
に
関
連
の
あ
る
、
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
W
年
の
検
地
記
録
O
℃
q
刈
躰
が
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
こ
の
第
四
欄
第
一
項
に
置
い
た
男
9
困
Q
。
○
。
（
国
・
1
＜
）
も
基
本
的
に
は
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
年
度
が
改
ま
っ
て
後
、
収
穫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

納
入
に
そ
な
え
て
検
地
を
行
な
っ
た
記
録
で
あ
っ
て
、
O
娼
零
癖
と
全
く
同
一
の
性
質
の
も
の
と
し
て
十
分
整
合
的
に
理
解
し
う
る
。

　
改
革
王
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
登
場
し
た
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
エ
ン
シ
治
世
－
年
の
貢
ぎ
H
ω
H
（
第
W
欄
第
三
項
）
と
翌
年
の
冒
σ
q
巴
治
世
－
年
の
∪
℃
零
。
。

は
前
章
第
三
節
に
お
い
て
問
題
に
し
た
特
色
あ
る
二
大
検
地
記
録
で
あ
る
。
そ
の
特
色
は
、
第
一
に
全
体
と
し
て
三
範
鰭
の
記
載
が
な
く
、
耕
地

の
耕
作
状
況
若
し
く
は
土
地
そ
の
も
の
の
状
態
・
晶
質
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
蜜
ぎ
H
。
。
H
が
六
耕
地
、
U
℃
α
認
が
一
二
耕
地

と
い
う
多
数
の
耕
地
を
一
検
地
記
録
に
包
含
し
て
お
り
、
殊
に
後
者
は
暴
騰
。
げ
旨
μ
。
。
H
＼
駆
貯
霞
と
い
う
、
　
一
検
地
記
録
と
し
て
は
最
大
で
、
一

記
録
だ
け
で
O
①
一
日
Φ
一
が
バ
ウ
神
の
土
地
と
し
て
総
計
し
た
約
刈
O
O
び
宥
の
五
分
の
一
を
占
め
、
個
々
の
耕
地
面
積
も
、
ほ
と
ん
ど
金
部
、
そ

の
耕
地
の
面
積
と
し
て
最
大
級
で
、
中
に
は
他
の
面
積
記
録
の
倍
以
上
な
い
し
数
倍
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
検
地
内
容
上
の

二
大
特
色
が
支
配
者
自
身
に
よ
る
検
地
と
い
う
第
三
の
形
式
上
の
印
象
的
な
特
色
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
と
も
あ
れ
d
℃
㎝
刈
ω
の
二
一
耕
地
中
の
あ
る
も
の
が
同
名
耕
地
中
圧
倒
的
に
大
き
な
面
積
を
有
す
る
理
由
の
一
つ
は
σ
競
餅
甲
α
ρ
㎝
…
…
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（
写
）
筥
自
⇔
の
態
様
で
記
錬
さ
れ
た
実
質
上
の
休
閑
地
を
も
検
地
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
他
方
、
前
章
に
お
い
て
σ
q
貯
－
α
ロ
苧

瓜
け
や
σ
q
餅
㌣
踏
『
σ
q
ρ
毒
霞
の
例
で
明
か
に
し
た
よ
う
に
、
U
悟
鵯
。
。
に
記
録
さ
れ
た
耕
地
が
三
春
躊
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
誤
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
他
方
、
こ
の
二
大
検
地
記
録
は
収
．
穫
”
収
納
の
年
に
属
す
る
と
い
う
基
本
的
な
農
耕
年
上
の
位
置
に
お
い

て
は
、
収
穫
直
前
の
耕
地
面
積
を
検
地
し
た
エ
ン
エ
ン
タ
ル
ジ
ー
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
時
代
の
澄
ヨ
争
9
a
σ
Q
占
づ
ら
ρ
の
検
地
記
録
と
同
じ
線

上
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
こ
と
も
前
章
で
明
か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
残
り
五
箇
の
う
ち
三
箇
は
何
れ
も
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
時
代
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

σQ

a
瓢
似
①
曲
行
山
》
℃
H
累
・
い
b
に
関
す
る
検
地
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
上
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
似
Φ
－
窪
等
の
詳
細
な
小
作
料
計
算
が
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
る
の
が
特
色
で
、
収
穫
直
前
の
検
地
と
す
る
に
十
分
な
理
由
が
あ
る
。
以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
大
筋
の
上
で
σ
q
桜
口
澄
ー
ヨ
争
ρ
の
検
地
記

録
が
暦
年
の
年
度
が
変
わ
る
時
期
を
は
さ
ん
で
二
つ
の
時
期
に
分
か
れ
る
理
由
が
明
か
に
さ
れ
た
と
考
え
る
。

27　（191）



　
こ
う
し
て
我
々
は
、
σ
q
似
苧
獣
α
q
6
苧
轟
に
お
け
る
黎
耕
開
始
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
収
穫
腱
収
納
に
終
わ
る
農
耕
年
の
基
本
フ
レ
ー
ム
に
対
し

て
、
収
穫
直
前
な
い
し
収
穫
期
の
検
地
記
録
を
収
穫
－
収
納
記
録
の
代
用
と
し
た
第
ニ
フ
レ
ー
ム
を
、
我
々
が
証
拠
と
し
て
利
用
し
た
三
記
録

に
対
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
第
W
表
に
お
い
て
明
確
に
第
四
検
地
時
期
の
も
の
と
し
た
九
記
録
す
べ
て
に
対
し
て
適
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
一
方
で
は
、
そ
れ
ら
と
別
に
実
に
十
六
も
の
多
数
の
記
録
を
、
黎
耕
・
播
種
と
同
年
の
σ
q
い
切
上
日
墨
筆
に
関
す
る
検
地
記
録
と
し
て
区

別
す
る
こ
と
が
で
き
た
訳
で
あ
る
。
し
か
も
前
章
第
一
節
に
お
い
て
明
か
に
し
た
様
に
、
黎
耕
・
播
種
に
関
し
て
は
四
六
も
の
多
数
の
魚
類
支

出
記
録
が
第
四
の
月
か
ら
第
八
の
月
に
か
け
て
記
録
さ
れ
て
い
て
、
黎
耕
・
播
種
の
面
積
を
伴
わ
な
く
と
も
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
耕
地
に
お

け
る
農
耕
年
の
開
始
の
標
識
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
明
白
な
矛
盾
な
く
、
　
一
方
で
開
始
年
に
属
す
る
支
出
記
録
、
黎

耕
・
播
種
に
か
か
わ
る
検
地
記
録
、
σ
Q
曾
澄
臼
口
塞
の
検
地
記
録
と
、
他
方
で
収
穫
年
に
属
す
る
σ
q
診
澄
白
郎
山
の
検
地
記
録
と
収
穫
脹
収

納
関
係
記
録
と
い
う
耕
作
年
上
の
位
置
づ
け
が
、
複
数
の
記
録
を
有
す
る
多
数
の
耕
地
名
優
記
事
表
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
章
第

三
節
に
お
い
て
予
想
し
た
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
フ
レ
ー
ム
が
、
本
節
に
お
い
て
始
め
て
新
た
な
問
題
と
し
て
姿
を
現
わ
し
た
隔
年
休
耕
を
伴

　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
つ
つ
、
支
配
的
な
農
耕
年
シ
ス
テ
ム
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
検
地
記
録
に
は
さ
ら
に
も
う
一
種
類
、
い
ま
ま
で
意
識
的
に
立
入
る
こ
と
を
避
け
た
五
個
の
園
や
》
検
地
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
に
密

接
な
関
係
の
あ
る
首
脳
『
臨
－
諺
の
配
分
記
録
九
個
を
加
え
る
と
実
に
十
四
も
の
多
数
に
達
す
る
、
耕
地
名
・
治
世
年
数
の
判
明
す
る
記
録
が
、

こ
の
こ
れ
ま
で
な
お
異
論
が
あ
っ
て
正
体
不
明
で
あ
っ
た
園
歴
跨
耕
地
に
関
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
｝
阜
》
と
は
い
か
な
る
耕
地
か
、
そ

の
検
地
は
ど
の
時
期
に
行
な
わ
れ
た
の
か
、
こ
の
解
明
を
倹
っ
て
は
じ
め
て
我
々
は
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ン
期
末
期
の
ラ
ガ
シ
ュ
複
合
都
市
国
家
の

農
耕
年
フ
レ
ー
ム
の
堅
固
な
基
盤
と
し
て
の
検
地
時
期
の
析
出
を
完
了
す
る
で
あ
ろ
う
。
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■
　
覧
午
臨
－
跨
と
そ
の
検
地
・
配
分
の
時
期

σq

ﾝ
出
置
出
に
つ
い
て
は
大
き
く
分
け
て
こ
れ
ま
で
二
通
り
の
解
釈
が
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
は
℃
。
｝
∪
鉱
ヨ
巴
に
よ
っ
て
最
初
に
提
示
さ
れ
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た
も
の
で
、
休
閑
地
げ
峯
。
巨
富
σ
q
三
島
。
ω
ピ
p
・
琶
、
朱
耕
地
琶
げ
○
。
。
叶
①
＝
8
ω
ビ
p
困
益
と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
第
二
は
か
つ
て
は
℃
o
O
σ
①
押
G
Q
。
｝
ρ
2
葺

に
よ
っ
て
、
近
年
で
は
切
●
い
導
負
ω
び
禽
α
Q
Φ
お
》
・
切
巴
臼
①
禁
国
圃
西
目
．
同
．
Q
O
抵
。
戸
｝
．
ご
d
鈴
≦
禽
ら
に
よ
っ
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
屑
窪
○
暮
び
。
α
Φ
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

な
い
し
σ
①
芝
器
ω
①
詳
。
。
。
閏
Φ
匡
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
前
者
の
解
釈
は
ラ
ガ
シ
ュ
の
ひ
ヨ
H
文
書
自
体
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

σQ

｢
亭
園
や
》
を
σ
q
い
亭
匹
－
σ
q
巴
と
同
一
視
し
た
結
果
ひ
き
出
さ
れ
た
解
釈
で
あ
っ
て
、
－
》
に
「
水
」
「
湿
り
気
」
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
な
い
点

に
疑
問
を
残
し
て
い
た
。
一
方
、
臨
－
諺
を
置
ム
弩
語
と
読
み
、
霊
怠
げ
貯
と
解
し
て
哨
。
琴
馨
ぴ
。
α
①
昌
「
湿
地
」
、
す
①
≦
締
ω
Φ
ぽ
。
ω
切
Φ
凱
「
灌

瀧
さ
れ
た
土
地
」
と
訳
す
る
岡
p
弊
①
蕊
＄
一
患
い
帥
民
ω
σ
Φ
H
σ
q
興
の
解
釈
に
は
語
学
的
裏
付
け
は
あ
る
が
、
　
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ン
期
の
ラ
ガ
シ
ュ
に

関
し
て
は
実
証
に
か
け
る
嫌
い
が
あ
っ
た
。
U
霞
α
。
。
げ
震
σ
Q
費
は
匹
－
諺
は
「
取
捨
と
播
種
の
間
の
季
節
」
に
属
し
、
「
そ
れ
自
体
で
は
ど
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
も
は
っ
き
り
し
な
い
何
ら
か
の
耕
地
形
成
が
こ
の
季
節
に
行
な
わ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。

　
フ
ァ
ル
ケ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
も
臨
ム
賛
詣
に
関
し
て
上
記
の
解
釈
を
示
し
な
が
ら
、
他
方
、
σ
q
診
ρ
臨
由
を
麟
診
①
σ
餌
暮
Φ
ω
ピ
霧
α
と

す
る
U
鼠
日
臨
に
よ
る
解
釈
を
示
し
、
そ
れ
に
琶
巴
。
ロ
Φ
が
α
㊤
器
。
び
象
。
い
Φ
鈴
⇔
σ
q
賦
－
α
癖
詣
、
σ
①
≦
緒
。
。
o
諄
①
ω
司
。
峯
、
日
α
σ
Q
ぎ
げ
①
誘
。
ン
魚
馨

「
集
乳
さ
れ
た
耕
地
を
意
味
す
る
読
み
臨
－
曾
罎
凱
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
疑
わ
し
い
」
と
註
し
て
疑
義
を
表
明
す
る
に
と
ど
ま
つ

⑳た
。
ゆ
磐
碧
は
岡
巴
犀
①
器
＄
ヨ
や
U
四
鼠
ω
げ
曾
σ
q
o
斜
中
H
．
Q
o
三
〇
昌
の
該
当
箇
所
を
指
示
し
た
だ
け
で
、
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ン
期
ラ
ガ
シ
ュ
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

書
自
体
の
分
析
に
よ
る
根
拠
を
ま
っ
た
く
示
す
こ
と
な
く
、
猷
－
諺
を
匠
－
α
霞
漂
と
読
み
、
司
窪
。
導
び
。
鳥
窪
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
σ
q
か
㌣
ζ
出
を
単
純
に
休
閑
地
と
す
る
∪
Φ
一
B
①
一
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
σ
q
ぎ
曇
霞
『
瞠
憎
》
す
な
わ
ち
ζ
－
レ
状
の
割
当
地
の
配
分
・
検

地
記
録
が
上
述
の
ご
と
く
栢
当
多
数
存
在
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
筆
者
も
か
ね
が
ね
疑
問
を
抱
い
て
い
た
が
、
前
章
に
詳
述
し
た
よ
う
に
σ
q
魅
亭

α
9
占
ケ
耕
地
の
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
こ
σ
q
巴
治
世
－
年
の
日
付
け
の
あ
る
四
箇
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
避
難
（
第
纂
訳
㈹
参
照
）
に
直
面
す
る
に
お
よ
ん

で
、
σ
q
餅
甲
翫
－
諺
は
農
耕
年
上
黎
耕
の
前
の
、
黎
耕
・
播
種
の
た
め
に
灌
概
に
よ
っ
て
水
を
含
ま
せ
ら
れ
た
状
態
を
指
す
と
断
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
σ
Q
魅
苧
α
ρ
甲
偽
鋸
は
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
①
霧
一
治
世
至
年
か
ら
同
言
σ
q
既
治
世
－
年
に
か
け

て
の
耕
作
年
に
は
面
積
は
㎝
ぴ
晋
で
、
検
地
時
に
お
け
る
土
地
の
態
様
な
い
し
品
種
は
犀
憎
雪
催
嵩
「
帯
地
」
で
あ
り
、
全
般
的
に
は
耕
作
が
行

29 （193）



な
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
こ
の
呼
称
の
解
釈
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
の
記
事
の
豊
富
な
時
期
に
お
い
て
、
こ
の
耕
作
年
に
．
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

は
塩
地
で
あ
る
こ
と
を
記
録
し
た
U
℃
昭
ω
以
外
に
何
の
記
事
も
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
定
さ
れ
る
。
　
い
ず
れ
に
し
て
も
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

い
耕
作
年
の
準
備
は
O
Φ
o
茜
搾
ρ
の
説
く
様
に
、
耕
作
を
行
な
う
べ
き
土
地
に
十
分
水
を
与
え
、
黎
耕
お
よ
び
播
種
が
可
能
な
よ
う
に
柔
か
く

し
て
お
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
筈
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
状
態
に
お
け
る
検
地
・
配
分
記
録
と
し
て
は
財
胎
》
以
外
に
存
在
し
よ
う
が

な
い
。

　
他
方
も
ち
ろ
ん
○
①
o
お
ざ
p
の
説
く
様
に
菱
が
発
芽
し
て
か
ら
も
何
回
か
一
そ
れ
が
説
く
様
に
三
回
で
あ
っ
た
か
衆
心
で
あ
っ
た
か
は
別

と
し
て
一
こ
の
時
代
に
も
耕
作
中
の
耕
地
へ
の
灌
概
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
け
れ
ど
も
発
芽
し
て
か
ら
翌
年
の
収
穫
に
い
た
る

ま
で
の
耕
地
の
態
様
は
誰
上
司
曽
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
雅
日
郎
幽
の
二
つ
の
検
地
時
期
が
存
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
り
、
発
芽
よ
り
後
、
同
じ
暦
年
内
に
こ
の
耕
地
が
屑
窪
。
算
ド
巳
の
意
味
で
不
学
》
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
な
か
っ
た
。

賦
5
は
こ
う
し
て
σ
Q
診
σ
q
δ
鉱
ω
一
－
σ
q
鈴
前
の
耕
地
の
態
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
O
や
昭
。
。
と
く
跨
同
＆
b
。
㎝
、
後
者
と
O
℃
認
b
。
＋

U
勺
課
b
。
、
特
に
治
世
年
推
定
に
多
少
の
疑
問
は
残
る
が
密
ぎ
H
ω
α
を
ウ
ル
二
輪
ナ
の
ぎ
σ
q
鉱
治
世
－
年
と
し
て
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
単

に
面
積
上
だ
け
か
ら
見
て
も
σ
q
餅
㌣
ζ
－
》
の
検
地
記
録
く
諺
日
臨
b
。
G
n
は
絶
対
に
前
耕
作
年
に
属
す
る
U
燭
零
。
。
と
は
結
合
せ
ず
、
新
耕
作
年

と
結
合
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
σ
q
餌
甲
犀
や
跨
は
黎
耕
を
以
っ
て
明
確
に
開
始
さ
れ
る
新
耕
作
年
の
た
め
の
耕
地
の
準
備
状
態
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
匠
－
》
は
そ
の
耕
作
年
上
の
位
置
か
ら
考
え
て
も
、
男
象
。
げ
菖
き
ρ
σ
Φ
≦
似
霧
①
訴
①
ω
司
①
δ
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
以
上
が
α
q
開
題
α
言
占
汀
の
一
連
の
記
事
に
よ
っ
て
践
5
を
．
司
Φ
琴
げ
註
9
。
民
、
と
断
定
し
た
理
由
で
あ
る
。
換
超
す
れ
ば
、
新
耕
作

年
の
た
め
の
耕
地
の
準
備
は
、
耕
地
を
σ
p
曾
磨
や
諺
状
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
σ
q
餌
㌣
園
や
臣
の
意
義
と
そ
の
耕
作
年
上
の
位
置
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
本
節
の
場
合
も
ま
た
、
一
耕
地
の
記
事
に
よ
る
論
証
だ
け

で
能
事
終
わ
れ
り
と
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
前
章
に
お
い
て
禦
ぎ
H
G
。
圃
の
農
耕
年
上
の
位
置
を
確
証
す
る
た

め
の
一
傍
証
と
し
て
も
使
用
し
た
σ
q
似
㌣
鐙
『
σ
q
ρ
占
錘
の
場
合
を
、
こ
の
耕
地
に
関
す
る
全
記
事
を
視
野
に
入
れ
て
再
検
証
し
（
第
皿
表
㈲
参
照
）
、
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㊧

さ
ら
に
あ
ら
た
に
σ
q
餅
苧
離
亭
－
α
呼
由
の
場
合
（
第
V
表
㈹
参
照
）
を
も
検
証
し
て
お
こ
う
。

　
σ
q
診
戯
£
－
σ
q
p
占
霞
耕
地
は
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
の
治
世
至
年
に
は
じ
め
て
土
地
関
係
文
書
に
現
わ
れ
、
収
穫
年
、
耕
作
年
、
収
穫
年
、
耕
作
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

リ
ズ
ム
を
有
す
る
典
型
的
な
耕
地
で
あ
る
。
ま
ず
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
－
年
に
は
、
部
分
的
収
納
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
七
個
も
こ
の
耕
地
に
関
し
て

　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

現
わ
れ
る
。
昌
亭
び
旨
旨
ρ
は
す
べ
て
ω
9
霞
で
あ
る
。
こ
の
年
ま
で
の
検
地
・
収
納
な
ど
に
関
す
る
土
地
・
耕
作
文
書
に
は
一
般
に
巳
σ
q
占
亭

亭
呼
称
が
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
の
治
世
H
年
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
似
守
獣
σ
q
あ
甲
轟
の
呼
称
が
現
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
ひ
臼
一

の
呼
称
は
、
家
畜
の
届
出
記
録
に
は
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
王
年
、
土
地
関
係
文
書
に
は
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
H
年
に
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
の
が
注
倒
さ
れ

る
。
ま
た
ル
ガ
ル
ア
γ
ダ
治
世
－
年
の
蚊
納
記
録
は
七
個
の
本
耕
地
関
係
以
外
に
は
σ
q
餌
苧
α
鼠
」
》
び
占
耕
地
の
も
の
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
あ

り
、
こ
れ
ら
収
納
記
録
以
外
直
営
耕
地
に
関
す
る
検
地
記
録
は
一
つ
も
な
い
。
翌
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
∬
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
種
麦
・
飼
料

麦
の
支
出
記
録
が
争
巨
文
書
に
現
わ
れ
始
め
る
。

　
σ
q
躰
亭
主
『
σ
Q
9
み
棄
に
関
し
て
も
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
豆
年
に
種
変
・
牛
の
飼
料
麦
の
支
出
記
録
が
現
わ
れ
る
。
治
世
皿
、
W
、
V
年
に
は
記
事

が
な
い
。
同
省
ソ
シ
治
世
W
年
に
至
っ
て
黎
耕
の
た
め
の
ろ
ば
用
の
飼
料
麦
G
。
O
σ
Q
霞
あ
帥
σ
q
φ
巴
（
閏
α
・
H
①
）
と
種
麦
お
く
さ
。
叩
ω
．
鱗
（
Q
。
四
国
H
㎝
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
支
出
が
此
の
耕
地
に
関
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
営
面
積
は
臣
σ
q
あ
㌣
銘
H
O
び
宥
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
以
降
三
年
間
連
続
し

て
記
録
が
出
現
す
る
。
翌
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
①
口
訟
治
世
－
年
に
は
、
前
脚
の
密
｝
（
．
H
G
。
同
の
中
で
。
。
り
び
貯
属
弾
g
の
α
p
躰
亭
澄
と
G
。
郎
β

の
σ
Q
餅
早
白
系
ゆ
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
事
は
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
年
の
は
じ
め
の
時
期
に
属
す
る
と
す
る
先
の
判
断
の
正
し
さ
を
傍
証

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
年
の
収
穫
－
収
納
の
記
録
は
な
い
。
そ
し
て
翌
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
冨
σ
q
巴
治
世
－
年
に
は
、
こ
の
耕
地
に
関
し
て
、
問
題
の

gq

迯
b
げ
苧
諺
に
関
す
る
記
録
二
、
舞
岡
・
播
種
の
た
め
の
大
麦
支
出
記
録
二
が
現
わ
れ
て
、
　
こ
の
年
こ
の
耕
地
が
耕
作
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
確

実
に
証
明
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
年
の
二
つ
の
α
q
診
浄
苧
｝
闘
係
記
録
は
こ
の
耕
地
に
関
す
る
総
合
的
記
録
で
あ
り
、
し
か
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
一
つ
は
σ
Q
曾
工
匠
？
σ
q
鉢
㌣
諺
勺
困
区
・
び
b
の
配
分
予
定
記
録
、
他
の
一
つ
は
配
分
後
の
実
際
の
検
地
記
録
で
あ
っ
て
、
共
に
σ
q
躰
馬
鐸
α
q
6
苧
§
31 （195）
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製
農
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g
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シュメール都市国家時代最宋期ラガシェにおける農耕年視点の確立（山本）

＜一（9窪炉）・v

簗
蕗
勢
暴
H
凝
桝

∪
勺
①
㍊

コ
p
σ
q
－
犀
自
『
傷
甲
ヨ
午
犀
㌣
園
餌
諺
　
昌
鐸
－
鳥
欝
げ
摯

昌
ρ
σ
q
涛
8
も
翼
男
？
島
㊤
げ
撃
昌
帥
σ
q
－
園
3
一
ヨ
ー

昌
鐸
p
7
山
爲
「
擢
㌣
ぽ
p
日
吻
丙
q
O
山
q
巴
霞
〒

鵠
甲
餌
導
9
口
－
諜
村
ゆ
α
ρ
σ
『
げ
騨
σ
q
曾
同
類
ρ
α
q
－

ρ
葭
み
貫
①
き
ρ
み
ロ
ヨ
渓
⇔
・
民
q
配
（
”
）
－

臼
欝
ヴ
露
7
融
。
ム
p
σ
撃
鉱
口
σ
q
餅
出
自
㌣

凱
7
ρ
日
ぴ
2
β
鴇
r
犀
p
。
－
犀
餌
ヨ
’
昌
㌔
げ
’
ヨ
亭
α
q
筏
．

　
（
酬
）
　
ε
α
q
陣
〒
¢
甑
。
ム
ロ
山
㊦
d
■
ρ
－
目
～
ド
囲
㊦
難
輪
目
指
評
¢
び
“
6
e
囲
蕪
融
藏
黛
践
て
特
プ
ω
同
国
H
ω
o
。
雲
伴
り
℃
㎝
“
ω
㊦
σ
q
帥
〒
駆
①
伴
㊦
圏
e
劉
藤
㊦
齢
舜
㌧

　
　
　
　
膳
濤
蝉
。
。
O
び
鴛
a
濠
C
（
4
義
斗
メ
融
畑
O
爵
灘
『
戸
障
口
伴
ぐ
劇
障
β
伴
㊦
零
壷
G
ぴ
漸
ぐ
ノ
a
野
脳
び
G
4
u
圏
離
e
風
藤
㌶
藩
繋
鐸
回
一
理
〆
瞬
く
伴
酔

　
　
　
　
野
σ
肖
く
井
ぴ
剖
濫
由
貯
竪
U
汁
嘩
や
ノ
。

の
面
積
及
び
三
範
麟
を
合
計
し
た
総
面
積
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
蝕
σ
q
あ
郎
－
口
ρ
の
面
積
は
前
老
く
》
6
＄
b
。
㎝
で
は
H
O
σ
解
匪
日
。
。
O
欝
β
）
で
あ
り
、

後
者
で
は
H
O
げ
窪
同
門
g
（
“
H
Q
。
H
謀
偉
）
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
と
判
断
さ
れ
る
支
出
記
録
∪
℃
鰹
O
で
は
①
O
同
＼
鼻
α
q
鑑
あ
帥
σ
q
麟
巴
の
種

麦
と
牛
の
飼
料
変
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
、
こ
の
耕
地
の
駄
σ
Q
あ
昌
占
p
の
耕
作
面
積
も
ま
た
約
H
O
げ
旨
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
α
p
俸
亭
霞
ギ
α
㌣
斜
（
第
V
表
㈲
）
に
つ
い
て
は
、
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
の
治
世
豆
年
か
ら
記
事
が
現
わ
れ
は
じ
め
る
。
こ
の
年
に
は
灌
概
水
路
工
事
に

関
す
る
記
録
二
（
U
娼
①
卜
。
b
。
”
U
℃
①
鷲
）
の
ほ
か
、
大
麦
。
。
じ
。
O
σ
q
霞
あ
曽
σ
q
－
σ
踏
が
こ
の
耕
地
か
ら
澄
臥
σ
q
あ
口
占
曽
と
し
て
収
納
さ
れ
た
記
録
U
℃
q
①
ド

が
あ
る
。
ル
ガ
ル
ア
ン
ダ
治
世
斑
年
か
ら
W
年
ま
で
の
四
年
間
は
記
録
が
な
い
。
そ
し
て
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
窪
訟
治
世
－
年
に
は
、
前
稿
第
1

表
に
お
い
て
註
の
に
理
由
を
付
し
て
こ
の
年
に
灘
い
た
目
貫
。
涛
や
諺
の
検
地
記
録
ω
6
口
回
。
。
。
。
が
あ
っ
て
、
そ
の
面
積
は
趨
び
旨
Φ
。
。
＼
恥
貯
β

に
達
す
る
。
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
こ
σ
q
巴
治
世
－
年
に
は
上
述
の
大
検
地
記
録
∪
℃
零
。
。
に
、
。
。
O
σ
曽
刈
。
。
＼
駆
涛
雌
猷
ρ
観
び
貯
σ
q
叫
甲
α
p
σ
q
－
σ
蘇

び
9
お
置
σ
貯
①
涛
伍
円
蓋
臼
償
ゆ
（
計
㎝
①
菖
二
。
。
。
。
＼
禦
ぎ
）
σ
q
餅
⇔
と
H
一
『
α
中
曽
な
る
記
事
が
現
わ
れ
、
ω
O
げ
宵
刈
Q
Q
＼
劇
騨
燭
の
土
地
に
こ
の
年
の

は
じ
め
菱
が
成
育
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
ω
O
げ
貯
刈
。
。
＼
劇
σ
q
雪
濁
①
が
、
前
年
の
閑
寳
『
園
馳
｝
卜
。
り
げ
弩
O
ω
＼
鼻
一
一
窪
に
黎
・
耕
・
播

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

種
が
行
な
わ
れ
た
の
が
成
育
し
た
も
の
を
指
す
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
耕
地
に
関
し
て
最
も
薄
鼠
す
べ
き
は
そ
の
翌
年
の
ウ
ル
カ
ギ
ナ
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の
ピ
σ
q
巴
治
世
H
年
の
四
つ
の
タ
ブ
レ
ヅ
ト
で
あ
ろ
う
。
先
ず
1
1
項
計
Q
。
び
冒
目
①
欝
β
の
σ
q
踏
毛
髪
‘
・
－
賦
－
》
σ
q
曾
出
吋
ギ
鳥
ρ
山
が
σ
q
躰
苧
量
ダ

む
ρ
山
σ
q
巴
山
ρ
巨
型
置
自
ρ
山
B
㎝
「
引
受
け
ら
れ
た
耕
地
が
あ
る
（
耕
地
）
、
検
地
さ
れ
ず
」
と
し
て
く
跨
日
田
諺
。
。
に
記
録
さ
れ
る
。
つ
い
で
二

十
九
筆
の
犀
舞
。
涛
や
〉
、
自
筆
の
賦
－
ヨ
慧
計
H
①
げ
旨
鼠
H
＼
恥
番
田
の
σ
q
診
涛
や
鋭
刈
H
＼
b
。
欝
自
の
σ
q
い
甲
｝
阜
曄
蝿
⇒
を
検
地
し
た
U
℃
α
ミ

が
位
置
す
る
。
＜
諺
8
ミ
。
。
。
。
と
U
℃
㎝
ミ
と
は
一
部
重
複
し
て
い
る
が
、
前
者
に
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
後
頭
に
は
消
え
て
い
る
者
、

前
老
に
名
が
な
く
て
後
者
に
初
め
て
現
わ
れ
る
者
も
あ
る
。
な
お
O
唱
α
ミ
に
は
一
項
だ
け
α
ぐ
b
。
涛
g
σ
q
冴
鉱
ω
駝
σ
q
g
O
亭
郎
涛
p
β
開
ρ
涛
㌣
①

o
－
α
孚
。
げ
㎝
な
る
項
が
あ
り
、
す
で
に
早
手
廻
し
に
黎
耕
を
行
な
っ
た
耕
地
が
交
換
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
が
注
掻
さ
れ
る
。
置
－
白
毒
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

犀
焉
α
な
い
の
か
諺
℃
回
翼
・
目
ト
で
あ
る
の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
そ
し
て
U
℃
零
点
と
前
後
し
て
、
①
O
σ
q
亀
あ
9
σ
q
亀
目

の
大
麦
を
耳
鳴
及
び
牛
の
飼
料
麦
と
し
て
こ
の
耕
地
に
支
出
し
た
U
勺
α
ω
刈
、
及
び
お
げ
宵
熱
時
g
σ
q
富
鶏
ω
憎
σ
Q
p
を
こ
の
耕
地
の
駄
σ
q
あ
亭
轟

と
し
て
測
地
し
た
O
憎
O
㊤
刈
が
位
置
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
耕
地
は
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
ピ
σ
q
巴
治
世
H
年
に
は
、
計
ω
H
ぴ
窪
ぐ
腿
欝
餌
若
し

く
は
。
。
O
σ
身
H
H
H
＼
b
。
罠
郎
が
弦
σ
Q
ゐ
φ
占
p
及
び
犀
葺
。
と
し
て
耕
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
一
年
お
い
た
ウ
ル
カ
ギ
ナ
王
治
世

W
年
に
は
①
σ
貯
さ
っ
帥
犀
‘
σ
q
♂
巴
繊
，
σ
q
8
0
。
げ
穿
H
①
欝
β
｝
阜
σ
q
餅
｝
u
…
・
：
国
a
G
q
噛
⇔
ゐ
げ
．
笛
座
σ
q
践
な
る
匂
層
。
膚
O
⑩
の
器
録
が
現
わ
れ
、
こ
の
年

に
も
麟
げ
貯
が
お
そ
ら
く
巳
σ
q
－
Φ
⇔
出
p
と
し
て
耕
作
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
こ
の
耕
地
は
U
℃
㎝
認
の
記
載
に
よ
っ
て
、
α
o
岱
瓢
。

浮
《
夢
ヨ
の
耕
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
現
在
ま
で
公
刊
さ
れ
た
⑨
臼
幽
一
ひ
」
b
d
9
）
－
ぴ
3
文
書
に
お
い
て
は
隔
年
耕
作
・
隔
年
休
耕
の

リ
ズ
ム
に
従
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
結
局
、
以
上
の
考
察
か
ら
新
し
い
耕
作
年
の
開
始
、
少
く
と
も
そ
の
準
備
の
開
始
は
新
耕
作
年
に
耕
作
が
行
な
わ
れ
る
耕
地
を
σ
q
診
浄
㍗
》

状
に
置
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
す
る
我
々
の
結
論
は
、
現
存
史
料
に
関
す
る
限
り
正
し
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
新
し

い
耕
作
年
の
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
始
期
と
し
て
黎
耕
を
と
り
、
そ
の
腿
確
な
終
期
を
σ
q
餅
苧
駄
σ
q
あ
p
出
p
に
お
い
て
収
穫
さ
れ
た
麦
の
収
納
に
求
め
、

幾
つ
か
の
事
例
に
お
い
て
一
耕
作
年
が
暦
年
上
二
年
に
及
ぶ
と
い
う
事
実
の
確
認
か
ら
出
発
し
た
我
々
は
、
こ
こ
に
明
確
さ
を
欠
い
た
α
q
躰
苧

匠
－
｝
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
土
地
経
営
文
書
を
綜
観
す
る
農
耕
サ
イ
ル
ク
の
視
点
の
、
検
地
記
録
お
よ
び
そ
の
周
辺
記
録
へ
の
貫
徹
に
よ
っ
て
、
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そ
れ
は
内
容
的
に
は
司
①
露
雪
ζ
竃
．
・
．
・
⑦
騒
ω
窪
で
あ
物
こ
の
状
態
は
時
期
的
に
は
・
難
直
前
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
結
論
に
達
し
た
訳
で
あ
る
。
か
く
し
て
我
々
は
主
穀
耕
作
に
関
す
る
農
耕
年
の
問
題
を
大
筋
に
お
い
て
解
明
し
え
た
と
思
う
。

　
な
お
計
画
的
土
地
経
営
と
組
織
的
労
働
と
の
結
果
で
あ
る
σ
q
餌
甲
賦
－
》
が
割
当
地
・
小
作
地
と
し
て
個
々
の
σ
Q
8
q
℃
や
個
人
に
割
当
て
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
両
範
疇
の
土
地
の
配
分
も
ま
た
駄
σ
q
あ
⇔
占
ゆ
と
同
じ
く
組
織
的
集
団
的
経
営
と
労
働
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
し
、
三
範
麟
が
～
つ
の
経
営
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
結
局
σ
q
巴
－
匡
－
》
は
、
一
般
的
に
は
轟
轟
・
播
種
の
行
な
わ
れ
る
前
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
耕
地
状
態
で
あ
り
、
司
巴
犀
。
器
冨
露
の
云
う
よ

う
に
水
を
含
ま
せ
ら
れ
て
、
除
草
・
黎
耕
・
播
種
が
容
易
に
な
っ
た
耕
地
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
各
種
土
地
文
書
に
よ

っ
て
も
、
そ
の
耕
作
年
に
耕
作
さ
れ
る
耕
地
の
検
地
に
は
、
σ
q
診
湯
7
＞
い
σ
q
餅
亭
σ
q
富
巴
ω
圃
－
α
ρ
・
σ
q
報
謝
⊆
B
蝿
口
σ
q
錠
毒
P
σ
Q
餅
山
雨
臼
争
ρ
の
三
種

の
耕
地
状
態
し
か
な
く
、
そ
の
な
か
で
σ
q
爵
涛
や
諺
の
農
耕
サ
イ
ク
ル
上
の
位
澱
は
、
第
W
表
に
示
し
た
よ
う
に
第
一
検
地
時
期
し
か
あ
紅
得

な
い
。
た
だ
し
上
述
の
ご
と
き
内
容
を
有
す
る
σ
Q
曾
－
翫
－
諺
を
も
っ
て
耕
作
年
の
明
確
な
開
始
と
は
云
い
難
く
、
む
し
ろ
開
始
の
準
備
期
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
は
「
収
穫
と
播
種
の
閥
」
と
し
た
ピ
窪
α
ω
ぴ
興
σ
q
霞
の
見
解
は
大
筋
に
お
い
て
は
正
し
い
が
曖
昧
で
あ
り
、
し

か
も
実
際
に
は
次
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
隔
年
休
耕
シ
ス
テ
ム
の
析
出
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
司
窪
。
暮
5
β
ρ
び
①
薫
餌
ω
ω
①
詳
Φ
ω
岡
①
匡
と
し

て
の
σ
q
ぎ
涛
や
》
解
釈
も
実
を
結
ぶ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
　
前
章
で
取
上
げ
た
の
は
U
勺
α
誤
”
翼
一
ド
H
ω
ド
U
娼
零
ω
の
三
検
地
記
録
で

　
あ
っ
た
が
、
末
尾
動
詞
融
資
を
も
つ
男
α
．
戸
◎
。
Q
。
（
国
．
1
＜
）
も
U
℃
q
冠
と
同
種

　
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
（
第
W
表
第
四
欄
第
一
項
参
照
）
。
な
お
末
尾
動
詞
を
も
た

　
な
い
翼
一
ド
H
島
（
塑
－
H
＜
）
に
つ
い
て
は
前
章
謎
⑯
参
照
。

②
　
昌
苧
σ
帥
コ
匹
p
は
ダ
イ
メ
ル
以
来
今
臼
ま
で
西
欧
学
界
に
お
い
て
は
こ
の
う
ガ
シ

　
ュ
文
書
の
時
代
に
関
し
て
は
、
ユ
角
①
話
盲
目
。
ヨ
鷺
ぞ
。
暑
巴
仲
①
ぴ
感
泣
ロ
導
ヨ
一
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
富
ξ
斜
H
自
得
醇
α
㊦
白
㊦
四
身
コ
8
⑦
旨
唱
曲
く
○
諺
富
げ
¢
同
Q
噂
貯
嵩
α
、
（
o
つ
い
刈
9
心
α
Y
．
α
①
憎

　
o
げ
。
屋
さ
く
興
函
巴
9
ロ
σ
q
昏
⑦
酔
臨
け
⑦
¢
営
㊦
ω
8
0
日
℃
⑦
β
．
、
ゴ
回
。
。
唱
巴
内
8
同
”
．
、
（
切
ρ
ロ
。
き

〉
ω
ノ
〈
じ
ψ
①
湛
）
な
ど
の
よ
う
に
「
神
殿
」
管
理
者
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

そ
し
て
パ
ウ
エ
ル
の
よ
う
に
「
最
高
の
神
殿
管
理
役
人
」
と
「
駿
督
官
」
と
を
並

記
し
て
何
等
あ
や
し
む
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
語
は
¢
監
置
戦
。
げ
鉱
。
円
⑦
纂
ω

以
降
、
各
臨
期
の
疑
雲
に
様
々
な
機
能
に
お
い
て
履
々
現
わ
れ
、
ウ
ル
第
盟
王
朝

以
後
に
は
中
・
下
級
役
入
な
い
し
軍
人
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
周
知

の
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
エ
ソ
エ
ソ
タ
ル
ジ
ー
ウ
ル
紅
藍
ナ
時
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
で

は
、
ニ
ン
ギ
ル
ス
神
、
バ
ウ
女
神
の
下
に
は
、
ω
呂
σ
q
9
で
は
な
く
甕
－
σ
ぎ
α
p
が

羅
る
が
、
他
方
。
冥
ρ
畠
P
自
毎
＋
渥
曾
5
。
切
匙
『
げ
三
二
』
∪
唱
ヨ
甲
昼
凸
諺
き
ρ
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轟
O
㌣
二
二
－
9
σ
q
（
ウ
ル
カ
ギ
ナ
晴
代
の
み
）
に
は
ω
窪
α
q
ρ
が
い
る
が
、
琶
－
σ
貯
号

　
は
検
出
で
き
な
い
。
こ
の
時
代
に
は
毒
む
三
舞
が
一
見
・
・
p
轟
勲
に
代
る
「
最

　
高
の
神
殿
管
理
役
人
」
の
よ
う
に
見
え
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
、
特
定
の

　
神
組
織
に
。
・
器
α
q
9
が
あ
り
、
別
の
神
組
織
に
ω
ρ
類
σ
q
餌
で
な
く
昌
昌
σ
帥
盈
勲
が

　
居
る
の
か
。
こ
の
謎
を
と
く
鍵
は
昌
亭
げ
雪
目
㊤
瓢
〉
寓
・
O
d
鼠
¢
に
あ
る
。
支
配

　
者
の
子
供
達
の
小
宮
廷
組
織
に
は
壽
む
雪
α
伊
が
配
置
せ
ら
れ
て
い
た
。
結
論
的

　
に
云
え
ば
鍵
。
げ
9
3
は
妾
時
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
組
織
に
対
し
て
支
配
者
に
よ

　
っ
て
配
置
せ
ら
れ
る
監
贅
者
な
い
し
管
理
役
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
出
先
機
関
な
い

　
し
エ
ン
シ
自
身
や
そ
の
家
族
が
長
を
兼
ね
る
組
織
に
お
い
て
エ
ン
シ
の
た
め
に
、

　
あ
る
い
は
エ
ソ
シ
に
代
っ
て
統
轄
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

　
「
差
配
」
　
「
目
無
」
な
る
語
が
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
U
o
醇
拓
劃
悔
霞
欝
欝
H
魑
ω
．
瞬

　
、
げ
α
臼
簿
Φ
4
8
③
ヨ
娼
。
ヲ
、
自
宅
巴
富
斜
ω
笛
置
ぐ
Φ
H
鉾
Φ
陸
軍
働
㊦
。
。
0
り
p
嵩
σ
q
ミ
男
舞
㊦
既
”
の

　
後
半
都
の
パ
テ
シ
の
代
理
人
」
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
正
し
い
。
し
か
し
中
級
役

　
人
な
い
し
軍
人
と
し
て
の
昌
〒
σ
雪
畠
を
も
含
め
て
統
一
的
に
こ
の
語
を
理
解
し

　
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
一
口
σ
q
巴
対
自
－
げ
9
負
ρ
す
な
わ
ち
支
配
者
の
下
に
あ
っ
て

　
相
当
数
の
配
下
の
者
も
し
く
は
相
当
規
模
の
組
織
の
監
督
・
指
揮
に
当
る
も
の
と

　
い
う
基
本
義
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
世
俗
的
権
力
者
と
し
て
の

　
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
の
支
配
者
の
把
握
に
つ
い
て
は
中
原
与
茂
九
郎
『
西
洋
史

　
学
』
第
七
七
号
論
文
等
の
一
連
の
業
績
を
、
ま
た
語
釈
に
つ
い
て
は
O
．
ρ
財
N
母
9

　
ω
億
ヨ
興
冨
。
冨
翔
。
旨
℃
o
巴
耳
漏
津
9
ヨ
．
属
。
ヨ
一
類
首
録
⇔
区
、
昌
縄
J
N
｝
総

　
（
お
①
b
。
y
簿
占
H
b
。
参
照
。

③
シ
ュ
メ
ー
ル
都
寮
賑
家
の
土
地
捌
度
に
お
け
る
、
大
経
営
と
小
経
営
の
結
合
は
、

　
累
9
い
餌
筥
σ
Φ
昼
．
司
Φ
嵐
、
（
ロ
一
〉
魑
　
切
伽
．
　
G
Q
腎
　
ω
■
　
Q
◎
膳
隔
■
）
の
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ

　
る
が
、
σ
q
帥
ロ
，
一
肉
彊
♂
の
意
義
を
見
落
す
な
ど
、
ダ
イ
メ
ル
の
措
定
の
無
視
の
悪
影

　
響
が
で
て
い
る
。
　
「
三
範
晦
」
に
よ
る
経
営
の
視
点
の
確
立
は
ダ
イ
メ
ル
古
典
学

　
説
の
単
な
る
復
活
で
は
な
く
、
そ
の
内
在
約
批
判
と
綜
観
的
視
点
の
確
立
を
倹
っ

　
で
は
じ
め
て
可
能
で
あ
ウ
、
新
し
い
意
義
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

　
「
検
地
を
「
最
重
要
な
経
済
・
行
政
行
為
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
検
地
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
は
｝
（
籠
申
｝
℃
H
堵
・
U
》
の
劇
替
・
再
配
分
な
ど
、
諸
種
の
社
会
屠
の
地
位
・
身
「

　
分
に
直
接
か
か
わ
る
行
為
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
も
示
遍
し
て
い
る
。

④
数
耕
地
以
上
の
検
地
の
場
含
、
す
で
に
収
穫
作
業
が
終
わ
っ
て
灌
離
水
を
入
れ

　
た
土
地
が
一
部
あ
ウ
得
た
。
属
㌶
剛
H
ω
曇
∪
や
鐙
◇
。
の
α
q
助
亭
亭
σ
q
p
憎
は
ま
さ
に

　
こ
れ
に
あ
た
る
と
慰
者
は
考
え
る
。
O
播
U
勺
忠
ρ
H
時
一
。
。
O
讐
『
－
α
篇
犀
貯
山
－

　
σ
q
観
応
諏
0
σ
q
餅
〒
H
ρ
帥
導
守
：
＝

⑤
　
第
三
検
地
蒔
期
に
置
い
た
匿
鐸
，
H
■
誌
㊤
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
こ
れ
は
「
σ
q
助
苧

　
餌
旨
び
胃
が
耕
作
さ
れ
た
年
に
記
録
さ
れ
た
、
蓑
の
成
育
し
た
H
2
♂
と
〉
℃
H
翠

　
　
へ

　
い
跨
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ケ
ー
ス
、
ラ
ガ
シ
ュ
王
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
妃
シ
ャ
シ
ャ
、
治

　
世
四
年
」
と
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
σ
q
貯
－
蕃
昌
び
鴛
は
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
エ

　
ソ
シ
治
世
三
年
に
収
穫
が
行
な
わ
れ
る
型
の
リ
ズ
ム
を
も
つ
耕
地
で
、
同
王
の
治

　
世
新
年
は
収
穫
年
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
本
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
い
う
日
自
σ
Q
い
㌣

　
帥
旨
σ
碧
蓬
ξ
山
は
前
年
の
治
性
皿
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
耕
作
年
の
園
舞
。
密
日
郎
山
》
勺
H
客
・
い
跨
が
検
地
さ
れ
、
そ
の
記
録
が
保
存
さ

　
れ
、
翌
年
の
収
穫
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
ラ
ベ
ル
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

⑥
た
と
え
ば
図
6
0
置
（
第
－
表
B
参
照
）
に
は
忌
σ
q
ゐ
昌
占
9
の
文
字
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
が
、
そ
れ
が
σ
q
ぎ
－
忌
σ
Q
ゐ
嵩
占
ρ
で
あ
る
こ
と
は
課
目
O
刈
押
∪
℃
㎝
謡
（
問
表
参

　
照
）
な
ど
岡
じ
σ
Q
餅
㌣
9
α
Q
お
－
σ
q
餌
の
忌
σ
q
あ
昌
占
ρ
に
圓
す
る
記
事
と
の
対
照
に

　
よ
っ
て
異
論
の
余
地
な
く
立
証
さ
れ
る
。
類
似
の
手
続
き
に
よ
っ
て
四
つ
の
う
ち

　
三
つ
ま
で
明
確
に
風
σ
Q
あ
ロ
占
p
と
断
定
で
き
る
。

⑦
こ
の
判
断
は
本
耕
地
が
隔
年
休
耕
の
リ
ズ
ム
を
示
す
耕
地
で
あ
る
と
い
う
理
由

　
の
ほ
か
、
σ
Q
か
〒
H
睾
ぎ
の
み
の
検
地
詑
録
に
お
い
て
、
宋
尾
に
図
。
ロ
σ
q
ρ
7
三
が

　
現
わ
れ
る
の
は
、
他
に
例
の
な
い
特
殊
な
ケ
…
ス
で
、
お
そ
ら
く
第
二
・
第
三
範

　
曙
の
経
営
に
一
農
耕
年
内
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
た
め
の
処
澱
で
は
な
か
ろ
う

　
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
小
作
料
決
定
の
時

　
期
に
そ
れ
と
関
連
し
て
σ
q
雪
涛
自
。
の
検
地
が
行
な
わ
れ
た
例
外
的
な
鼠
食
と
考
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シュメール都市国家時代最末期ラガシュにおける農耕年視点の確立（山本）

　
え
ら
れ
る
。

⑧
＜
》
目
下
8
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
ラ
ガ
シ
ュ
に
お
け
る

　
土
地
制
度
研
究
へ
の
一
序
論
」
（
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
一
六
巻
二
号
）
畦
証
鱒
参
照
。

⑨
吉
川
守
「
客
。
o
ぴ
ρ
σ
旨
。
乱
撃
○
舜
碁
舞
凶
。
訟
6
。
糞
ω
に
お
け
る
文
法
術
語
に

　
つ
い
て
（
阻
）
1
窯
霞
ミ
頼
p
営
嘗
1
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
（
酉
洋
）
』
第
二

　
六
～
一
三
巻
（
一
九
六
六
～
七
～
）
）
参
照
。

⑩
た
と
え
ば
σ
q
ぎ
一
二
鈴
7
察
－
奉
－
譲
ム
幽
幽
で
は
、
同
じ
q
．
1
剴
に
黎
耕
牛
の

　
飼
料
麦
の
支
繊
記
録
が
あ
り
（
U
勺
q
卜
⊃
紫
）
、
σ
q
節
亭
2
7
α
q
口
ゐ
象
昌
占
脚
に
は
二
都

　
分
に
分
け
て
検
地
さ
れ
た
お
～
謀
σ
冒
の
σ
q
δ
巴
。
。
一
－
σ
q
9
鳳
σ
Q
－
睾
占
ρ
の

　
検
地
記
録
が
あ
り
（
U
勺
頓
O
㎝
）
、
ま
た
σ
q
簿
亭
α
q
凶
－
℃
》
】
）
－
U
d
に
は
腿
σ
口
『
謀
搾
賃

　
の
胃
弓
『
H
（
学
》
の
配
分
予
定
記
録
（
∪
勺
α
c
o
ト
ニ
聾
）
が
あ
っ
て
、
＜
》
月
蕊
Q
。
卜
。
の

　
夫
々
の
耕
地
の
記
事
を
第
三
検
地
時
期
に
鐙
く
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
こ
と
を
示

　
し
て
お
り
、
反
証
の
あ
る
耕
地
は
一
つ
も
な
い
。

＠
　
σ
q
箇
亭
置
－
》
の
意
義
と
農
耕
年
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
細
に

　
問
題
に
す
る
。

⑫
こ
こ
で
前
稿
第
エ
表
に
お
い
て
収
穫
翻
収
納
H
伽
¢
嵩
く
o
q
欄
に
詑
入
し
た
密
『

　
H
爵
は
、
ホ
稿
の
暗
点
で
は
こ
の
第
四
検
地
期
の
収
穫
颪
前
の
検
地
記
録
と
判

　
召
し
た
こ
と
に
も
う
一
度
言
及
し
て
お
く
。
第
…
章
註
⑯
参
照
。

⑬
σ
Q
曾
詠
㊦
お
よ
び
他
の
二
種
（
σ
Q
雪
ム
ρ
α
Q
辱
α
q
g
人
H
阜
）
ヨ
臼
μ
）
の
う
ち
一
硬
以

　
上
の
耕
地
を
含
ん
で
こ
の
両
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
検
地
さ
れ
た
最
大
の
耕
地

　
は
、
σ
q
雪
－
α
㍗
南
学
9
・
ヨ
び
鶏
嵩
で
、
罐
σ
冒
に
達
す
る
が
、
他
の
土
地
文
書
で
は

　
置
ぴ
冒
雪
ぐ
b
。
誌
鐸
（
∪
り
α
Q
。
ρ
q
憾
l
H
H
H
）
が
最
大
醸
積
で
あ
る
（
第
V
蓑

　
コ

　
B
参
照
。
ま
た
累
陣
．
H
Q
。
H
に
つ
い
て
い
え
ば
σ
q
か
亭
α
9
σ
q
－
¢
7
ρ
”
幽
㊤
σ
冒

　
　

　
路
欝
轟
㌣
σ
q
曾
　
の
記
載
に
対
し
て
、
他
記
録
中
最
大
の
衝
積
は
g
。
ぴ
弩
（
＜
》
門

　
畿
b
。
9
d
噛
l
H
H
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
種
類
だ
け
で
両
大
検
地
紀
録
に

　
記
録
さ
れ
た
揚
銭
に
も
、
他
記
録
の
数
倍
に
達
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑭
O
℃
q
鳶
で
は
撃
自
身
亭
魯
の
ほ
か
、
特
に
σ
q
ぎ
出
鼻
ム
ロ
凸
が
ウ
ル
カ

　
ギ
ナ
の
エ
ン
シ
治
世
互
任
－
、
ル
ガ
ル
治
世
1
』
ヰ
、
同
治
世
且
年
の
三
年
間
二
濃
耕

　
年
に
関
し
て
、
第
一
・
第
二
範
瞬
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る

　
　
　
　
　
コ

　
（
第
V
表
A
、
特
に
ω
門
霞
H
ω
c
。
曽
U
勺
鐙
N
O
℃
α
㊤
刈
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　

⑮
幻
8
0
“
伊
憶
α
・
嵩
ρ
害
ド
囲
ω
O
空
一
　
記
録
と
も
に
畜
話
率
p
の
語
は
厳

　
存
し
て
い
て
、
収
穫
が
行
な
わ
れ
た
土
地
で
あ
る
と
は
ど
こ
に
も
記
ざ
れ
て
お
ら

　
ず
、
σ
q
帥
剛
μ
鰍
。
導
飾
山
で
あ
る
点
に
関
し
て
は
第
三
検
地
二
期
の
場
合
と
何
の
差

　
異
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
録
を
収
穫
後
の
納
入
・
検
地
の
記
録
と
す
る
べ
き
根
拠

　
は
何
も
な
い
。
こ
れ
ら
が
収
穫
直
前
の
、
小
作
料
の
詳
細
な
内
容
決
定
の
た
め
の

　
査
定
記
録
で
な
い
と
す
れ
ば
、
詳
細
な
小
作
料
の
査
定
は
い
つ
行
な
わ
れ
た
の
か
。

　
そ
の
よ
う
な
査
定
期
と
し
て
は
収
穫
直
前
の
第
幽
検
地
時
期
以
外
に
あ
り
え
な
い

　
の
で
あ
る
。

⑯
隔
年
休
耕
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
第
三
章
で
あ
ら
た
め
て
問
題
に
す
る
。

⑰
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
一
暦
年
内
で
の
収
穫
を
論
理
的
に
否
定
し
去
っ
た
の
で
は

　
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。
他
方
、
一
難
耕
年
内
の
主
穀
類
の
二
毛
作

　
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
記
録
は
遂
に
見
出
せ
な
か
っ
た
。

⑬
》
弓
。
⑦
σ
Φ
押
窪
ω
8
乱
費
。
鰯
。
・
Q
っ
ε
象
8
（
》
ω
窓
）
’
9
凹
。
p
σ
q
p
お
傘
署
．
日
。
。
ご

　
蜀
．
ω
o
プ
。
犀
N
℃
U
富
ω
貯
巳
昏
鐸
同
α
o
『
ω
ロ
ヨ
Φ
鼠
ω
o
げ
。
昌
図
鵠
α
Q
o
話
口
く
g
げ
帥
な
搬
餌
ゆ
メ
Φ

　
（
囚
。
ロ
甘
σ
q
p
諜
。
ロ
ω
℃
同
鮮
ゆ
呂
①
）
曽
ω
娼
o
N
圃
。
鵠
α
ρ
同
σ
q
巴
。
σ
q
汁
㊤
p
鎌
霞
H
．
ロ
コ
山
娼
’

　
切
。
目
導
（
国
占
鵠
α
試
φ
－
円
O
ロ
甘
σ
q
P
詫
O
昌
ソ
一
｝
肖
戴
津
Φ
（
竃
く
諺
O
G
Q
ρ
b
っ
）
”
お
O
o
ρ

　
ω
■
①
ω
（
一
1
0
碁
ユ
④
ω
〆
＜
p
ω
ω
o
『
・
D
ソ
U
℃
零
q
H
凱
国
。
H
．
Q
o
a
o
P
ω
鐸
ヨ
㊦
凱
坦
口

　
勺
8
〈
興
ぴ
ω
讐
弓
げ
出
p
山
㊦
H
℃
ぼ
2
こ
口
ρ
一
’
o
Q
刈
ロ
。
け
。
蒔
…
ψ
り
’
ノ
＜
p
岸
Φ
話
噛
芝
暮
＄

　
o
｛
U
曽
屋
㊤
”
跨
コ
○
峯
田
脚
び
覧
。
鐵
ρ
鋤
》
H
o
甑
く
Φ
U
Φ
p
｝
ヨ
σ
q
芝
諦
げ
H
匿
お
騨
諜
。
鈍

　
団
巴
①
累
㊦
帥
H
閨
器
富
邑
μ
国
。
ω
①
p
婦
。
げ
①
ω
嘲
餅
お
刈
ρ
憎
℃
．
に
①
津

⑲
い
ゆ
巳
ω
9
茜
聲
。
や
。
凶
f
一
昌
｝
累
閂
ω
〈
囲
囲
押
や
b
。
ざ
’

⑳
国
蒔
窪
ω
繊
鈍
属
ρ
切
島
9
H
H
H
．
ω
．
目
ド

⑳
冒
ω
焦
］
W
p
器
が
≧
伴
誓
日
9
・
・
。
｝
δ
≦
三
。
。
。
冨
h
葺
㊦
簿
。
髭
ω
訂
σ
q
器
9

　
（
目
》
ω
♂
く
い
y
o
Q
ε
a
餌
℃
o
乞
P
図
。
日
。
．
お
刈
ひ
⊃
◎
o
D
●
H
8
N
煽
舅
α
■
嵩
9
剖
ム
．
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⑫
　
瓢
涛
．
目
Q
♪
H
の
穴
耕
地
の
中
で
は
、
他
に
σ
q
か
早
山
巳
」
》
σ
－
偽
の
場
合
も
見
事

　
な
例
証
を
与
え
る
。

　
　
　
　
コ

⑭
　
第
転
移
B
と
後
出
の
第
M
表
A
タ
イ
プ
中
の
σ
q
助
〒
鐙
『
α
q
白
み
母
の
簡
略
化
し

　
　
　
　
　

　
た
表
と
を
対
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
リ
ズ
ム
の
実
態
を
考
究
す
れ
ば
、
暦
年
上
二
年

　
に
わ
た
る
一
耕
作
年
と
、
同
じ
く
二
年
に
わ
た
る
穀
物
休
耕
年
と
が
析
出
す
る
の

　
で
あ
る
。

　
　
　
　
コ
　

⑳
第
恥
表
B
註
参
照
。

　
　
　
　
　
く

⑳
　
＜
諺
8
ミ
一
り
（
r
弊
－
囲
囲
）
・
①
σ
q
雪
－
α
貯
隊
目
め
ヨ
σ
胃
ξ
に
関
す
る
記
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

⑳
こ
の
計
算
に
つ
い
て
は
第
盟
表
A
G
q
弾
至
剛
9
昌
点
σ
の
悶
O
．
H
o
。
躰
（
い
．
一
＜
囲
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
記
纂
お
よ
び
本
稿
一
九
ペ
ー
ジ
、
ま
た
U
O
一
華
⑦
劃
O
H
ω
℃
㎝
や
H
Q
Q
参
照
。

⑳
の
目
出
H
ω
o
。
と
】
）
三
曹
ω
と
に
お
け
る
σ
q
餅
口
占
甚
ム
ρ
山
の
面
積
の
差
に
つ

　
　
　
　
　
　

　
い
て
は
表
V
註
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
ぐ

⑱
　
α
Q
雪
－
謀
－
諺
と
灌
水
㊤
9
山
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
く
》
唐
橋
露
q
（
φ
・
H
・
I
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
の
末
尾
、
H
臣
－
諺
帥
旨
σ
胃
ρ
伽
甲
餌
（
第
皿
衷
A
、
第
W
表
第
一
検
地
時
期
第
七
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
参
照
）
な
る
表
現
は
G
q
昏
り
－
島
伝
が
何
で
あ
る
か
、
も
っ
と
も
明
確
に
示
し
て

　
い
る
。
ま
た
ω
ρ
霞
①
P
日
。
℃
o
σ
q
冨
や
三
Φ
：
●
（
「
は
じ
め
に
」
註
③
既
出
）
、
℃
℃
。
遷
断
．

　
お
よ
び
諺
ロ
ヨ
噛
b
。
H
◎
N
嵩
参
照
。

㊥
　
こ
の
こ
と
は
8
b
ご
器
興
の
解
す
る
よ
う
に
、
閏
9
嵩
ρ
H
×
劇
の
目
器
爵
7

　
｝
【
玄
を
、
傷
興
N
ご
。
7
α
臼
悶
窪
O
暮
σ
O
α
O
コ
9
＜
8
、
と
す
る
と
き
（
諺
o
Q
開
炉

　
の
。
揖
g
。
鴎
9
）
、
ま
こ
と
に
意
義
深
い
（
第
W
表
第
四
検
地
時
期
第
七
項
参
照
）
。

第
三
章
　
隔
年
休
耕
シ
ス
テ
ム
の
析
出
－
耕
作
リ
ズ
ム
の
三
タ
イ
プ
を
め
ぐ
っ
て
一

　
以
上
、
前
一
一
章
の
論
証
を
通
じ
て
我
々
は
愚
稿
の
第
1
表
で
と
り
あ
げ
た
一
九
九
の
土
地
経
営
関
係
記
録
を
、
灌
概
水
路
工
事
に
関
す
る
文

　
　
　
　
①

書
を
除
い
て
す
べ
て
、
農
耕
年
上
四
時
期
に
分
け
て
理
解
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
四
時
期
と
は
O
σ
q
い
盛
暑
－
諺
の
検
地
・
配
分
の
時
期
、
す
な
わ
ち
新
た
に
耕
作
さ
れ
る
耕
地
が
賦
－
跨
状
態
に
置
か
れ
た
時
期
、
⇔
　
黎
耕

・
播
種
の
時
期
す
な
わ
ち
、
黎
耕
・
播
種
の
た
め
の
麦
類
支
出
記
録
や
σ
q
曾
α
q
富
巴
ω
一
－
σ
q
ゆ
薯
臼
量
σ
q
㊤
H
肖
p
の
検
地
記
録
が
属
す
る
時
期
、

⇔
　
黎
耕
・
播
種
と
同
じ
年
に
属
す
る
、
麦
の
成
育
期
、
㈱
　
黎
耕
・
播
種
の
翌
年
の
、
麦
が
十
分
に
成
育
し
、
や
が
て
収
穫
－
収
納
が
行
な

わ
れ
る
時
期
の
四
つ
で
あ
る
。
読
者
は
こ
の
四
時
期
に
、
前
章
で
取
扱
っ
た
四
検
地
時
期
が
見
事
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
で
あ

ろ
う
。
各
検
地
期
が
農
耕
年
上
し
た
が
っ
て
ま
た
土
地
経
営
上
重
要
な
節
目
に
あ
た
る
と
云
っ
た
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
と
を
一
爵
瞭
然
な

ら
し
め
る
た
め
に
、
各
耕
地
別
に
全
記
事
を
記
号
化
し
て
こ
の
四
期
に
分
か
つ
一
覧
表
を
作
成
し
て
み
た
。
記
号
は
σ
q
魅
甲
ご
－
》
関
係
記
事

を
♪
σ
q
償
9
。
。
帥
お
よ
び
り
毎
ヨ
毒
σ
q
母
関
係
を
ゆ
～
P
σ
q
魅
⇔
澄
旨
偽
由
の
検
地
な
い
し
配
分
記
録
を
膨
、
収
穫
晒
収
納
関
係
記
録
を
司
、

灌
概
水
路
工
事
関
係
記
録
を
○
と
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
全
部
を
示
す
余
裕
が
な
い
の
で
、
代
表
的
な
六
親
地
の
例
の
み
を
取
上
げ
て
第
M
表
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と
し
た
。

　
垂
雪
に
取
上
げ
た
六
耕
地
の
う
ち
σ
q
似
苧
巳
㌣
体
ダ
α
q
似
⇒
占
－
σ
q
蒔
－
σ
q
P
”
α
q
9
嵌
£
－
σ
q
甲
訂
が
お
よ
び
σ
Q
似
ロ
ム
甲
訟
雫
帥
ヨ
び
鴛
置
の
四
耕
地
の
記
事
一

覧
表
は
既
に
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
こ
の
記
号
化
さ
れ
た
表
と
比
較
対
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
堂
島
水
路
工
事
関
係
記
録
G
及
び
σ
Q
餌
甲
α
p
㈹
－

σq

痰
ｰ
舞
（
ρ
Y
σ
q
雪
（
置
－
）
－
学
監
の
検
地
記
録
（
ρ
）
を
除
い
て
、
他
の
す
べ
て
の
記
事
が
そ
れ
ぞ
れ
、
σ
Q
霞
目
馳
》
の
検
地
・
配
分
か
ら
収

穫
親
収
納
に
い
た
る
耕
作
上
の
四
つ
の
時
期
に
正
確
に
帰
属
す
る
有
様
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
W
表
左
欄
に
そ
の
結
果
を
記
し
た
よ
う
に
、
耕
地
別
記
事
一
覧
表
、
特
に
そ
れ
の
簡
略
化
で
あ
る
記
号
化
耕
地

別
一
覧
表
か
ら
、
当
時
の
土
地
経
営
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
二
個
以
上
の
治
世
年
の
明
か
な
記

録
を
持
つ
四
六
の
耕
地
中
三
〇
耕
地
の
記
事
が
、
少
く
と
も
穀
物
耕
作
に
関
し
て
、
完
全
に
隔
年
休
耕
の
リ
ズ
ム
を
以
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
、
換
言
す
れ
ば
こ
れ
ら
三
十
耕
地
に
は
二
農
耕
年
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
穀
物
耕
作
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
網
目
を
入
れ
た

隔
年
休
耕
想
定
年
に
は
、
四
期
に
分
か
っ
た
耕
作
活
動
が
一
つ
も
現
わ
れ
な
い
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
こ
の
三
〇
耕
地
の
う
ち
二
〇
耕
地
が
、
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
Φ
昌
鰍
治
世
－
年
に
収
穫
が
行
な
わ
れ
る
タ
イ
プ
、
　
一
〇
耕
地
が
翌
年
の
ウ

ル
カ
ギ
ナ
の
冨
σ
Q
巴
治
世
－
年
に
収
穫
が
行
な
わ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
っ
て
、
耕
地
別
の
隔
年
休
耕
は
、
α
－
巳
…
戯
b
d
甲
げ
2
組
織
が
毎
年
耕
作

活
動
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
と
何
等
矛
盾
し
な
い
。
前
者
を
A
タ
イ
。
フ
と
し
、
後
者
を
B
タ
イ
。
フ
と
呼
ぶ
。
し
か
し
四
六
耕
地
中
に
は
A
、
B

両
タ
イ
プ
に
属
さ
な
い
第
三
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
A
、
B
両
タ
イ
プ
の
ご
と
き
隔
年
ご
と
の
休
耕
の
リ
ズ
ム
が
破
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
数
は
十
六
耕
地
に
達
す
る
。
即
ち
全
体
の
％
強
で
あ
る
。
こ
れ
を
C
タ
イ
プ
と
よ
ぶ
と
、
こ
の
C
タ
イ
プ
の
耕
地
で
は
、

一
見
達
年
耕
作
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
検
地
・
配
分
記
録
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
表
W
に
示
し
た
よ

う
に
A
タ
イ
プ
と
B
タ
イ
プ
と
が
複
合
さ
れ
た
耕
地
、
す
な
わ
ち
A
タ
イ
プ
の
リ
ズ
ム
を
持
つ
耕
地
部
分
と
B
タ
イ
．
フ
の
リ
ズ
ム
を
有
す
る
耕

地
部
分
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
複
合
耕
地
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
当
時
の
耕
地
の
主
要
部
分
で
、
宝
物
耕
作

に
つ
い
て
隔
年
ご
と
の
休
耕
（
h
ρ
一
一
〇
づ
♪
　
O
一
①
　
切
層
㊤
O
げ
O
）
シ
ス
テ
ム
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
断
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
隔
年
休
耕
に
関
し
て
は
、
問
題

の
二
大
検
地
記
録
ズ
障
・
H
O
。
H
と
U
男

零
ら
。
が
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て

く
れ
る
の
で
、
詳
細
に
分
析
し
て
み
よ

う
（
第
W
表
参
照
）
。

　
e
　
豊
門
．
H
ω
H
に
お
い
て
σ
q
邸
旨
－

刷
①
も
し
く
は
σ
q
似
昌
－
㌣
α
q
胃
の
状
態
の

み
が
検
地
さ
れ
た
二
耕
地
は
A
タ
イ
プ

の
リ
ズ
ム
を
持
つ
。
2
貯
●
H
G
。
H
に
は
、

αq

｢
㌣
α
p
σ
q
…
若
し
く
は
σ
q
餅
早
日
暮
状

態
の
み
で
検
地
さ
れ
る
耕
地
は
な
い
。

　
⇔
U
M
α
刈
。
。
に
お
い
て
恩
早
似
Φ

状
態
の
み
で
検
地
さ
れ
た
三
耕
地
中
、

二
以
上
の
記
録
を
有
す
る
唯
一
の
耕
地

αq

ﾝ
⇔
出
日
－
目
Φ
山
p
σ
q
占
亭
除
は
B
タ
イ
プ

の
リ
ズ
ム
を
有
し
、
σ
q
似
㌣
山
口
σ
Q
－
σ
ギ
げ
胃

の
み
が
検
地
さ
れ
た
耕
地
九
、
σ
Q
魅
亭
録
－

日
暮
状
態
の
み
で
検
地
さ
れ
た
耕
地

一
の
う
ち
、
二
以
上
の
記
事
を
有
す
る
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　　　　　　　　　　　　第VI表耕作リズムの三タイプ
ERentarzi Lug♂1罰nda　　　　　　治世年代

sw㍗耕地名 皿 耳 V 1 且 皿

A　Tンpeこ20　fie旧s 魎華
61『観

翌部[ 魎華
§e

k収ﾄ
u
納
a

㌧i露聖A塑陰u

層
1
魂
a

蜘一晦一幼（15tablets）
B■D

a2C覧

gar§a．一9α一tur（16t）

FF
eF
eF
e

D F

B　Type：ユO　fields 栄華 発r収

Lロ納 魎輪収
巾
納
a

魎静

岡一tuτ一gU－e‘in－n註（10t．） F
F

G

9巨臓＋gig－ga　（12の

1㌦ B。

@D

CType〔d。ロble）＝16　f毫elds （16fieldsのうち　10はBが優勢，特に幽u－1・ln－naのように圧倒li’」にBが優勢なものが4っある。｝

i
E

G
G

9証rda－tir－ambar〔欺）

冾P・5） … G

脚一rin¶a（ユ3t．）

@　　　（謝：9） 1
1

E星

｝
B1

凡例
（1）　A：　gan－ki－A；　Bo：gan　gisali　一si／si－ga；Bi：ge　gu4／aRge　kfi　gisal　si－ga，　B2；gu4／ange

Ee　：　ga’　n一　ge　；　E　：　gan　ge　mi　一a　；　Oi　：　gan－dag　（一gig－bar／一LAK　449十e十BA）　；　02　：　gan－

　A（・gan－ki－A），　E（＝ga聴e　nユti－a）の右下に付した数字は夫々，1：ni9－en－na，2：kurs、

｛2｝各符号の右に付した～は年代に問題のあるものを示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳｛3｝複数の記号を□で囲ったものは，複数の内容が1タブレットに含まれていることを示す。

四
耕
地
は
、
反
対
に
、
四
耕
地
と
も
A

タ
イ
プ
に
属
す
る
。

　
以
上
二
つ
の
基
本
的
事
実
は
、
。
p
魅
ロ
ー

山
p
α
q
…
が
一
種
の
休
耕
状
態
で
、
言
っ

て
み
れ
ば
雑
草
休
閑
地
で
あ
る
と
す
る
、

第
一
・
二
章
で
言
及
し
た
語
学
的
解
釈

と
一
致
し
、
隔
年
休
耕
が
実
際
に
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
。
耕
作

の
記
録
が
欠
け
て
い
る
年
が
隔
年
毎
に

存
在
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
欠
け

て
い
る
べ
き
年
に
、
σ
q
い
苧
α
㊤
σ
q
…
な
る

休
耕
を
示
峻
す
る
状
態
に
お
い
て
実
際

に
検
地
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
の
検
地

記
録
の
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
。

　
⇔
　
両
検
地
記
録
に
お
い
て
σ
q
俸
昌
猷
①

と
α
q
餅
甲
α
ρ
σ
q
…
の
二
種
、
時
に
は
σ
q
勝
⇔

（
－
置
Y
目
q
昌
を
含
む
三
種
の
土
地
状
態

が
、
少
い
方
も
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
の

割
合
（
四
分
の
一
以
上
）
で
記
録
さ
れ
た
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第可表　螢ik．131とDP　573内容一覧表

（d）　Nil｛．131　（U．　erl）

工

工’

　
’韮
H

願

耕地　名

二と地状況

gan－lga－bur－ra－gurs

gan－dag－hi－a

ナ シ

gan－dul－dAb一“

gan－d亀n一寸b

gan－ga6－ga－tur

gan－e－ki－blr－ra

合計　面　積

　　　　　　　　

gan瞥se

binr iku

3 o

18 12

6 o

sag－din 9

39 16

工7 o

85 1

　ノ
gan－a－ga「

bkr　i　iku

49 12

49 12

gan－dag〔一LAK
　　　　ノ449÷・豆十BA〕

bitr ilcu

1 6

17｝5

2 5a｝

（gi　n）　mun

bbr iku

8

6 o

6 8

タブレ
ット数

2

5

10

15

16

2

耕作リズム

A（A　：2）

A（A　：5）

　　　A（A：9）
double：　Nik．　1　31

　　　A（A　：　14）

double：　Nik．　1　31

A（A　：　16）

Er61．ii］bl’tL　Nik．13i

　　　　A二1

（1｝1／2iku：脱落

（pt）　DP　573　（U．　L－1）

1

（
B
）

耕　地　名

土地状　況

（1）　gan－in－sar一

id

一ka

（2）　gi　n－um－me－zag－nu－si

（3）　gan－da－a－ra－li

　ド　　　　　　　　　

ga11瞥se

b恵r iku

6

2 3

∩
．
」 3

ecratl－a－gar

binr ilcu

gan－dag－

gig－bar

btir iku

（ki一）　mun

bUr iku
レ
数

ブ
ト

タ
ツ

1

3

王

耕作リズム

B（B　：　3）

鴨

（
。
。
O
㎝
）
薯



（
終
ヨ
）
輯
選
e
屡
、
奪
蕊
羅
畑
恋
魯
”
ゆ
託
恭
鮫
い
罧
鰻
麟
ど
撒
鳳
騒
懸
笹
鴇
ミ
：
ス
4
る

〔1｝9乞n－u蓉一gal　ktm－dEn－1重1－le－

@　　pad－da

＝
：
：

＝
＝
：
：

：
：
　
　
9
：

：
：
：

　　　2

o　…　一　一　㎝一
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九
耕
地
は
す
べ
て
二
以
上
の
記
録
を
有
す
る
が
、
そ
の
う
ち
、
四
以
上
の
記
録
を
持
つ
六
耕
地
の
う
ち
五
耕
地
ま
で
、
実
際
に
傷
。
昌
δ
旨
旨
げ
諺

で
耕
地
記
録
が
出
現
す
る
。

　
Q
⇔
の
結
果
を
⑬
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
創
○
昌
δ
旨
饗
げ
ヨ
の
耕
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
収
穫
期
の
検
地
に
お
い
て
、

麦
が
栽
培
さ
れ
た
耕
地
と
、
穀
類
が
栽
培
さ
れ
ず
、
雑
草
休
閑
さ
れ
て
い
る
部
分
と
の
二
種
類
、
も
し
く
は
不
毛
の
塩
地
を
含
む
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
複
合
経
営
こ
そ
が
、
α
O
g
菖
①
H
ξ
夢
白
の
実
態
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
耕
地
に
お
い
て
も
隔
年
休
閑
シ
ス
テ
ム

は
貫
徹
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
有
様
は
第
W
表
の
第
三
グ
ル
ー
プ
の
C
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

　
⑳
　
≧
ド
H
曽
に
お
い
て
二
種
類
の
状
態
で
検
地
さ
れ
た
四
耕
地
の
う
ち
、
σ
q
餅
甲
①
－
置
－
寓
サ
茜
一
耕
地
を
除
い
た
三
耕
地
は
何
れ
も
α
q
餅
㌣

澄
の
面
積
が
圧
倒
的
に
大
き
く
、
σ
Q
曾
－
母
σ
q
…
も
し
く
は
σ
q
似
ロ
ー
営
§
は
六
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
σ
q
魅
甲
踏
。
・
麟
ρ
占
霞
に
お
い
て
は
、
σ
q
貯
蔵
①
”

も。

ｳ
げ
貯
δ
辞
β
に
難
し
て
、
σ
q
似
亭
日
離
昌
は
G
。
触
目
に
過
ぎ
ず
、
実
に
九
十
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
耕
地
は
何
れ
も
十
以

上
の
記
事
を
有
す
る
の
に
、
窓
吋
．
H
G
。
H
以
外
で
は
α
o
蔦
げ
δ
夢
団
夢
目
で
は
現
わ
れ
ず
、
す
べ
て
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
①
口
獣
一
年
に
収
穫
が
行

な
わ
れ
る
A
タ
イ
プ
に
属
す
る
。

　
以
上
四
点
か
ら
の
考
察
に
よ
り
、
両
大
検
地
記
録
の
σ
q
曾
諏
①
は
ま
さ
し
く
「
麦
耕
地
」
「
麦
畠
」
の
意
で
あ
り
、
農
耕
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

言
え
ば
耕
作
年
に
属
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
σ
q
貯
－
◎
9
。
α
q
…
は
普
通
隔
年
ご
と
に
置
か
れ
る
雑
草
休
閑
地
が
史
料
に
記
録
さ
れ
た
稀
な
例
で
あ
っ

て
、
各
耕
地
に
検
出
さ
れ
た
三
つ
の
リ
ズ
ム
・
タ
イ
プ
に
こ
の
両
記
録
は
薄
書
に
裏
打
ち
を
し
て
、
リ
ズ
ム
上
、
耕
作
記
録
が
欠
け
て
い
る
年

が
ま
さ
し
く
休
耕
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
結
論
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
い
て
休
耕
シ
ス
テ
ム
が
取
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
碧
ρ
邸
譲
β
シ
リ
ー
ズ
町
史
9
餅
押
b
。
b
。
h
の
記
述
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

切
・
び
露
玉
び
鶏
σ
q
段
ら
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
レ
・
サ
ル
ゴ
ン
期
に
も
組
織
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
ま
で
十

分
に
検
討
・
究
明
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
一
見
連
年
耕
作
の
ご
と
き
記
事
を
有
し
な
が
ら
、
霊
園
．
H
。
。
ピ
∪
℃
零
Q
。
の
分
析
と
諸

記
事
と
の
照
応
に
よ
っ
て
複
合
的
な
休
耕
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い
る
耕
地
の
存
在
す
る
こ
と
な
ど
は
、
全
く
予
想
さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
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こ
こ
に
A
・
B
・
C
三
タ
イ
プ
の
検
出
と
二
大
特
異
検
地
記
録
と
の
照
応
の
究
明
を
以
っ
て
原
則
的
に
隔
年
ご
と
の
休
耕
シ
ス
テ
ム
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
が
は
じ
め
て
結
論
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
休
耕
を
指
す
一
定
の
語
彙
も
確
定
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
手
続
き
を
も
っ
て
農
耕
年
設
定
上
の
最
後
の
難
問
と

し
て
の
休
耕
に
関
す
る
問
題
が
す
べ
て
解
決
し
た
訳
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
複
数
の
記
事
を
有
す
る
す
べ
て
の
耕
地
に
お
い
て
隔
年
休
耕
シ
ス

テ
ム
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
で
き
た
こ
と
を
以
っ
て
休
耕
に
関
す
る
結
論
と
し
た
い
。
以
上
の
論
証
に
よ
っ
て
一
見
連
年
耕
作
が
行

な
わ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
耕
地
に
お
い
て
も
隔
年
休
耕
シ
ス
テ
ム
が
一
貫
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
訳
で
あ
る

が
、
こ
の
論
述
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め
に
、
代
表
的
な
例
で
あ
る
σ
q
診
－
α
甲
賦
7
餌
ヨ
9
㌦
．
肖
の
記
事
一
覧
表
を
最
後
に
取
上
げ
て
お
こ
う

（
第
V
表
⑧
参
照
）
。

　
ま
つ
ル
ガ
ル
ア
ソ
ダ
治
世
豆
年
に
一
箇
、
続
い
て
同
馬
蝉
に
二
箇
の
灌
概
用
水
路
の
改
修
工
事
に
関
す
る
記
録
が
現
わ
れ
る
。
こ
の
点
だ
け

に
属
を
奪
わ
れ
れ
ば
、
こ
の
耕
地
は
＝
見
連
年
耕
作
例
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
耕
地
は
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
冨
σ
q
巴
治
世
玉
響
の
問
題
の

記
録
∪
℃
宅
し
。
り
臼
に
お
い
て
昏
。
刈
ぴ
貯
σ
q
慶
賀
諏
ρ
卜
。
『
げ
貯
σ
q
餌
昌
－
α
9
σ
Q
麟
誠
む
胃
σ
q
照
門
α
p
－
訟
目
山
8
σ
鴛
恩
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
上
来
述
べ
て
き

た
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
本
耕
地
は
「
麦
耕
地
」
「
麦
畑
」
が
ト
。
刈
げ
旨
、
草
の
生
い
茂
っ
て
い
る
荒
蕪
地
す
な
わ
ち
雑
草
休
閑
地
が
同
面
積
の
ト
。
刈

げ
貯
検
地
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
後
潜
こ
そ
ま
さ
に
我
々
の
求
め
る
休
閑
地
で
あ
っ
た
。

　
本
σ
q
餅
亭
α
甲
詰
ツ
p
9
鍔
掴
に
関
し
て
注
議
さ
れ
る
の
は
こ
の
U
b
巽
ω
の
検
地
記
録
に
お
け
る
門
菱
畑
」
と
休
閑
地
と
の
二
種
類
の
土
地

状
態
で
の
記
録
と
な
ら
ん
で
、
ウ
ル
カ
ギ
ナ
巫
年
と
推
定
さ
れ
る
∪
℃
α
○
。
O
と
同
W
年
と
推
定
さ
れ
る
O
℃
α
Φ
b
。
と
の
断
絶
関
係
で
あ
る
。

こ
の
両
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
治
世
岩
の
名
を
欠
い
て
い
る
が
、
前
者
で
は
φ
㍗
。
切
甲
げ
帥
G
・
り
H
σ
q
ζ
押
澄
堅
ヨ
団
－
語
①
の
出
現
に
よ
り
、
ま
た
後
者
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

似
？
旨
郎
蜘
ざ
ポ
跨
℃
H
窯
・
び
跨
σ
Q
｛
α
－
α
㊤
。
し
d
甲
げ
£
な
る
注
記
に
よ
り
、
ま
た
両
文
書
と
も
そ
の
他
の
人
名
に
よ
っ
て
ウ
ル
カ
ギ
ナ
時
代
と
断
定

す
る
こ
と
に
何
人
と
い
え
ど
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
U
娼
㎝
G
。
O
は
三
範
麟
全
部
に
わ
た
る
国
－
諺
の
検
地
認
録
で
あ
り
、
そ
の
面
積
は
合
計
謀
σ
旨
刈
H
＼
b
。
郎
煽
で
あ
る
。
次
年
の
U
℃
α
⑩
b
。
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は
百
ポ
及
び
諺
℃
H
属
・
ピ
諺
似
①
ヨ
郎
山
の
合
計
薩
げ
警
語
の
検
地
記
録
で
あ
り
、
面
積
・
人
名
が
重
な
ら
ず
、
ま
た
砥
争
ヨ
争
ρ
記
録
の
例
か

ら
し
て
暦
年
の
後
半
に
属
し
（
第
w
表
第
三
検
地
時
期
参
照
）
前
年
の
前
半
に
属
す
る
σ
q
餅
苧
ぼ
－
諺
の
記
録
∪
育
苗
◎
。
O
と
は
同
一
耕
作
年
に
属
す

る
こ
と
は
な
い
。
し
か
も
面
積
・
人
名
が
ま
っ
た
く
断
絶
す
る
こ
と
は
、
同
じ
σ
Q
似
寄
α
甲
羅
ツ
p
露
ぴ
9
㌦
．
剛
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
別
耕
区
で
あ

る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

　
以
上
U
勺
宅
。
。
に
お
け
る
二
種
類
の
土
地
状
態
で
の
倹
地
、
及
び
U
隔
地
。
。
9
∪
男
工
⑩
b
。
の
対
比
の
二
点
の
考
察
に
よ
っ
て
、
一
見
休
耕
年

が
置
か
れ
な
い
よ
う
に
見
え
た
σ
q
卍
字
α
甲
賦
同
山
日
び
憂
心
に
も
実
際
に
は
休
耕
年
が
隔
年
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
断
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
灌
概
水
路
工
事
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
農
耕
年
リ
ズ
ム
の
観
点
と
第
一
種
　
　
嵩
ρ
ま
た
働
①
門
ω
；
｝
山
開
o
Q
＜
H
H
押
℃
．
卜
。
。
。
O
参
照
。
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い

　
　
澄
む
餌
表
が
暦
年
の
後
半
に
の
み
支
給
さ
れ
て
い
る
嘉
実
と
に
基
い
て
、
　
一
応
第
　
　
　
　
　
る
の
は
六
ケ
月
間
の
休
閑
で
あ
る
と
い
う
（
蜜
ω
い
H
＜
層
Q
o
凸
同
切
一
）
。
こ
の
間
脳
に

　
　
M
表
の
よ
う
に
休
耕
年
の
暦
年
後
半
と
し
た
が
、
詳
し
く
は
再
考
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
深
入
ウ
す
る
た
め
に
は
野
菜
・
果
樹
な
ど
と
の
組
合
せ
の
問
題
に
立
ち
い
ら
ざ
る

　
②
　
切
ピ
零
山
ω
σ
①
茜
。
斜
U
δ
ω
〇
二
①
9
舞
八
け
仲
旅
ロ
（
鑑
o
Q
U
回
く
y
Q
Q
・
欝
’
麟
ど
　
　
　
　
を
得
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち
い
ら
な
い
で
お
く
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
前
稿
に
お
け
る
土
地
関
係
文
書
の
年
代
と
三
蓋
躊
を
縦
枠
・
聖
訓
と
す
る
一
覧
表
作
成
の
あ
と
を
受
け
て
、
以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
プ
レ
・

サ
ル
ゴ
ソ
期
の
ラ
ガ
シ
ュ
の
土
地
経
営
関
係
記
録
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
綜
観
的
視
点
と
し
て
の
農
耕
年
視
点
の
確
立
の
作
業
を
行
な
っ
て
き
た
結

果
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
一
耕
作
年
の
確
実
な
始
期
指
標
と
し
て
の
σ
q
い
甲
甑
σ
Q
あ
旨
占
餌
に
お
け
る
黎
耕
・
播
種
作
業
の
暦
年
上
の
時
期
は
第
四
か
ら
第
八
の

月
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
黎
耕
は
第
四
・
第
五
か
月
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
黎
耕
・
播
種
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
誌
上
の

位
置
は
叶
Φ
馨
暮
ぞ
Φ
に
六
月
－
九
月
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
二
に
、
一
耕
作
年
の
終
期
は
臼
σ
q
あ
昌
占
ρ
耕
地
の
地
類
の
収
穫
臆
収
納
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
小
作
地
跨
娼
固
翼
・
U
跨
の
小
作
料
の
納
入
に

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
附
随
し
た
収
穫
直
前
の
σ
Q
診
戦
野
争
9
・
や
、
収
穫
前
後
と
考
え
ら
れ
る
耕
地
全
般
の
検
地
も
ま
た
広
い
意
味
で
収
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穫
期
に
属
し
、
い
ず
れ
も
暦
年
上
、
黎
耕
・
播
種
の
翌
年
に
属
す
る
こ
と
、
換
慣
す
れ
ば
大
麦
耕
作
を
主
と
す
る
一
農
耕
年
は
暦
年
上
二
年
に

わ
た
る
こ
と
が
、
収
穫
期
の
大
規
模
な
収
穫
－
収
納
記
録
お
よ
び
同
規
模
も
し
く
は
よ
り
大
規
模
な
検
地
記
録
数
個
を
手
掛
り
と
し
て
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
第
三
に
、
主
要
な
土
地
経
営
関
係
記
録
の
一
で
あ
る
検
地
記
録
は
、
上
述
の
よ
う
に
明
確
な
始
期
で
あ
る
黎
耕
・
播
種
お
よ
び
確
実
な
終
期

指
標
で
あ
る
収
穫
－
収
納
に
直
接
結
び
つ
く
、
暦
年
を
異
に
す
る
二
つ
の
検
地
時
期
の
ほ
か
に
、
叙
説
の
前
の
、
黎
耕
・
播
種
を
容
易
に
し
、

か
つ
麦
の
成
育
を
保
証
す
る
た
め
に
灌
概
に
よ
っ
て
十
分
置
を
含
ま
せ
ら
れ
た
σ
q
雪
涛
学
》
状
で
の
検
地
と
、
麦
が
発
芽
し
て
叢
る
程
度
収
穫

の
見
通
し
が
っ
く
こ
ろ
の
、
暦
年
上
黎
耕
・
播
種
と
同
じ
年
に
属
す
る
謬
白
⇔
幽
状
で
の
検
地
と
の
二
つ
の
検
地
時
期
が
あ
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
一
農
耕
年
の
検
地
に
は
、
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
四
つ
の
検
地
時
期
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
農
事
築
上
ま
た
土
地
経
営
上
の
重
要
な
節
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
豊
島
ロ
幽
の
検
地
記
録
は
従
っ
て
σ
Q
雪
即
自
。
お
よ
び
σ
q
鉢
亭
》
勺
剛
堅
・
い
跨
の
配
分
記
録
お
よ
び

巳
σ
q
あ
苧
舜
の
収
穫
面
積
割
当
予
定
記
録
な
ど
年
内
の
も
の
と
、
播
種
の
翌
年
に
属
す
る
収
穫
期
の
も
の
と
二
時
期
・
二
種
類
に
分
か
れ
る
の

で
あ
る
。

　
第
四
に
、
以
上
三
つ
の
論
点
の
解
明
の
結
果
、
心
学
水
路
改
修
工
事
以
外
の
す
べ
て
の
土
地
経
営
関
係
諸
作
業
と
そ
の
記
録
は
、
あ
た
か
も

検
地
の
四
時
期
と
相
呼
応
す
る
よ
う
に
、
e
耕
作
の
準
備
段
階
と
し
て
の
σ
Φ
芝
霧
ω
Φ
詳
①
ω
閃
①
｝
Ω
で
あ
る
σ
q
い
甲
ご
5
段
階
、
◎
牽
耕
・
播
種

段
階
、
⇔
種
麦
が
発
芽
・
成
育
し
始
め
、
成
育
状
況
の
或
る
程
度
の
兇
通
し
が
っ
く
段
階
、
㈱
播
種
の
翌
年
の
成
熟
・
収
穫
期
の
四
期
に
分
属

す
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。

　
第
五
に
、
上
述
の
暦
年
上
二
年
に
わ
た
る
一
耕
作
年
は
筆
者
が
確
認
し
え
た
二
箇
以
上
の
記
事
を
有
す
る
耕
地
四
六
す
べ
て
に
対
し
て
、
隔

年
休
耕
年
を
は
さ
ん
で
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
特
に
一
見
連
年
耕
作
が
行
な
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
タ
イ
プ
の
十
六
耕
地
も
、

隔
年
休
耕
を
組
織
的
に
は
さ
む
刷
々
の
耕
区
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が
、
霧
〆
H
鴇
と
σ
℃
窃
刈
ω
の
記
事
の
分
析
と
諸
記
事
の
総
合
的
考
察

に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
た
。
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以
上
五
つ
の
論
点
の
解
明
に
よ
っ
て
、
第
四
・
第
五
の
月
と
し
た
津
率
＆
苧
畿
戯
①
由
訟
轟
9
お
よ
び
津
苧
σ
q
～
己
¢
－
げ
や
ヨ
係
由
に
お
け
る
黎
耕

に
始
ま
り
、
翌
年
の
第
二
の
月
と
さ
れ
る
津
重
囲
争
σ
q
賃
『
閃
誰
ム
麟
頃
の
収
穫
お
よ
び
次
の
農
耕
年
が
は
じ
ま
る
第
四
の
月
ま
で
続
く
収
納
に
お

わ
る
一
農
耕
年
が
、
各
耕
地
に
お
け
る
隔
年
ご
と
の
休
耕
を
は
さ
ん
で
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
一
年
お
き
の
組
織
的
休
閑
に
も
か
か
わ
ら
ず
土
壌
の
塩
化
が
進
み
土
壌
組
織
が
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
、
σ
q
餅
苧
津
β
β
や
σ
q
餅
ロ
ー

ω
H
菊
漏
㊤
の
呼
称
が
現
に
耕
作
中
の
土
地
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
食
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
作
業
と
結
果
・
結
論
を
も
っ
て
、
綜
観
的
視
点
と
し
て
の
「
農
耕
年
」
の
視
点
は
プ
レ
・
サ
ル
．
謙
ン
期
ラ
ガ
シ
ュ
に
お
け
る
史
料
の

現
状
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
貫
徹
さ
れ
た
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
以
降
と
の
細
か
い
異
同
の
問
題
は
別
に
し
て
も
、
同
時
代
の
断
片
的
な
行
政
・
経
済
記
録
を
中
心
と
し
て
農

耕
年
を
析
繊
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
試
み
に
は
、
細
部
の
究
明
よ
り
も
大
掴
み
な
把
握
を
先
行
さ
せ
た
た
め
に
、
　
一
筋
縄
で
は

ゆ
か
な
い
細
部
の
ず
れ
な
ど
に
つ
い
て
は
論
究
の
不
徹
底
や
窮
ま
り
さ
え
も
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
考
察
を
精
緻
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
こ
の
重
要
な
時
期
に
お
け
る
政
治
史
的
・
社
会
経
済
史
的
考
察
の
基
点
を
提
供
す
る
も
の
と

し
て
は
問
題
点
へ
の
示
唆
は
ほ
と
ん
ど
借
在
さ
せ
た
ま
ま
と
な
っ
た
こ
と
も
遺
憾
で
あ
る
。

　
し
か
し
覇
者
は
叙
上
の
ご
と
き
欠
陥
・
不
満
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
未
踏
の
此
の
領
域
に
最
初
の
黎
を
い
れ
る
役
割
を
撞
い
え
た
こ

と
を
も
っ
て
自
ら
諒
と
し
つ
つ
一
ま
ず
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。
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On　the　Establishment　of　the　‘　Agricultural　Year　’

　　　　　through　Pre－Sargonic　Texts　of　Lagash

by

S．　Yainamoto

　　The　aim　of　this　study　is　the　establishment　of　the　viewpoint　of

‘agricultural　year’　rather　than　georgic　almanac　as　a　comprehensive

point　of　view　through　the　documents　’relating・t6　the　barley　procluction

of‘6－mi’or‘dBa－bas’　organization　in　pre－Sargonic　Lagash．　At　the　start，

the　period　of　ploxving　and　sowing　as　the　definite　stage　of　initiation　of

an　agricultural　year　is　confirmed　in　foui”　montl？s　（itu　udu－ge－ge－a－il－la．．．，

itu．gu，i．du－bf－mむ一a．．．，　itu－ezem－dLig－si4－ka，　ai｝d使臣一sig．ba，　telltatively　as－

sumed　as　the　4　th，　5　th，’7tli　and　8　th　months　respectively）　（Table　1）．

Then，　the　time　of　harvesting　and　delivery　of　barley　crops　as　the

indication　of　the　last　stage　of　the　agricultural　year　is　proved　in　the

early　months’belonging　to　the　next　calendar　year　by　the　accounts

referring　to　tliree　fields　（Table　II，　Table　III　（A））．　ln　the　second　chapter，

four　occaslons　of　land　surveying　are　educed　and　are　determined　their

dates　in　the　calendar　as　well　as　agricultural　year　which　ranged　over

two　ca！ender　years　（Tab1e　IV）．　Lastly，　in　the　third　chapter，　the　writer

goes　so　far　as　to　verify　the　accomplishment　of　．a　fallow　system　in

alternate．　years　a亡this　early　period　of　his亡ory（Table　V1）．　An　analysis

of　Nik．　1　31　and　DP　573　affords　the　key　to　the　solut1on　of　the　fact　that

there　vvere　fields　which　seem　at　one　view　as　if　they　had　been　under

cultivation　uninterruptedly　year　after　year　（Table　VII）．

（328）




